
 

 

まとめ資料比較表 〔有効性評価 2.3.1 全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.1 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失） 

2.3.1.1 事故シーケンスグループの特徴，炉心損傷防止対策 

(1) 事故シーケンスグループ内の事故シーケンス 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG 喪失）」に含まれる事故シーケンスは，「1.2 評価

対象の整理及び評価項目の設定」に示すとおり，「全交流動

力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）（蓄電池枯渇後RCIC 停

止）」である。 

 

 

(2) 事故シーケンスグループの特徴及び炉心損傷防止対策の基

本的考え方 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG 喪失）」では，全交流動力電源喪失後，原子炉隔離

時冷却系が自動起動し，設計基準事故対処設備として期待す

る期間は運転を継続するものの，その期間を超えた後に蓄電

池の直流電源供給能力が枯渇して原子炉隔離時冷却系に期待

できなくなることを想定する。このため，逃がし安全弁によ

る圧力制御に伴う蒸気流出により原子炉圧力容器内の保有水

量が減少し，原子炉水位が低下することから，緩和措置がと

られない場合には，原子炉水位の低下により炉心が露出し，

炉心損傷に至る。 

本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した

状態において，直流電源が枯渇した以降の原子炉圧力容器内

への注水機能を喪失したことによって炉心損傷に至る事故シ

ーケンスグループである。このため，重大事故等対策の有効

性評価には，直流電源及び交流電源供給機能に対する重大事

故等対処設備に期待することが考えられる。 

したがって，本事故シーケンスグループでは，所内蓄電式

直流電源設備から電源を給電した原子炉隔離時冷却系による

原子炉注水によって事象発生24 時間後まで炉心を冷却し，常

設代替交流電源設備による給電及び残留熱除去系（低圧注水

モード），低圧代替注水系（常設）による注水の準備が完了

したところで逃がし安全弁の手動開操作により原子炉を減圧

し，原子炉減圧後に残留熱除去系（低圧注水モード）により

2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.1 全交流動力電源喪失（長期ＴＢ） 

2.3.1.1 事故シーケンスグループの特徴，炉心損傷防止対策 

(1) 事故シーケンスグループ内の事故シーケンス 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

に含まれる事故シーケンスは，「1.2 評価対象の整理及び評価

項目の設定」に示すとおり，①「外部電源喪失＋ＤＧ失敗＋

ＨＰＣＳ失敗（蓄電池枯渇後ＲＣＩＣ停止）」及び②「サポー

ト系喪失（直流電源故障）（外部電源喪失）＋ＤＧ失敗＋ＨＰ

ＣＳ失敗（蓄電池枯渇後ＲＣＩＣ停止）」である。 

 

(2) 事故シーケンスグループの特徴及び炉心損傷防止対策の基

本的考え方 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

では，全交流動力電源喪失後，原子炉隔離時冷却系が自動起

動し，設計基準事故対処設備として期待する期間は運転を継

続するものの，その期間を超えた後に蓄電池の直流電源供給

能力が枯渇して原子炉隔離時冷却系に期待できなくなること

を想定する。このため，逃がし安全弁による圧力制御に伴う

蒸気流出により原子炉圧力容器内の保有水量が減少し，原子

炉水位が低下することから，緩和措置がとられない場合には，

原子炉水位の低下により炉心が露出し，炉心損傷に至る。 

 

本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した

状態において，直流電源が枯渇した以降の原子炉圧力容器内

への注水機能を喪失したことによって炉心損傷に至る事故シ

ーケンスグループである。このため，重大事故等対策の有効

性評価には，直流電源及び交流電源供給機能に対する重大事

故等対処設備に期待することが考えられる。 

したがって，本事故シーケンスグループでは，所内常設直

流電源設備から電源を給電した原子炉隔離時冷却系による原

子炉注水によって事象発生約8 時間後まで，その後，低圧代

替注水系（可搬型）による注水の準備が完了したところで逃

がし安全弁の手動開操作により原子炉を減圧し，原子炉減圧

後に低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水によって事

象発生約24 時間後まで炉心を冷却し，常設代替交流電源設備

2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.1 全交流動力電源喪失（長期ＴＢ） 

2.3.1.1 事故シーケンスグループの特徴，炉心損傷防止対策 

(1) 事故シーケンスグループ内の事故シーケンス 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

に含まれる事故シーケンスは，「1.2 評価対象の整理及び評

価項目の設定」に示すとおり，「外部電源喪失＋交流電源（Ｄ

Ｇ－Ａ，Ｂ）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗」である。 

 

 

 

(2) 事故シーケンスグループの特徴及び炉心損傷防止対策の基

本的考え方 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

では，全交流動力電源喪失後，原子炉隔離時冷却系が自動起

動し，設計基準事故対処設備として期待する期間は運転を継

続するものの，その期間を超えた後に蓄電池の直流電源供給

能力が枯渇して原子炉隔離時冷却系に期待できなくなること

を想定する。このため，逃がし安全弁による圧力制御に伴う

蒸気流出により原子炉圧力容器内の保有水量が減少し，原子

炉水位が低下することから，緩和措置がとられない場合には，

原子炉水位の低下により炉心が露出し，炉心損傷に至る。 

本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した

状態において，直流電源が枯渇した以降の原子炉圧力容器内

への注水機能を喪失したことによって炉心損傷に至る事故シ

ーケンスグループである。このため，重大事故等対策の有効

性評価には，直流電源及び交流電源供給機能に対する重大事

故等対処設備に期待することが考えられる。 

したがって，本事故シーケンスグループでは，所内常設蓄

電式直流電源設備から電源を給電した原子炉隔離時冷却系に

よる原子炉注水によって事象発生８時間後まで炉心を冷却

し，その後，逃がし安全弁の手動開操作により原子炉を減圧

し，原子炉減圧後に低圧原子炉代替注水系（可搬型）による

原子炉注水によって事象発生24時間30分後まで炉心を冷却

し，常設代替交流電源設備による給電後に残留熱除去系（低

圧注水モード）により炉心を冷却することによって炉心損傷

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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炉心を冷却することによって炉心損傷の防止を図る。 

 

 

 

また，代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（格納

容器スプレイ冷却モード），格納容器圧力逃がし装置及び耐

圧強化ベント系による原子炉格納容器除熱を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 炉心損傷防止対策 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG 喪失）」における機能喪失に対して，炉心が著しい

損傷に至ることなく，かつ，十分な冷却を可能とするため，

初期の対策として原子炉隔離時冷却系による原子炉注水手段

を整備し，安定状態に向けた対策として，逃がし安全弁を開

維持することで，低圧代替注水系（常設）による炉心冷却を

継続する。 

 

 

 

 

 

による給電後に残留熱除去系（低圧注水系）により炉心を冷

却することによって炉心損傷の防止を図る。 

 

 

また，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納

容器冷却並びに残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及

び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）による格

納容器除熱を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 炉心損傷防止対策 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

における機能喪失に対して，炉心が著しい損傷に至ることな

く，かつ，十分な冷却を可能とするため，初期の対策として

原子炉隔離時冷却系，低圧代替注水系（可搬型）及び逃がし

安全弁（自動減圧機能）による原子炉注水手段を整備し，安

定状態に向けた対策として，逃がし安全弁（自動減圧機能）

を開維持することで，残留熱除去系（低圧注水系）による炉

心冷却を継続する。 

 

 

 

 

の防止を図る。 

 

 

 

また，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格

納容器冷却並びに残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）によ

る原子炉格納容器除熱を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 炉心損傷防止対策 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

における機能喪失に対して，炉心が著しい損傷に至ることな

く，かつ，十分な冷却を可能とするため，初期の対策として

原子炉隔離時冷却系，低圧原子炉代替注水系（可搬型）及び

逃がし安全弁（自動減圧機能付き）による原子炉注水手段を

整備し，安定状態に向けた対策として，逃がし安全弁（自動

減圧機能付き）を開維持することで，残留熱除去系（低圧注

水モード）による炉心冷却を継続する。 

 

 

 

 

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，安定状

態に向けた対策として，

残留熱除去系により原子

炉注水を実施する。 
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また，原子炉格納容器の健全性を維持するため，安定状態

に向けた対策として代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除

去系（格納容器スプレイ冷却モード），格納容器圧力逃がし

装置等による原子炉格納容器除熱手段を整備する。これらの

対策の概略系統図を第2.3.1.1 図から第2.3.1.4 図に，手順

の概要を第2.3.1.5 図に示すとともに，重大事故等対策の概

要を以下に示す。また，重大事故等対策における設備と操作

手順の関係を第2.3.1.1 表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスにおい

て，事象発生10時間までの6号及び7号炉同時の重大事故等対

策に必要な要員は，中央制御室の運転員及び緊急時対策要員

で構成され，合計28名である。その内訳は次のとおりである。

中央制御室の運転員は，当直長1名（6号及び7号炉兼任），当

直副長2名，運転操作対応を行う運転員12名である。発電所構

内に常駐している要員のうち，通報連絡等を行う緊急時対策

本部要員は5名，緊急時対策要員（現場）は8名である。 

 

また，事象発生10時間以降に追加で必要な要員は，代替原

子炉補機冷却系作業等を行うための参集要員46名である。必

要な要員と作業項目について第2.3.1.6図に示す。 

 

 

 

 

また，格納容器の健全性を維持するため，安定状態に向け

た対策として代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による

格納容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器スプレイ冷

却系）及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）

による格納容器除熱手段を整備する。これらの対策の概略系

統図を第2.3.1－1 図に，手順の概要を第2.3.1－2 図に示す

とともに，重大事故等対策の概要を以下に示す。また，重大

事故等対策における設備と操作手順の関係を第2.3.1－1 表

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスにおい

て，事象発生2時間までの重大事故等対策に必要な要員は，災

害対策要員（初動）24 名である。その内訳は次のとおりであ

る。中央制御室の運転員は，当直発電長1 名，当直副発電長1 

名及び運転操作対応を行うための当直運転員5 名である。発

電所構内に常駐している要員のうち，通報連絡等を行う要員

は4名及び現場操作を行う重大事故等対応要員は13 名であ

る。 

 

また，事象発生2 時間以降に追加で必要な参集要員は，タ

ンクローリによる燃料給油操作を行うための重大事故等対応

要員2 名，低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水の調

整操作を行うための重大事故等対応要員2 名並びに代替格納

容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器スプレイの系

 

 

また，原子炉格納容器の健全性を維持するため，安定状態

に向けた対策として格納容器代替スプレイ系（可搬型）によ

る原子炉格納容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器冷

却モード）及び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷

却モード）による原子炉格納容器除熱手段を整備する。これ

らの対策の概略系統図を第2.3.1.1－1(1)図から第2.3.1.1－

1(3)図に，手順の概要を第2.3.1.1－2図に示すとともに，重

大事故等対策の概要を以下に示す。また，重大事故等対策に

おける設備と操作手順の関係を第2.3.1.1－1表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスにおい

て，重大事故等対策に必要な要員は，中央制御室の運転員及

び緊急時対策要員で構成され，合計31名である。その内訳は

次のとおりである。中央制御室の運転員は，当直長１名，当

直副長１名，運転操作対応を行う運転員５名である。発電所

構内に常駐している要員のうち，通報連絡等を行う緊急時対

策本部要員は５名，緊急時対策要員（現場）は19名である。 

 

 

必要な要員と作業項目について第2.3.1.1－3図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必要

な作業を常駐要員により

実施可能である。 

・運用及び設備設計の相

違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラント基数，設備設

計及び運用の違いにより

必要要員数は異なるが，

タイムチャートにより要
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a. 全交流動力電源喪失及び原子炉スクラム確認 

外部電源が喪失するとともに，全ての非常用ディーゼル

発電機が機能喪失する。これにより所内高圧系統（6.9kV）

の母線が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。全

交流動力電源喪失の発生により原子炉がスクラムしたこと

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉のスクラムを確認するために必要な計装設備は，

平均出力領域モニタ等である。 

 

b. 原子炉隔離時冷却系による原子炉注水 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下するが，原子炉水

位低（レベル 2）で原子炉隔離時冷却系が自動起動し，原

統構成操作及び流量調整操作を行うための重大事故等対応要

員2 名である。必要な要員と作業項目について第2.3.1－3 図

に示す。 

 

 

 

なお，重要事故シーケンス以外の事故シーケンスについて

は，作業項目を重要事故シーケンスと比較し，必要な要員数

を確認した結果，24 名で対処可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．全交流動力電源喪失及び原子炉スクラム確認 

外部電源が喪失するとともに，全ての非常用ディーゼル

発電機等が機能喪失する。これにより所内高圧系統（6.9kV）

の母線が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。全

交流動力電源喪失の発生により原子炉がスクラムしたこと

を確認する。また，全交流動力電源喪失の確認より，低圧

代替注水系（可搬型）の準備を開始する。 

 

 

 

 

 

 

原子炉のスクラムを確認するために必要な計装設備は，

平均出力領域計装等である。 

 

ｂ．原子炉隔離時冷却系による原子炉注水 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下するが，原子炉水

位異常低下（レベル２）で原子炉隔離時冷却系が自動起動

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．全交流動力電源喪失及び原子炉スクラム確認 

外部電源が喪失するとともに，すべての非常用ディーゼ

ル発電機等が機能喪失する。これにより非常用高圧母線

（6.9kV）が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。

全交流動力電源喪失の発生により原子炉がスクラムしたこ

とを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉のスクラムを確認するために必要な計装設備は，

平均出力領域計装である。 

 

ｂ．原子炉隔離時冷却系による原子炉注水 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下するが，原子炉水

位低（レベル２）で原子炉隔離時冷却系が自動起動し，原

員の充足性を確認してい

る。なお，これら要員 31

名は夜間・休日を含め発

電所に常駐している要員

である。 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

東海第二では，本事故

シーケンスグループ内の

事故シーケンスが複数あ

るため，その他の事故シ

ーケンスに関する要員の

充足性を確認。柏崎 6/7

及び島根２号炉は，重要

事故シーケンス以外の事

故シーケンスはないため

記載なし。 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，可搬型

注水設備の準備を，「ｃ．

早期の電源回復不能判断

及び対応準備」に記載。 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，中性子

源領域計装（ＳＲＭ）及

び中間領域計装（ＩＲ
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子炉注水を開始することにより，原子炉水位が回復する。 

 

原子炉隔離時冷却系による原子炉注水を確認するために

必要な計装設備は，原子炉水位，原子炉隔離時冷却系系統

流量等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉水位回復後は，原子炉水位を原子炉水位低（レベ

ル 2）から原子炉水位高（レベル 8）の間で維持する。 

 

 

 

c. 早期の電源回復不能判断及び対応準備 

中央制御室からの操作により外部電源受電及び非常用デ

ィーゼル発電機の起動ができず，非常用高圧母線（6.9kV）

の電源回復ができない場合，早期の電源回復不能と判断す

る。これにより，常設代替交流電源設備，代替原子炉補機

冷却系，低圧代替注水系（常設）の準備を開始する。 

 

 

d. 直流電源切替え 

原子炉隔離時冷却系で使用している直流電源の枯渇を防

止するため，事象発生から 8 時間経過するまでに所内蓄電

式直流電源設備切替え（蓄電池 A から蓄電池 A-2 に切り替

え）を実施する。事象発生から，19 時間経過するまでに所

内蓄電式直流電源設備切替え（蓄電池 A-2 から AM 用直流

125V 蓄電池に切り替え）を実施することにより 24 時間に

わたって直流電源の供給を行う。なお，所内蓄電式直流電

源設備の切替え操作を実施する際には，時間的裕度を確保

するため，原子炉水位高（レベル 8）近傍まで原子炉水位

を上昇させた後，原子炉隔離時冷却系を停止し，切替え操

作を実施する。 

し，原子炉注水を開始することにより，原子炉水位が回復

する。 

原子炉隔離時冷却系による原子炉注水を確認するために

必要な計装設備は，原子炉水位（広帯域），原子炉隔離時冷

却系系統流量等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉水位回復後は，原子炉水位を原子炉水位低（レベ

ル３）から原子炉水位高（レベル８）の間で維持する。 

 

 

 

ｃ．早期の電源回復不能判断及び対応準備 

中央制御室からの操作により外部電源受電及び非常用デ

ィーゼル発電機等の起動ができず，非常用高圧母線（6.9kV）

の電源回復ができない場合，早期の電源回復不能と判断す

る。これにより，常設代替交流電源設備の準備を開始する。 

 

 

 

ｄ．直流電源負荷切離し 

原子炉隔離時冷却系で使用している直流電源の枯渇を防

止するため，事象発生から1 時間経過するまでに中央制御

室内にて及び事象発生から8 時間後に現場にて所内常設直

流電源設備の不要な負荷の切離しを実施することにより24 

時間にわたって直流電源の供給を行う。 

 

 

 

 

 

 

子炉注水を開始することにより，原子炉水位が回復する。 

 

原子炉隔離時冷却系による原子炉注水を確認するために

必要な計装設備は，原子炉水位（広帯域），原子炉隔離時冷

却ポンプ出口流量等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉水位回復後は，原子炉水位を原子炉水位低（レベ

ル２）から原子炉水位高（レベル８）の間で維持する。 

 

 

 

ｃ．早期の電源回復不能判断及び対応準備 

中央制御室からの操作により外部電源受電及び非常用デ

ィーゼル発電機等の起動ができず，非常用高圧母線（6.9kV）

の電源回復ができない場合，早期の電源回復不能と判断す

る。これにより，常設代替交流電源設備，原子炉補機代替

冷却系及び低圧原子炉代替注水系（可搬型）の準備を開始

する。 

 

ｄ．直流電源負荷切離し及び切替え 

原子炉隔離時冷却系等で使用している直流電源の枯渇を

防止するため，事象発生から8.5時間経過するまでに現場に

て不要な負荷の切離し及び所内常設蓄電式直流電源設備切

替え操作（Ｂ－115V系蓄電池からＢ１－115V系蓄電池（Ｓ

Ａ））を実施することにより24時間にわたって直流電源の供

給を行う。所内常設蓄電式直流電源設備切替え操作（Ｂ－

115V系蓄電池からＢ１－115V系蓄電池（ＳＡ））を実施する

前に，計装設備の直流電源切替え操作（Ｂ－115V系蓄電池

からＳＡ用115V系蓄電池）を実施する。また，逃がし安全

弁による原子炉急速減圧操作を実施する前に，逃がし安全

弁用直流電源切替え操作を実施する。 

Ｍ），柏崎 6/7，東海第二

は起動領域計装（ＳＲＮ

Ｍ）を採用している。柏

崎 6/7，東海第二は，運

転時挿入されているＳＲ

ＮＭにより確認が可能な

設備として，等を記載し

ているが，島根２号炉は，

ＳＲＭ及びＩＲＭが運転

時引き抜きのため，平均

出力領域計装（ＡＰＲＭ）

により確認することとし

ている。 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

 解析における水位制御

の相違。 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，直流電

源の不要な負荷の切離し

及び切り替えにより 24

時間にわたる直流電源の

供給を確保する。 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，直流電

源切替え時，計装設備の

電源及び逃がし安全弁の

電源を確保するために蓄
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ｅ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水の準備とし

て，原子炉建屋原子炉棟内の操作にて原子炉注水に必要な

電動弁（原子炉注水弁及び残留熱除去系注入弁）の手動開

操作を実施する。 

屋外操作にて可搬型代替注水中型ポンプの準備及びホー

ス敷設を実施する。また，可搬型代替注水中型ポンプの燃

料給油準備を実施する。 

 

ｆ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水の準備が完

了後，中央制御室からの遠隔操作によって逃がし安全弁（自

動減圧機能）7 個を手動開操作し原子炉を急速減圧する。 

 

原子炉急速減圧を確認するために必要な計装設備は，原

子炉圧力である。 

 

 

 

 

 

 

 

ｇ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧により，原子炉圧力

が可搬型代替注水中型ポンプの吐出圧力以下であることを

確認し，原子炉建屋原子炉棟内の操作にて電動弁（原子炉

圧力容器注水流量調整弁）を手動開し，屋外操作にて高所

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ．低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水の準

備として，原子炉建物原子炉棟内の操作にて原子炉注水に

必要な電動弁（Ａ－ＲＨＲ注水弁及びＦＬＳＲ注水隔離弁）

の手動開操作を実施する。 

屋外操作にて大量送水車の準備及びホース展張を実施す

る。また，大量送水車の燃料補給準備を実施する。 

 

 

ｆ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水の準

備が完了後，サプレッション・プール水温度100℃で，中央

制御室からの遠隔操作によって逃がし安全弁（自動減圧機

能付き）６個を手動開操作し原子炉を急速減圧する。 

原子炉急速減圧を確認するために必要な計装設備は，原

子炉圧力（ＳＡ），原子炉圧力，サプレッション・プール水

温度（ＳＡ）である。 

 

 

 

 

 

 

ｇ．低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧により,原子炉圧力

が低圧原子炉代替注水系（可搬型）の系統圧力を下回ると

原子炉注水が開始され，原子炉水位が回復する。 

 

電池を切り替える。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 減圧タイミングの相

違。 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系の機能維持

不可を判断するため，サ

プレッション・プール水

温度を監視。 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉
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e. 格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱 

崩壊熱除去機能を喪失しているため，格納容器圧力及び

温度が上昇する。 

格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱の

準備として，原子炉格納容器一次隔離弁を原子炉建屋内の

原子炉区域外からの人力操作により開する。 

格納容器圧力が 0.31MPa[gage]に到達した場合，原子炉

格納容器二次隔離弁を原子炉建屋内の原子炉区域外からの

人力操作によって中間開操作することで，格納容器圧力逃

がし装置等による原子炉格納容器除熱を実施する。 

格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱を

確認するために必要な計装設備は，格納容器内圧力等であ

東側接続口の弁の開操作を実施することで，原子炉注水が

開始され，原子炉水位が回復する。 

 

 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水を確認する

ために必要な計装設備は，原子炉水位（広帯域），低圧代替

注水系原子炉注水流量（常設ライン用）等である。 

 

ｈ．代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器

冷却 

崩壊熱除去機能を喪失しているため，格納容器圧力及び

雰囲気温度が上昇する。格納容器圧力が0.279MPa［gage］

に到達した場合又はドライウェル雰囲気温度が171℃に接

近した場合は，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）に

よる格納容器冷却を実施する。 

原子炉建屋原子炉棟内の操作にて格納容器冷却に必要な

電動弁（残留熱除去系Ｄ／Ｗスプレイ弁，代替格納容器ス

プレイ注水弁及び代替格納容器スプレイ流量調整弁）の手

動開操作を実施することで格納容器冷却が開始される。 

なお，低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水と代

替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却

は同時に実施する。 

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器

冷却を確認するために必要な計装設備は，ドライウェル圧

力，低圧代替注水系格納容器スプレイ流量（常設ライン用）

等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水を確

認するために必要な計装設備は，原子炉水位（広帯域），原

子炉水位（燃料域），低圧原子炉代替注水流量等である。 

 

ｈ．格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器冷却 

崩壊熱除去機能を喪失しているため，格納容器圧力及び

雰囲気温度が上昇する。格納容器圧力が384kPa[gage]に到

達した場合又はドライウェル雰囲気温度が171℃に接近し

た場合は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子

炉格納容器冷却を実施する。 

原子炉建物原子炉棟内の操作にて原子炉格納容器冷却に

必要な電動弁（Ａ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁）

の手動開操作を実施することで原子炉格納容器冷却が開始

される。 

なお，低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注

水と格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納

容器冷却は同時に実施する。 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器冷却を確認するために必要な計装設備は，ドライウェル

圧力（ＳＡ），格納容器代替スプレイ流量等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注水が可能となる原子炉

圧力以下となる前に注水

弁を開操作する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・運用の相違 

【東海第二】 

格納容器スプレイ実施

基準圧力の相違。 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 
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る。 

格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱を

実施している間に炉心損傷していないことを確認するため

に必要な計装設備は，格納容器内雰囲気放射線レベル等で

ある。 

サプレッション・チェンバ側からの格納容器圧力逃がし

装置等のベントラインが水没しないことを確認するために

必要な計装設備は，サプレッション・チェンバ・プール水

位である。 

 

f. 逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

常設代替交流電源設備による交流電源供給を確認後，代

替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（低圧注水モー

ド）による原子炉注水の準備として，中央制御室からの遠

隔操作により残留熱除去系ポンプ 1 台を手動起動する。代

替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（低圧注水モー

ド）による原子炉注水の準備が完了した後，中央制御室か

らの遠隔操作によって逃がし安全弁2 個を手動開操作し原

子炉を急速減圧する。 

原子炉急速減圧を確認するために必要な計装設備は，原

子炉圧力である。 

 

g. 残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水 

 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧により,原子炉圧力

が残留熱除去系（低圧注水モード）の系統圧力を下回ると，

原子炉注水が開始され，原子炉水位が回復する。 

残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水を確

認するために必要な計装設備は，原子炉水位及び残留熱除

去系系統流量である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｉ．残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水 

 

常設代替交流電源設備による交流電源供給を確認後，低

圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水及び代替格納容

器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却で使用し

た残留熱除去系の電動弁を待機状態とする。 

残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水の準備と

して，中央制御室からの遠隔操作により残留熱除去系海水

系を手動起動する。 

残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水の準備が

完了した時点で,低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注

水及び代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納

容器冷却を停止し，残留熱除去系（低圧注水系）による原

子炉注水を開始する。 

残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水を確認す

るために必要な計装設備は，原子炉水位（広帯域），残留熱

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｉ．残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納

容器除熱 

常設代替交流電源設備による交流電源供給を確認後，残

留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納容器

除熱の準備操作として，中央制御室からの遠隔操作により

原子炉補機冷却系を手動起動し残留熱除去系（格納容器冷

却モード）による原子炉格納容器除熱を開始する。 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納

容器除熱を確認するために必要な計装設備は，残留熱除去

ポンプ出口流量等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 減圧タイミングの相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先す

る。 
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h. 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）による原子

炉格納容器除熱 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉水位を原子炉水位高（レベル8）まで上昇させた後，

中央制御室からの遠隔操作により残留熱除去系を低圧注水

モードから格納容器スプレイ冷却モード（ドライウェル側

のみ）に切り替えるとともに，格納容器圧力逃がし装置等

による原子炉格納容器除熱が行われている場合は，格納容

器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱を停止す

る。 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）による原

子炉格納容器除熱を確認するために必要な計装設備は，残

留熱除去系系統流量等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

i. 低圧代替注水系（常設）による原子炉注水 

残留熱除去系の低圧注水モードから格納容器スプレイ冷

却モード（ドライウェル側のみ）への切替え後は，低圧代

替注水系（常設）を用いて原子炉水位を原子炉水位低（レ

除去系系統流量である。 

ｊ．残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容

器除熱 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉水位を原子炉水位高（レベル８）まで上昇させた

後，中央制御室からの遠隔操作により残留熱除去系（低圧

注水系）運転から残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）

運転に切り替える。 

 

 

 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容

器除熱を確認するために必要な計装設備は，残留熱除去系

系統流量等である。 

 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）運転時に，原

子炉水位が原子炉水位低（レベル３）まで低下した場合は，

中央制御室からの遠隔操作により残留熱除去系（格納容器

スプレイ冷却系）の運転を停止し，残留熱除去系（低圧注

水系）による原子炉注水を実施する。 

原子炉水位高（レベル８）まで原子炉水位が回復した後，

原子炉注水を停止し，残留熱除去系（格納容器スプレイ冷

却系）の運転を再開する。 

また，残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）の運転

時に，格納容器圧力が13.7kPa［gage］まで低下した場合は，

残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）による格

納容器除熱に切り替える。 

 

 

 

 

 

 

ｊ．残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水 

残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水を開

始し，低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水

を停止する。 

残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水を確

認するために必要な計装設備は，原子炉水位（広帯域），残

留熱除去ポンプ出口流量等である。 

 

 

原子炉水位を原子炉水位高（レベル８）まで上昇させた

後，中央制御室からの遠隔操作により残留熱除去系（低圧

注水モード）運転から残留熱除去系（格納容器冷却モード）

運転に切り替える。 

 

 

 

 

 

 

 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）運転時に，原子炉

水位が原子炉水位低（レベル３）まで低下した場合は，中

央制御室からの遠隔操作により残留熱除去系（格納容器冷

却モード）の運転を停止し，残留熱除去系（低圧注水モー

ド）による原子炉注水を実施する。 

原子炉水位高（レベル８）まで原子炉水位が回復した後，

原子炉注水を停止し，残留熱除去系（格納容器冷却モード）

の運転を再開する。 

また，残留熱除去系（格納容器冷却モード）の運転時に，

格納容器圧力が13.7kPa［gage］まで低下した場合は，残留

熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）による

原子炉格納容器除熱に切り替える。 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先す

る。 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水
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ベル 3）から原子炉水位高（レベル 8）の間で維持する。 

低圧代替注水系（常設）による原子炉注水を確認するた

めに必要な計装設備は，原子炉水位，復水補給水系流量（RHR 

A 系代替注水流量）等である。 

 

以降，炉心冷却及び原子炉格納容器除熱は，代替原子炉

補機冷却系を介した残留熱除去系により継続的に行う。 

 

 

 

 

 

 

以降，炉心冷却及び格納容器除熱は，残留熱除去系によ

り継続的に行う。 

 

 

 

 

 

 

以降，炉心冷却及び原子炉格納容器除熱は，残留熱除去

系により継続的に行う。 

 

と原子炉格納容器除熱を

実施する。 

2.3.1.2 炉心損傷防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本事故シーケンスグループを評価する上で選定した重要事

故シーケンスは，「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」

に示すとおり，外部電源喪失を起因事象とし，全ての非常用

ディーゼル発電機を喪失することで原子炉隔離時冷却系を除

く注水機能を喪失する「全交流動力電源喪失（外部電源喪失

＋DG 喪失）（蓄電池枯渇後RCIC 停止）」である。 

本重要事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒

表面熱伝達，気液熱非平衡，沸騰遷移，燃料被覆管酸化，燃

料被覆管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・

対向流，三次元効果，原子炉圧力容器における沸騰・凝縮・

ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向流，冷却材放出

（臨界流・差圧流），ECCS 注水（給水系・代替注水設備含む）

並びに原子炉格納容器における格納容器各領域間の流動，構

造材との熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達，スプレ

イ冷却，格納容器ベント，サプレッション・プール冷却が重

要現象となる。よって，これらの現象を適切に評価すること

が可能である長期間熱水力過渡変化解析コードSAFER，シビア

アクシデント総合解析コードMAAP により原子炉圧力，原子炉

水位，燃料被覆管温度，格納容器圧力，格納容器温度等の過

渡応答を求める。 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範

囲として，本重要事故シーケンスにおける運転員等操作時間

に与える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び

操作時間余裕を評価する。 

 

(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解

析条件を第2.3.1.2表に示す。また，主要な解析条件について，

2.3.1.2 炉心損傷防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本事故シーケンスグループを評価する上で選定した重要事

故シーケンスは，「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」

に示すとおり，外部電源喪失を起因事象とし，全ての非常用

ディーゼル発電機等を喪失することで原子炉隔離時冷却系を

除く注水機能を喪失する「外部電源喪失＋ＤＧ失敗＋ＨＰＣ

Ｓ失敗（蓄電池枯渇後ＲＣＩＣ停止）」である。 

本重要事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒

表面熱伝達，気液熱非平衡，沸騰遷移，燃料被覆管酸化，燃

料被覆管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・

対向流及び三次元効果，原子炉圧力容器における沸騰・凝縮・

ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向流，冷却材放出（臨

界流・差圧流）及びＥＣＣＳ注水（給水系・代替注水設備含

む）並びに格納容器における格納容器各領域間の流動，構造

材との熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達，スプレイ

冷却及びサプレッション・プール冷却が重要現象となる。よ

って，これらの現象を適切に評価することが可能である長期

間熱水力過渡変化解析コードＳＡＦＥＲ及びシビアアクシデ

ント総合解析コードＭＡＡＰにより原子炉圧力，原子炉水位，

燃料被覆管温度，格納容器圧力，格納容器雰囲気温度等の過

渡応答を求める。 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範

囲として，本重要事故シーケンスにおける運転員等操作時間

に与える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び

操作時間余裕を評価する。 

 

(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解

析条件を第2.3.1－2 表に示す。また，主要な解析条件につい

2.3.1.2 炉心損傷防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本事故シーケンスグループを評価するうえで選定した重要

事故シーケンスは,「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設

定」に示すとおり,外部電源喪失を起因事象とし，すべての非

常用ディーゼル発電機等を喪失することで原子炉隔離時冷却

系を除く注水機能を喪失する「外部電源喪失＋交流電源（Ｄ

Ｇ－Ａ，Ｂ）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗」である。 

本重要事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒

表面熱伝達，気液熱非平衡，沸騰遷移，燃料被覆管酸化，燃

料被覆管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・

対向流，三次元効果，原子炉圧力容器における沸騰・凝縮・

ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向流，冷却材放出

（臨界流・差圧流）及びＥＣＣＳ注水（給水系・代替注水設

備含む）並びに原子炉格納容器における格納容器各領域間の

流動，構造材との熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達，

スプレイ冷却及びサプレッション・プール冷却が重要現象と

なる。よって，これらの現象を適切に評価することが可能で

ある長期間熱水力過渡変化解析コードＳＡＦＥＲ及びシビア

アクシデント総合解析コードＭＡＡＰにより原子炉圧力，原

子炉水位，燃料被覆管温度，格納容器圧力，格納容器温度等

の過渡応答を求める。 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範

囲として，本重要事故シーケンスにおける運転員等操作時間

に与える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び

操作時間余裕を評価する。 

 

(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解

析条件を第2.3.1.2－1表に示す。また，主要な解析条件につ

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。  

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

解析条件の相違による

重要現象の対象の相違。 
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本重要事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

 

a. 事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，送電系統又は所内主発電設備の故障

等によって，外部電源を喪失するものとする。 

 

(b) 安全機能の喪失に対する仮定 

全ての非常用ディーゼル発電機の機能喪失を想定し，

全交流動力電源を喪失するものとする。 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

外部電源は使用できないものと仮定する。起因事象と

して，外部電源を喪失するものとしている。 

 

b. 重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは，タービン蒸気加減弁急速閉信号に

よるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 原子炉隔離時冷却系 

原子炉隔離時冷却系は，原子炉水位低（レベル2）で自

動起動し，182m3/h（8.12～1.03MPa[dif]において）の流

量で注水するものとする。 

 

て，本重要事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

 

ａ．事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，送電系統又は所内主発電設備の故障

等によって，外部電源を喪失するものとする。 

 

(b) 安全機能の喪失に対する仮定 

全ての非常用ディーゼル発電機等の機能喪失を想定

し，全交流動力電源を喪失するものとする。 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

外部電源は使用できないものと仮定する。起因事象と

して，外部電源を喪失するものとしている。 

 

ｂ．重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは，原子炉水位低（レベル３）信号に

よるものとする。 

原子炉水位低下を厳しくする観点で，外部電源喪失に

伴うタービン蒸気加減弁急閉信号及び原子炉保護系電源

喪失による原子炉スクラムについては保守的に期待しな

いものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 原子炉隔離時冷却系 

原子炉隔離時冷却系は，原子炉水位異常低下（レベル

２）で自動起動し，136.7m３／h（7.86MPa［gage］～1.04MPa

［gage］において）の流量で注水するものとする。 

 

いて，本重要事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

 

ａ．事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，送電系統又は所内主発電設備の故障

等によって，外部電源を喪失するものとする。 

 

(b) 安全機能の喪失に対する仮定 

すべての非常用ディーゼル発電機等の機能喪失を想定

し，全交流動力電源を喪失するものとする。 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

外部電源は使用できないものと仮定する。起因事象と

して，外部電源を喪失するものとしている。 

 

ｂ．重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは原子炉水位低（レベル３）信号によ

るものとする。 

原子炉水位低下を厳しくする観点で，外部電源喪失に

伴うタービントリップによる主蒸気止め弁閉スクラム信

号及び原子炉保護系電源喪失による原子炉スクラムにつ

いては保守的に期待しないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 原子炉隔離時冷却系 

原子炉隔離時冷却系は原子炉水位低（レベル２）で自

動起動し，91m3/h（8.21～0.74MPa[gage]において）の流

量で注水するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

水位を厳しくする観点で

スクラム信号を設定。 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，100%バ

イパスプラントのため負

荷遮断でスクラムしない

ため，主蒸気止め弁閉ス

クラムを記載。 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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(c) 逃がし安全弁 

逃がし安全弁の逃がし弁機能にて，原子炉冷却材圧力

バウンダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。また，

原子炉減圧には自動減圧機能付き逃がし安全弁（2個）を

使用するものとし，容量として，1個あたり定格主蒸気流

量の約5%を処理するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(d) 残留熱除去系（低圧注水モード） 

残留熱除去系（低圧注水モード）は事象発生から24時

間後に手動起動し，954m3/h（0.27MPa[dif]において）の

流量で注水するものとする。 

 

(e) 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード） 

 

(c) 逃がし安全弁 

逃がし安全弁（安全弁機能）にて原子炉冷却材圧力バ

ウンダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。また，

原子炉減圧には逃がし安全弁（自動減圧機能）（7 個）を

使用するものとし，容量として，1 個当たり定格主蒸気

流量の約6％を処理するものとする。 

（添付資料 2.3.1.1） 

 

 

 

 

 

 

(d) 低圧代替注水系（可搬型） 

逃がし安全弁による原子炉減圧後に，最大110m３／h に

て原子炉注水し，その後は炉心を冠水維持するように注

水する。また，原子炉注水と格納容器スプレイを同時に

実施する場合は，50m３／h にて原子炉へ注水する。 

 

 

 

 

 

(e) 代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型） 

格納容器圧力及び雰囲気温度抑制に必要なスプレイ流

量を考慮し，130m３／h にて格納容器内にスプレイする。 

 

 

 

 

 

(f) 残留熱除去系（低圧注水系） 

残留熱除去系（低圧注水系）は，1,605m３／h（0.14MPa

［dif］において）（最大1,676m３／h）の流量で注水する

ものとする。 

 

(g) 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び残留熱除

去系（サプレッション・プール冷却系） 

(c) 逃がし安全弁 

逃がし安全弁（逃がし弁機能）にて，原子炉冷却材圧

力バウンダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。ま

た，原子炉減圧には逃がし安全弁（自動減圧機能付き）

（６個）を使用するものとし，容量として，１個当たり

定格主蒸気流量の約８％を処理するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

(d) 低圧原子炉代替注水系（可搬型） 

逃がし安全弁による原子炉減圧後に，70m3/hにて原子

炉注水し，その後は炉心を冠水維持するように注水する

ものとする。また，原子炉注水と格納容器スプレイを同

時に実施する場合は，30m3/h にて原子炉へ注水する。 

 

 

 

 

 

(e) 格納容器代替スプレイ系（可搬型） 

格納容器圧力及び温度抑制に必要なスプレイ流量を考

慮し，120m3/h にて原子炉格納容器内にスプレイする。 

 

 

 

 

 

(f) 残留熱除去系（低圧注水モード） 

残留熱除去系（低圧注水モード）は，1,136m3/h（0.14MPa

［dif］において）（最大1,193m3/h）の流量で注水するも

のとする。 

 

(g) 残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱除去系

（サプレッション・プール水冷却モード） 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，逃がし

機能での圧力制御を想定

している。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，手順上

の弁数を設定 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，圧損を

保守的に評価した流量を

設定。 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，崩壊熱

相当以上の流量を設定。 

 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，水蒸気

凝縮効果が得られる程度

の液滴径となるスプレイ

流量を設定。 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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逃がし安全弁による原子炉減圧後，原子炉水位を原子

炉水位高（レベル8）まで上昇させた後に手動起動し，

954m3/hにて原子炉格納容器内にスプレイするものとす

る。また，伝熱容量は，熱交換器1基あたり約8MW（サプ

レッション・チェンバ・プール水温52℃，海水温度30℃

において）とする。 

 

 

 

 

 

 

(f) 低圧代替注水系（常設） 

残留熱除去系の低圧注水モードから格納容器スプレイ

冷却モード（ドライウェル側のみ）への切替え後に，約

90m3/h にて崩壊熱相当量で原子炉注水し，その後は炉心

を冠水維持する。 

 

 

(g) 格納容器圧力逃がし装置等 

格納容器圧力逃がし装置等により，格納容器圧力

0.62MPa[gage]における最大排出流量31.6kg/s に対し

て，原子炉格納容器二次隔離弁の中間開操作（流路面積

70%開※1）にて原子炉格納容器除熱を実施する。 

※1 操作手順においては，原子炉格納容器除熱は原子炉格納

容器二次隔離弁を流路面積70%相当で中間開操作するが，

格納容器圧力の低下傾向を確認できない場合は，増開操

作を実施する。なお，耐圧強化ベント系を用いた場合は，

格納容器圧力逃がし装置を用いた場合と比較して，排出

流量は大きくなり，格納容器圧力の低下傾向は大きくな

ることから，格納容器圧力逃がし装置を用いた場合の条

件に包絡される。 

 

(h) 代替原子炉補機冷却系 

伝熱容量は約23MW（サプレッション・チェンバ・プー

ル水温100℃，海水温度30℃において）とする。 

 

 

原子炉水位を原子炉水位高（レベル８）まで上昇させ

た後に，残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）を使

用する場合は，1,692m３／hにて格納容器内にスプレイす

るものとする。また，伝熱容量は，熱交換器1 基当たり

約43MW（サプレッション・プール水温度100℃，海水温度

32℃において）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉水位を原子炉水位高（レベル８）まで上昇させ

た後に，残留熱除去系（格納容器冷却モード）を使用す

る場合は，1,218m3/hにて原子炉格納容器内にスプレイす

るものとする。また，伝熱容量は，熱交換器１基当たり

約９MW（サプレッション・プール水温度52℃，海水温度

30℃において）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

交互に実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系
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c. 重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として，「1.3.5 運転員等の操

作時間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設

定する。 

(a) 交流電源は24時間使用できないものとし，事象発生から

24時間後に常設代替交流電源設備によって供給を開始す

る。 

(b) 格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱

操作は，格納容器圧力が0.31MPa[gage]に到達した場合に

実施する。 

 

 

 

 

 

 

(c) 逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，事象発生か

ら24時間後に開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として，「1.3.5 運転員等の操

作時間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設

定する。 

(a) 交流電源は24 時間使用できないものとし，事象発生か

ら24 時間後に常設代替交流電源設備によって供給を開

始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，余裕時間を

確認する観点で事象発生の8 時間後に低圧代替注水系

（可搬型）の準備が完了するものとし，原子炉急速減圧

操作に要する時間を考慮して，事象発生から8 時間1 分

後に実施する。 

 

 

 

 

 

 

(c) 代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器

冷却操作は，格納容器圧力が0.279MPa［gage］に到達し

た場合に実施する。なお，格納容器スプレイは，残留熱

除去系（低圧注水系）による原子炉注水を開始する前に

停止する。 

 

 

 

 

 

 

ｃ．重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として,「1.3.5 運転員等の操

作時間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設

定する。 

(a) 交流電源は24時間使用できないものとし，事象発生か

ら24時間後に常設代替交流電源設備によって供給を開始

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，サプレッ

ション・プール水温度が100℃に到達する事象発生から８

時間後に開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器冷却操作は，格納容器圧力が384kPa[gage]に到達した場

合に実施する。なお，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器冷却は，残留熱除去系（格納容器冷

却モード）による原子炉格納容器除熱を開始する前に停止

する。 

 

 

 

 

に期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

格納容器スプレイ実施

基準圧力の相違。 

・運用及び解析条件の相

違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

2.3-14



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(d) 代替原子炉補機冷却系運転操作は，事象発生から24時間

後に開始する。 

 

 

 

 

 

(e) 代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（低圧注水

モード）の起動操作は，事象発生から24時間後に開始す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(d) 残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水操作及び

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容

器除熱操作は，常設代替交流電源設備による交流電源の

供給開始後に，残留熱除去系の起動操作に要する時間を

考慮して，事象発生から24 時間10 分後に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(d) 残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水操

作及び残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子

炉格納容器除熱操作は，常設代替交流電源設備による交

流電源の供給開始後に，残留熱除去系の起動操作に要す

る時間を考慮して，事象発生から24 時間30 分後に実施

する。 

 

 

 

 

 

(e) 残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水操

作は，残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子

炉格納容器除熱開始後に，原子炉水位が原子炉水位低

（レベル３）に到達した場合に開始する。 

 

 

 

 

 

 

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先し，

格納容器除熱開始後Ｌ３

に到達した場合に残留熱

除去系（低圧注水モード）

に切替え，原子炉注水を

実施する。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根 2 号炉は，準備時

間を踏まえて設定。 

 

・運用及び解析条件の相

違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先し，

格納容器除熱開始後Ｌ３
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(f) 低圧代替注水系（常設）起動操作は，事象発生から24

時間後に開始する。なお，サプレッション・チェンバ・

プール水位が真空破壊装置-1mに到達した場合，低圧代替

注水系（常設）による原子炉注水を停止する。 

 

 

 

(g) 代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（格納容器

スプレイ冷却モード）の起動操作は，事象発生から約25

時間後に開始する。 

 

 

(3) 有効性評価（敷地境界での実効線量評価）の条件 

 

本重要事故シーケンスでは炉心損傷は起こらず，燃料被覆

管の破裂も発生していないため，放射性物質の放出を評価す

る際は，設計基準事故時の評価手法を採用することで保守性

が確保される。このため，敷地境界での実効線量評価に当た

っては，発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関する審査指

針（原子力安全委員会 平成2 年8 月30 日）に示されている

評価手法を参照した。具体的な評価条件を以下に示す。 

 

ａ. 事象発生時の原子炉冷却材中の核分裂生成物の濃度は，

運転上許容されるI-131 の最大濃度とし，その組成を拡散

組成とする。これにより,事象発生時に原子炉冷却材中に

存在するよう素は， I-131 等価量で約1.3×1012Bq とな

る。 

 

ｂ. 原子炉圧力の低下に伴う燃料棒からの核分裂生成物の追

加放出量は，I-131については先行炉等での実測値の平均

値に適切な余裕をみた値※2である3.7×1013Bqとし，その他

の核分裂生成物についてはその組成を平衡組成として求

め，希ガスについてはよう素の2倍の放出があるものとす

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に到達した場合に残留熱

除去系（低圧注水モード）

に切替え，原子炉注水を

実施する。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

交互に実施する。 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は(d)にて

記載。 

 

・評価方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，敷地境

界での実効線量評価は，

格納容器フィルタベント

系を実施し，ベント時間

が最短である「2.6ＬＯＣ

Ａ時注水機能喪失」にお

いて実施している。 
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る。 

これにより，原子炉圧力の低下に伴う燃料棒からの追加

放出量は，希ガスについてはガンマ線実効エネルギ 0.5MeV

換算値で約 9.9×1014Bq，よう素については I-131 等価量で

約 6.5×1013Bq となる。 

※2 過去に実測されたI-131追加放出量から，全希ガス漏えい

率（f値）1mCi/s（3.7×107Bq/s）あたりの追加放出量を

用いて算出している。全希ガス漏えい率が 3.7×109Bq/s

（100mCi/s）の場合，全希ガス漏えい率あたりのI-131の

追加放出量の平均値にあたる値は1.4×1012Bq（37Ci）であ

り，6号及び7号炉の線量評価で用いるI-131追加放出量は，

これに余裕を見込んだ3.7×1013Bq（1000Ci）を条件として

いる。（1Ci = 3.7×1010Bq） 

 

出典元 

・「沸騰水型原子力発電所 事故時の被ばく評価手法について」

（TLR-032） 

・「沸騰水型原子力発電所 事故時の被ばく評価手法について」

（HLR-021） 

c. 燃料棒から追加放出されるよう素のうち有機よう素は4%

とし，残りの96%は無機よう素とする。 

ｄ. 燃料棒から追加放出される核分裂生成物のうち，希ガス

はすべて瞬時に気相部に移行するものとする。有機よう素

のうち，10%は瞬時に気相部に移行するものとし，残りは

分解するものとする。有機よう素から分解したよう素及び

無機よう素が気相部にキャリーオーバーされる割合は2%

とする。 

e. 原子炉圧力容器気相部の核分裂生成物は，逃がし安全弁等

を通して崩壊熱相当の蒸気に同伴し，原子炉格納容器内に

移行するものとする。この場合，希ガス及び有機よう素は

全量が，無機よう素は格納容器ベント開始までに発生する

崩壊熱相当の蒸気に伴う量が移行するものとする。 

f. サプレッション・チェンバの無機よう素は，スクラビング

等により除去されなかったものが原子炉格納容器の気相

部へ移行するものとする。希ガス及び有機よう素について

は，スクラビングの効果を考えない。また，核分裂生成物

の自然減衰は，格納容器ベント開始までの期間について考

慮する。 
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g. 敷地境界における実効線量は，内部被ばくによる実効線量

及び外部被ばくによる実効線量の和として計算し，よう素

の内部被ばくによる実効線量は，主蒸気隔離弁閉止後のよ

う素の内部被ばくによる実効線量を求める以下の式（1）

で，また，希ガスのガンマ線外部被ばくによる実効線量は，

放射性気体廃棄物処理施設の破損時の希ガスのガンマ線

外部被ばくによる実効線量を求める以下の式（2）で計算

する。 

 

HI ＝ R ･ H∞ ･ χ/Q ･ QＩ ・・・・・・・・・ （1） 

R ：呼吸率（m3/s） 

呼吸率Ｒは，事故期間が比較的短いことを考慮し，小児

の呼吸率（活動時）0.31m3/hを秒当たりに換算して用いる。 

H∞ ：よう素（I-131）を1Bq吸入した場合の小児の実効

線量（1.6×10-7Sv/Bq） 

χ/Q ：相対濃度（s/m3） 

QI ：事故期間中のよう素の大気放出量（Bq） 

（I-131等価量－小児実効線量係数換算） 

Hγ ＝ K ･ D/Q ･ Qγ ・・・・・・・・・・・・・ （2） 

K ：空気吸収線量から実効線量当量への換算係数 

（K＝1Sv/Gy） 

D/Q ：相対線量（Gy/Bq） 

Qγ ：事故期間中の希ガスの大気放出量（Bq） 

（ガンマ線実効エネルギ0.5MeV 換算値） 

 

h. 大気拡散条件については，格納容器圧力逃がし装置を用い

る場合は，格納容器圧力逃がし装置排気管からの放出，実

効放出継続時間1 時間の値として， 相対濃度（ χ /Q ） 

を1.2×10-5 （ s/m3 ）， 相対線量（ D/Q ） を1.9×10-19

（Gy/Bq）とし，耐圧強化ベント系を用いる場合は，主排

気筒放出，実効放出継続時間1 時間の値として，相対濃度

（χ/Q）は6.2×10-6（s/m3），相対線量（D/Q）は1.2×10-19

（Gy/Bq）とする。 

 

i. サプレッション・チェンバ内でのスクラビング等による除

染係数は10，格納容器圧力逃がし装置による除染係数は

1,000，排気ガスに含まれるよう素を除去するためのよう

素フィルタによる除染係数は50 とする。 
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（添付資料 2.3.1.1） 

 

(4) 有効性評価の結果 

本重要事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位（シ

ュラウド内及びシュラウド内外）※3，注水流量，逃がし安全

弁からの蒸気流量，原子炉圧力容器内の保有水量の推移を第

2.3.1.7図から第2.3.1.12図に，燃料被覆管温度，高出力燃料

集合体のボイド率及び炉心下部プレナム部のボイド率の推移

を第2.3.1.13図から第2.3.1.15図に，格納容器圧力，格納容

器温度，サプレッション・チェンバ・プール水位及び水温の

推移を第2.3.1.16図から第2.3.1.19図に示す。 

 

 

※3 シュラウド内は，炉心部から発生するボイドを含んだ二

相水位を示しているため，シュラウド外の水位より，見

かけ上高めの水位となる。一方，非常用炉心冷却系の起

動信号となる原子炉水位計（広帯域）の水位及び運転員

が炉心冠水状態において主に確認する原子炉水位計（広

帯域・狭帯域）の水位は，シュラウド外の水位であるこ

とから，シュラウド内外の水位を併せて示す。なお，水

位が有効燃料棒頂部付近となった場合には，原子炉水位

計（燃料域）にて監視する。6 号炉の原子炉水位計（燃

料域）はシュラウド内を，7 号炉の原子炉水位計（燃料

域）はシュラウド外を計測している。 

 

a. 事象進展 

全交流動力電源喪失後，タービン蒸気加減弁急速閉信号

が発生して原子炉がスクラムし，また，原子炉水位低（レ

ベル 2）で原子炉隔離時冷却系が自動起動して原子炉水位

は維持される。再循環ポンプについては，外部電源喪失に

より，事象発生とともに 10 台全てがトリップする。 

 

 

 

 

所内蓄電式直流電源設備は，負荷切離しを行わずに 8 時

間，その後は不要な負荷の切離し及び直流電源切替え（蓄

電池 A から蓄電池 A-2）を実施し，加えて事象発生から 19 

 

 

(3) 有効性評価の結果 

本重要事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位（シ

ュラウド内及びシュラウド内外）※，注水流量，逃がし安全弁

からの蒸気流量及び原子炉圧力容器内の保有水量の推移を第

2.3.1－4 図から第2.3.1－9 図に，燃料被覆管温度，高出力

燃料集合体のボイド率及び炉心下部プレナム部のボイド率の

推移を第2.3.1－10 図から第2.3.1－12 図に，格納容器圧力，

格納容器雰囲気温度，サプレッション・プール水位及びサプ

レッション・プール水温度の推移を第2.3.1－13 図から第

2.3.1－16 図に示す。 

 

※ シュラウド内は，炉心部から発生するボイドを含んだ二相

水位を示しているため，シュラウド外の水位より，見か

け上高めの水位となる。一方，非常用炉心冷却系の起動

信号となる原子炉水位（広帯域）の水位及び運転員が炉

心冠水状態において主に確認する原子炉水位（広帯域），

原子炉水位（狭帯域）の水位は，シュラウド外の水位で

あることから，シュラウド内外の水位を併せて示す。な

お，水位が燃料有効長頂部付近となった場合には，原子

炉水位（燃料域）にて監視する。原子炉水位（燃料域）

はシュラウド内を計測している。 

 

 

ａ．事象進展 

全交流動力電源喪失後，原子炉水位低（レベル３）信号

が発生して原子炉がスクラムし，また，原子炉水位異常低

下（レベル２）で原子炉隔離時冷却系が自動起動して原子

炉水位は維持される。再循環系ポンプについては，外部電

源喪失により，事象発生とともに2 台全てがトリップする。 

 

 

 

 

所内常設直流電源設備は，事象発生から1 時間経過する

までに中央制御室にて，事象発生から8 時間後に現場にて

不要な負荷の切離しを実施することにより，24 時間にわた

 

 

(3) 有効性評価の結果 

本重要事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位（シ

ュラウド内及びシュラウド内外）※，注水流量，逃がし安全弁

からの蒸気流量及び原子炉圧力容器内の保有水量の推移を第

2.3.1.2－1(1)図から第2.3.1.2－1(6)図に，燃料被覆管温度，

高出力燃料集合体のボイド率及び炉心下部プレナム部のボイ

ド率の推移を第2.3.1.2－1(7)図から第2.3.1.2－1(9)図に，

格納容器圧力，格納容器温度，サプレッション・プール水位

及びサプレッション・プール水温度の推移を第2.3.1.2－

1(10)図から第2.3.1.2－1(13)図に示す。 

 

※ シュラウド内は，炉心部から発生するボイドを含んだ二

相水位を示しているため，シュラウド外の水位より，見

かけ上高めの水位となる。一方，非常用炉心冷却系の起

動信号となる原子炉水位（広帯域）の水位及び運転員が

炉心冠水状態において主に確認する原子炉水位（広帯

域・狭帯域）の水位は，シュラウド外の水位であること

から，シュラウド内外の水位を併せて示す。なお，水位

が燃料棒有効長頂部付近となった場合には，原子炉水位

（燃料域）にて監視する。原子炉水位（燃料域）はシュ

ラウド内を計測している。 

 

 

ａ．事象進展 

全交流動力電源喪失後，原子炉水位低（レベル３）信号

が発生して原子炉がスクラムし，また，原子炉水位低（レ

ベル２）で原子炉隔離時冷却系が自動起動して原子炉水位

は維持される。再循環ポンプについては，外部電源喪失に

より，事象発生とともに２台すべてがトリップする。 

 

 

 

 

所内常設蓄電式直流電源設備は，事象発生から8.5時間経

過するまでに現場にて不要な負荷の切離し及び直流電源切

替え（Ｂ－115V系蓄電池からＢ１－115V系蓄電池（ＳＡ））

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

水位を厳しくする観点で

スクラム信号を設定。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 再循環ポンプの個数の

相違。 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，不要な
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時間経過するまで直流電源切替え（蓄電池 A-2 から AM 用

直流 125V 蓄電池）を実施し，更に 16 時間の合計 24 時間

にわたり，重大事故等の対応に必要な設備に電源を供給す

る。 

 

 

 

この間，原子炉隔離時冷却系が原子炉水位低（レベル 2）

での自動起動及び原子炉水位高（レベル 8）でのトリップ

を繰り返すことによって，原子炉水位は適切に維持される。 

（添付資料 2.3.1.2，2.3.1.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事象発生から 24 時間経過した時点で，常設代替交流電

源設備による交流電源の供給を開始し，その後，中央制御

室からの遠隔操作により逃がし安全弁2 個を手動開するこ

とで，原子炉の急速減圧を実施し，原子炉減圧後に残留熱

除去系（低圧注水モード）による原子炉注水を開始する。

原子炉の急速減圧を開始すると，原子炉冷却材の流出によ

り原子炉水位は低下するが，残留熱除去系（低圧注水モー

ド）による原子炉注水が開始され,原子炉水位が回復する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り，重大事故等の対応に必要な設備に電源を供給する。 

 

 

 

 

 

 

事象発生から約8 時間までは，原子炉隔離時冷却系が原

子炉水位低（レベル３）での起動及び原子炉水位高（レベ

ル８）での停止を繰り返すことによって，原子炉水位は適

切に維持される。 

（添付資料 2.3.1.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事象発生から約8 時間後に低圧代替注水系（可搬型）の

準備が完了し，その後，中央制御室からの遠隔操作により

逃がし安全弁（自動減圧機能）7 個を手動開することで，

原子炉の急速減圧を実施し，原子炉減圧後に低圧代替注水

系（可搬型）による原子炉注水を開始する。原子炉の急速

減圧を開始すると，原子炉冷却材の流出により原子炉水位

は低下するが，低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注

水が開始され,原子炉水位が回復する。 

（添付資料 2.3.1.3） 

 

 

 

 

 

事象発生から24 時間経過した時点で，常設代替交流電源

設備による交流電源の供給を開始し，その後，中央制御室

からの遠隔操作により残留熱除去系（低圧注水系）を起動

を実施することにより，24時間にわたり，重大事故等の対

応に必要な設備に電源を供給する。 

 

 

 

 

 

事象発生８時間までの間，原子炉隔離時冷却系が原子炉

水位低（レベル２）での自動起動及び原子炉水位高（レベ

ル８）でのトリップを繰り返すことによって，原子炉水位

は適切に維持される。 

（添付資料2.3.1.1，2.3.1.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事象発生から８時間経過した時点で，中央制御室からの

遠隔操作により逃がし安全弁（自動減圧機能付き）６個を

手動開することで，原子炉の急速減圧を実施し，原子炉減

圧後に低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水

を開始する。原子炉の急速減圧を開始すると，原子炉冷却

材の流出により原子炉水位は低下するが，低圧原子炉代替

注水系（可搬型）による原子炉注水が開始され，原子炉水

位が回復する。 

 

 

 

 

 

 

事象発生から24 時間経過した時点で，常設代替交流電源

設備による交流電源の供給を開始し，その後，中央制御室

からの遠隔操作により残留熱除去系（格納容器冷却モード）

負荷の切り離し及び直流

電源切り替えにより 24

時間にわたる直流電源の

供給を確保する。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

 解析における水位制御

の相違。 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，手順上

の弁数を設定。 

 

 

 

・運用及び解析条件の相
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崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器内

で崩壊熱により発生する蒸気が原子炉格納容器内に流入す

ることで，格納容器圧力及び温度は徐々に上昇する。 

 

 

 

 

 

 

そのため，格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納

容器除熱を行う。原子炉格納容器除熱は，事象発生から約

16 時間経過した時点で実施する。なお，原子炉格納容器除

熱時のサプレッション・チェンバ・プール水位は，真空破

壊装置（約 14m）及びベントライン（約 17m）に対して，十

分に低く推移するため，真空破壊装置の健全性は維持され

る。 

この点と，蒸気の流入によってサプレッション・チェン

バ・プール水温が上昇することを考慮し，その確実な運転

継続を確保する観点から，原子炉隔離時冷却系の水源は復

水貯蔵槽とする。 

常設代替交流電源設備による電源供給を開始した後は，

ベントラインを閉じて，代替原子炉補機冷却系を介した残

留熱除去系による原子炉格納容器除熱を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

b. 評価項目等 

燃料被覆管の最高温度は，第 2.3.1.13 図に示すとおり，

初期値をわずかに上回る約 311℃となるが，1,200℃以下と

なる。また，燃料被覆管の酸化量は酸化反応が著しくなる

し，原子炉注水を開始することで，その後も原子炉水位は

適切に維持される。 

 

 

 

崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器内

で崩壊熱により発生する蒸気が格納容器内に流入すること

で，格納容器圧力及び雰囲気温度は徐々に上昇する。 

 

 

 

 

 

 

そのため，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）によ

る格納容器冷却を行い，常設代替交流電源設備による交流

電源の供給を開始した後は残留熱除去系（格納容器スプレ

イ冷却系）による格納容器除熱を行う。格納容器除熱は，

事象発生から約24 時間経過した時点で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．評価項目等 

燃料被覆管の最高温度は，第2.3.1－10 図に示すとおり，

初期値（約309℃）を上回ることはなく，1,200℃以下とな

る。また，燃料被覆管の酸化量は酸化反応が著しくなる前

を起動し原子炉格納容器除熱を開始するが，原子炉水位が

原子炉水位低（レベル３）まで低下した場合に，残留熱除

去系（低圧注水モード）に切り替え，原子炉注水を開始す

ることで，その後も原子炉水位は適切に維持される。 

 

崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器内

で崩壊熱により発生する蒸気が原子炉格納容器内に流入す

ることで，格納容器圧力及び温度は徐々に上昇する。 

 

 

 

 

 

 

そのため，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原

子炉格納容器冷却を行い，常設代替交流電源設備による交

流電源の供給を開始した後は残留熱除去系（格納容器冷却

モード）による原子炉格納容器除熱を行う。原子炉格納容

器除熱は，事象発生から24時間30分経過した時点で実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．評価項目等 

燃料被覆管の最高温度は，第2.3.1.2－1(7)図に示すとお

り，初期値（約309℃）を上回ることなく，1,200℃以下と

なる。また，燃料被覆管の酸化量は酸化反応が著しくなる

違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先し，

格納容器除熱開始後Ｌ３

に到達した場合に残留熱

除去系（低圧注水モード）

に切替え，原子炉注水を

実施する。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 
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前の燃料被覆管厚さの 1%以下であり，15%以下となる。 

原子炉圧力は，第 2.3.1.7 図に示すとおり，逃がし安全

弁の作動により，約 7.52MPa[gage]以下に抑えられる。 

 

 

 

 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる圧力は，原子炉圧

力と原子炉圧力容器底部圧力との差（高々約 0.3MPa）を考

慮しても，約 7.82MPa[gage]以下であり，最高使用圧力の

1.2 倍（10.34MPa[gage]）を十分下回る。 

また，崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力

容器内で崩壊熱により発生する蒸気が原子炉格納容器内に

流入することによって，格納容器圧力及び温度は徐々に上

昇するが，格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容

器除熱を行うことによって，原子炉格納容器バウンダリに

かかる圧力及び温度の最大値は，約 0.31MPa[gage]及び約

144℃に抑えられ，原子炉格納容器の限界圧力及び限界温度

を下回る。 

（添付資料 2.3.1.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.1.8 図に示すとおり，原子炉隔離時冷却系による

注水継続により炉心が冠水し，炉心の冷却が維持される。 

 

 

 

 

の燃料被覆管厚さの1％以下であり，15％以下となる。 

原子炉圧力は，第2.3.1－4 図に示すとおり，逃がし安全

弁（安全弁機能）の作動により，約8.16MPa［gage］以下に

抑えられる。 

 

 

 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる圧力は，原子炉圧

力と原子炉圧力容器底部圧力との差（高々約0.3MPa）を考

慮しても，約8.46MPa［gage］以下であり，最高使用圧力の

1.2 倍（10.34MPa［gage］）を十分下回る。 

また，崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力

容器内で崩壊熱により発生する蒸気が格納容器内に流入す

ることによって，格納容器圧力及び雰囲気温度は徐々に上

昇するが，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による

格納容器冷却及び残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）

による格納容器除熱を行うことによって，格納容器バウン

ダリにかかる圧力及び温度の最大値は，約0.28MPa［gage］

及び約141℃に抑えられ，格納容器の限界圧力及び限界温度

を下回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2.3.1－5 図に示すとおり，低圧代替注水系（可搬型）

による注水継続により炉心が冠水し，炉心の冷却が維持さ

れる。 

 

 

 

前の燃料被覆管厚さの１％以下であり，15％以下となる。 

原子炉圧力は，第2.3.1.2－1(1)図に示すとおり，逃がし

安全弁（逃がし弁機能）の作動により，約7.59MPa[gage]

以下に抑えられる。 

 

 

 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる圧力は，原子炉圧

力と原子炉圧力容器底部圧力との差（高々約0.3MPa）を考

慮しても，約7.89 MPa[gage]以下であり，最高使用圧力の

1.2倍（10.34MPa[gage]）を十分下回る。 

また，崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力

容器内で崩壊熱により発生する蒸気が原子炉格納容器内に

流入することによって，格納容器圧力及び温度は徐々に上

昇するが，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子

炉格納容器冷却と残留熱除去系（格納容器冷却モード）及

び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）

による原子炉格納容器除熱を行うことによって，格納容器

バウンダリにかかる圧力及び温度の最大値は，約

384kPa[gage]及び約151℃に抑えられ，原子炉格納容器の限

界圧力及び限界温度を下回る。 

（添付資料2.3.1.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2.3.1.2－1(2)図に示すとおり，原子炉隔離時冷却系及

び低圧原子炉代替注水系（可搬型）による注水継続により

炉心が冠水し，炉心の冷却が維持される。 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，逃がし

弁機能での圧力制御を想

定している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持
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その後は，約 16 時間後に格納容器圧力逃がし装置等に

よる原子炉格納容器除熱を開始し，さらに代替原子炉補機

冷却系を介した残留熱除去系による原子炉格納容器除熱を

実施することで安定状態が確立し，また，安定状態を維持

できる。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格納容器圧力逃がし装置による格納容器ベント時の敷地

境界での実効線量の評価結果は約 9.9×10-3mSv であり，

5mSv を下回る。また，耐圧強化ベント系による格納容器ベ

ン ト時の 敷地境界 での 実効線量 の評価 結果 は約

4.9×10-2mSv であり，5mSv を下回る。いずれの場合も周辺

の公衆に対して著しい放射線被ばくのリスクを与えること

はない。 

 

 

本評価では，「1.2.1.2 有効性を確認するための評価項目

の設定」に示す(1)から(4)の評価項目及び周辺の公衆に対

して著しい放射線被ばくのリスクを与えないことについ

て，対策の有効性を確認した。 

 

 

 

 

 

その後は，約24 時間後に残留熱除去系（格納容器スプレ

イ冷却系）による格納容器除熱を実施することで安定状態

が確立し，また，安定状態を維持できる。 

 

（添付資料 2.3.1.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本評価では，「1.2.1.2 有効性を確認するための評価項目

の設定」に示す(1)から(4)の評価項目について，対策の有

効性を確認した。  

 

 

 

 

 

その後は，24時間30分後に残留熱除去系（格納容器冷却

モード）による原子炉格納容器除熱を実施することで安定

状態が確立し，また，安定状態を維持できる。 

（添付資料2.3.1.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本評価では，「1.2.1.2 有効性を確認するための評価項目

の設定」に示す(1)から(4)の評価項目について，対策の有

効性を確認した。 

 

 

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 
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2.3.1.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメ

ータに与える影響及び操作時間余裕を評価するものとする。 

 

全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）では，全交

流動力電源喪失後，原子炉隔離時冷却系が自動起動し，設計

基準事故対処設備として期待する期間は運転を継続するもの

の，その期間を超えた後に蓄電池の直流電源供給能力が枯渇

して原子炉隔離時冷却系に期待できなくなることが特徴であ

る。 

また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象発

生から12 時間程度までの短時間に期待する操作及び事象進

展に有意な影響を与えると考えられる操作として，所内蓄電

式直流電源設備切替え操作（A→A-2），格納容器圧力逃がし装

置等による原子炉格納容器除熱操作，所内蓄電式直流電源設

備切替え操作（A-2→AM）及び代替原子炉補機冷却系運転操作

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.1.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメ

ータに与える影響及び操作時間余裕を評価するものとする。 

 

全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）では，全交流動力電源喪

失後，原子炉隔離時冷却系が自動起動し，設計基準事故対処

設備として期待する期間は運転を継続するものの，その期間

を超えた後に蓄電池の直流電源供給能力が枯渇して原子炉隔

離時冷却系に期待できなくなることが特徴である。 

 

また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象進

展に有意な影響を与えると考えられる操作として，直流電源

の負荷切離操作，逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作（低

圧代替注水系（可搬型）の準備操作含む。）及び代替格納容器

スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却操作とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.1.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメ

ータに与える影響及び操作時間余裕を評価するものとする。 

 

全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）では，全交流動力電源喪

失後，原子炉隔離時冷却系が自動起動し，設計基準事故対処

設備として期待する期間は運転を継続するものの，その期間

を超えた後に蓄電池の直流電源供給能力が枯渇して原子炉隔

離時冷却系に期待できなくなることが特徴である。 

 

また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象進

展に有意な影響を与えると考えられる操作として，直流電源

の負荷切離し操作及び所内常設蓄電式直流電源設備切替え操

作（Ｂ－115V系蓄電池からＢ１－115V系蓄電池（ＳＡ）），逃

がし安全弁による原子炉急速減圧操作及び格納容器代替スプ

レイ系（可搬型）による原子炉格納容器冷却操作とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，事象発

生から 12 時間までの操

作に限らず，事象進展に

有意な影響を与えると考

えられる操作を抽出。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，直流電

源の不要な負荷の切離し

及び切り替えにより 24

時間にわたる直流電源の

供給を確保する。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容
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(1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本重要事故シーケンスにおいて不確かさの影響評価を行う

重要現象とは，「1.7 解析コード及び解析条件の不確かさの

影響評価方針」に示すとおりであり，それらの不確かさの影

響評価は以下のとおりである。 

 

a. 運転員等操作時間に与える影響 

炉心における燃料棒表面熱伝達の不確かさとして，解析

コードは，炉心が冠水維持する場合では燃料被覆管温度は

上昇しないため不確かさは小さい。操作手順（原子炉減圧

後速やかに低圧注水に移行すること）に変わりはなく，燃

料被覆管温度を操作開始の起点としている運転員等操作は

ないことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

炉心における燃料被覆管酸化の不確かさとして，解析コ

ードは酸化量及び酸化反応に伴う発熱量の評価について保

守的な結果を与えるため，解析結果は燃料被覆管酸化を大

きく評価する可能性がある。よって，実際の燃料被覆管温

度は低くなり，原子炉水位挙動に影響を与える可能性があ

るが，操作手順（原子炉減圧後速やかに低圧注水に移行す

ること）に変わりはないことから，運転員等操作時間に与

える影響はない。 

原子炉格納容器における格納容器各領域間の流動，構造

材との熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達の不確か

さとして，格納容器モデル（格納容器の熱水力モデル）は

HDR 実験解析では区画によって格納容器温度を十数℃程

度，格納容器圧力を１割程度高めに評価する傾向を確認し

ているが，BWR の格納容器内の区画とは異なる等，実験体

系に起因するものと考えられ，実機体系においてはこの解

析で確認した不確かさは小さくなるものと推定される。し

かし，全体としては格納容器圧力及び温度の傾向を適切に

再現できていることから，格納容器圧力を操作開始の起点

としている格納容器圧力逃がし装置等に係る運転員等操作

時間に与える影響は小さい。 

 

 

 

 

 

(1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本重要事故シーケンスにおいて不確かさの影響評価を行う

重要現象とは，「1.7 解析コード及び解析条件の不確かさの影

響評価方針」に示すとおりであり，それらの不確かさの影響

評価は以下のとおりである。 

 

ａ．運転員等操作時間に与える影響 

炉心における燃料棒表面熱伝達の不確かさとして，解析

コードは，炉心が冠水維持する場合では燃料被覆管温度は

上昇しないため不確かさは小さい。操作手順（原子炉減圧

後速やかに低圧注水に移行すること）に変わりはなく，燃

料被覆管温度を操作開始の起点としている運転員等操作は

ないことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

炉心における燃料被覆管酸化の不確かさとして，解析コ

ードは酸化量及び酸化反応に伴う発熱量の評価について保

守的な結果を与えるため，解析結果は燃料被覆管酸化を大

きく評価する可能性がある。よって，実際の燃料被覆管温

度は低くなり，原子炉水位挙動に影響を与える可能性があ

るが，操作手順（原子炉減圧後速やかに低圧注水に移行す

ること）に変わりはないことから，運転員等操作時間に与

える影響はない。 

格納容器における格納容器各領域間の流動，構造材との

熱伝達及び内部熱伝導並びに気液界面の熱伝達の不確かさ

として，格納容器モデル（格納容器の熱水力モデル）はＨ

ＤＲ実験解析では区画によって格納容器雰囲気温度を十

数℃程度，格納容器圧力を1 割程度高めに評価する傾向を

確認しているが，ＢＷＲの格納容器内の区画とは異なる等，

実験体系に起因するものと考えられ，実機体系においては

この解析で確認した不確かさは小さくなるものと推定され

る。しかし，全体としては格納容器圧力及び雰囲気温度の

傾向を適切に再現できていることから，格納容器圧力及び

雰囲気温度を操作開始の起点としている代替格納容器スプ

レイ冷却系（可搬型）に係る運転員等操作時間に与える影

響は小さい。 

 

 

 

 

(1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本重要事故シーケンスにおいて不確かさの影響評価を行う

重要現象とは，「1.7 解析コード及び解析条件の不確かさの

影響評価方針」に示すとおりであり，それらの不確かさの影

響評価は以下のとおりである。 

 

ａ．運転員等操作時間に与える影響 

炉心における燃料棒表面熱伝達の不確かさとして，解析

コードは，炉心が冠水維持する場合では燃料被覆管温度は

上昇しないため不確かさは小さい。操作手順（原子炉減圧

後速やかに低圧注水に移行すること）に変わりはなく，燃

料被覆管温度を操作開始の起点としている運転員等操作は

ないことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

炉心における燃料被覆管酸化の不確かさとして，解析コ

ードは酸化量及び酸化反応に伴う発熱量の評価について保

守的な結果を与えるため，解析結果は燃料被覆管酸化を大

きく評価する可能性がある。よって，実際の燃料被覆管温

度は低くなり，原子炉水位挙動に影響を与える可能性があ

るが，操作手順（原子炉減圧後速やかに低圧注水に移行す

ること）に変わりはないことから，運転員等操作時間に与

える影響はない。 

原子炉格納容器における格納容器各領域間の流動，構造

材との熱伝達及び内部熱伝導並びに気液界面の熱伝達の不

確かさとして，格納容器モデル（格納容器の熱水力モデル）

はＨＤＲ実験解析では区画によって格納容器温度を十数℃

程度，格納容器圧力を１割程度高めに評価する傾向を確認

しているが，ＢＷＲの原子炉格納容器内の区画とは異なる

等，実験体系に起因するものと考えられ，実機体系におい

てはこの解析で確認した不確かさは小さくなるものと推定

される。しかし，全体としては格納容器圧力及び温度の傾

向を適切に再現できていることから，格納容器圧力及び温

度を操作開始の起点としている格納容器代替スプレイ系

（可搬型）に係る運転員等操作時間に与える影響は小さい。 

 

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱
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また，格納容器各領域間の流動，構造材との熱伝達及び

内部熱伝導の不確かさにおいては，CSTF 実験解析により格

納容器温度及び非凝縮性ガスの挙動は測定データと良く一

致することを確認しており，その差異は小さいことから，

格納容器圧力を操作開始の起点としている格納容器圧力逃

がし装置等に係る運転員等操作時間に与える影響は小さ

い。 

（添付資料 2.3.1.6） 

 

 

 

 

 

b. 評価項目となるパラメータに与える影響 

炉心における燃料棒表面熱伝達の不確かさとして，炉心

が冠水維持される実験解析では燃料被覆管温度をほぼ同等

に評価する。有効性評価解析においても，原子炉水位は有

効燃料棒頂部を下回ることなく，炉心は冠水維持されるた

め，燃料被覆管の最高温度は初期値をわずかに上回る約

311℃となることから，評価項目となるパラメータに与える

影響はない。 

炉心における燃料被覆管酸化の不確かさとして，解析コ

ードは，燃料被覆管の酸化について，酸化量及び酸化反応

に伴う発熱量に保守的な結果を与え，燃料被覆管温度を高

めに評価するが，原子炉水位は有効燃料棒頂部を下回るこ

となく，炉心は冠水維持されるため，燃料被覆管の最高温

度は初期値をわずかに上回る約 311℃となることから，評

価項目となるパラメータに与える影響はない。 

原子炉格納容器における格納容器各領域間の流動，構造

材との熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達の不確か

さとして，格納容器モデル（格納容器の熱水力モデル）は

HDR 実験解析では区画によって格納容器温度を十数℃程

 

 

 

 

 

 

また，格納容器各領域間の流動，構造材との熱伝達及び

内部熱伝導の不確かさにおいては，ＣＳＴＦ実験解析によ

り格納容器雰囲気温度及び非凝縮性ガスの挙動は測定デー

タと良く一致することを確認しており，その差異は小さい

ことから，格納容器圧力及び雰囲気温度を操作開始の起点

としている代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）に係る

運転員等操作時間に与える影響は小さい。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

ｂ．評価項目となるパラメータに与える影響 

炉心における燃料棒表面熱伝達の不確かさとして，炉心

が冠水維持される実験解析では燃料被覆管温度をほぼ同等

に評価する。有効性評価解析においても，原子炉水位はお

おむね燃料有効長頂部を下回ることなく，炉心はおおむね

冠水維持されるため，燃料被覆管の最高温度は初期値（約

309℃）を上回ることはないことから，評価項目となるパラ

メータに与える影響はない。 

炉心における燃料被覆管酸化の不確かさとして，解析コ

ードは燃料被覆管の酸化について，酸化量及び酸化反応に

伴う発熱量に保守的な結果を与え，燃料被覆管温度を高め

に評価するが，原子炉水位はおおむね燃料有効長頂部を下

回ることなく，炉心はおおむね冠水維持されるため，燃料

被覆管の最高温度は初期値（約309℃）を上回ることはない

ことから，評価項目となるパラメータに与える影響はない。 

格納容器における格納容器各領域間の流動，構造材との

熱伝達及び内部熱伝導並びに気液界面の熱伝達の不確かさ

として，格納容器モデル（格納容器の熱水力モデル）はＨ

ＤＲ実験解析では区画によって格納容器雰囲気温度を十

 

 

 

 

  

 

また，格納容器各領域間の流動，構造材との熱伝達及び

内部熱伝導の不確かさにおいては，ＣＳＴＦ実験解析によ

り格納容器温度及び非凝縮性ガスの挙動は測定データと良

く一致することを確認しており，その差異は小さいことか

ら，格納容器圧力及び温度を操作開始の起点としている格

納容器代替スプレイ系（可搬型）に係る運転員等操作時間

に与える影響は小さい。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

ｂ．評価項目となるパラメータに与える影響 

炉心における燃料棒表面熱伝達の不確かさとして，炉心

が冠水維持される実験解析では燃料被覆管温度をほぼ同等

に評価する。有効性評価解析においても，原子炉水位は燃

料棒有効長頂部を下回ることなく，炉心は冠水維持される

ため，燃料被覆管の最高温度は初期値（約309℃）を上回る

ことはないことから，評価項目となるパラメータに与える

影響はない。 

炉心における燃料被覆管酸化の不確かさとして，解析コ

ードは，燃料被覆管の酸化について，酸化量及び酸化反応

に伴う発熱量に保守的な結果を与え，燃料被覆管温度を高

めに評価するが，原子炉水位は燃料棒有効長頂部を下回る

ことなく，炉心は冠水維持されるため，燃料被覆管の最高

温度は初期値（約309℃）を上回ることはないことから，評

価項目となるパラメータに与える影響はない。 

原子炉格納容器における格納容器各領域間の流動，構造

材との熱伝達及び内部熱伝導並びに気液界面の熱伝達の不

確かさとして，格納容器モデル（格納容器の熱水力モデル）

はＨＤＲ実験解析では区画によって格納容器温度を十数℃

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 
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度，格納容器圧力を１割程度高めに評価する傾向を確認し

ているが，BWR の格納容器内の区画とは異なる等，実験体

系に起因するものと考えられ，実機体系においてはこの解

析で確認した不確かさは小さくなるものと推定される。し

かし，全体としては格納容器圧力及び温度の傾向を適切に

再現できているため，評価項目となるパラメータに与える

影響は小さい。また，格納容器各領域間の流動，構造材と

の熱伝達及び内部熱伝導の不確かさにおいては，CSTF 実験

解析により格納容器温度及び非凝縮性ガスの挙動は測定デ

ータと良く一致することを確認していることから，評価項

目となるパラメータに与える影響は小さい。 

（添付資料 2.3.1.6） 

 

 

(2) 解析条件の不確かさの影響評価 

a. 初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器条

件 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件は，第2.3.1.2表に示すとおりであり，それらの条件設

定を設計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。ま

た，解析条件の設定に当たっては，評価項目となるパラメ

ータに対する余裕が小さくなるような設定があることか

ら，その中で事象進展に有意な影響を与えると考えられる

項目に関する影響評価の結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の44.0kW/mに

対して最確条件は約42kW/m以下であり，解析条件の不確

かさとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の

上昇は緩和されるが，操作手順（原子炉減圧後速やかに

低圧注水に移行すること）に変わりはなく，燃料被覆管

温度を操作開始の起点としている運転員等操作はないこ

とから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度33GWd/tに対応したものとしており，その最確条件は平

均的燃焼度約30GWd/tであり，解析条件の不確かさとし

て，最確条件とした場合は，解析条件で設定している崩

壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なくな

数℃程度，格納容器圧力を1 割程度高めに評価する傾向を

確認しているが，ＢＷＲの格納容器内の区画とは異なる等，

実験体系に起因するものと考えられ，実機体系においては

この解析で確認した不確かさは小さくなるものと推定され

る。しかし，全体としては格納容器圧力及び雰囲気温度の

傾向を適切に再現できているため，評価項目となるパラメ

ータに与える影響は小さい。また，格納容器各領域間の流

動，構造材との熱伝達及び内部熱伝導の不確かさにおいて

は，ＣＳＴＦ実験解析により格納容器雰囲気温度及び非凝

縮性ガスの挙動は測定データと良く一致することを確認し

ていることから，評価項目となるパラメータに与える影響

は小さい。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

(2) 解析条件の不確かさの影響評価 

ａ．初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件は，第2.3.1－2 表に示すとおりであり，それらの条件

設定を設計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。

また，解析条件の設定に当たっては，評価項目となるパラ

メータに対する余裕が小さくなるような設定があることか

ら，その中で事象進展に有意な影響を与えると考えられる

項目に関する影響評価の結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の44.0kW／m 

に対して最確条件は約33kW／m～約41kW／m であり，解析

条件の不確かさとして，最確条件とした場合は，燃料被

覆管温度の上昇は緩和されるが，操作手順（原子炉減圧

後速やかに低圧注水に移行すること）に変わりはなく，

燃料被覆管温度を操作開始の起点としている運転員等操

作はないことから，運転員等操作時間に与える影響はな

い。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度33GWd／tに対応したものとしており，その最確条件は

平均的燃焼度約31GWd／tであり，解析条件の不確かさと

して，最確条件とした場合は，解析条件で設定している

崩壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なく

程度，格納容器圧力を１割程度高めに評価する傾向を確認

しているが，ＢＷＲの格納容器内の区画とは異なる等，実

験体系に起因するものと考えられ，実機体系においてはこ

の解析で確認した不確かさは小さくなるものと推定され

る。しかし，全体としては格納容器圧力及び温度の傾向を

適切に再現できているため，評価項目となるパラメータに

与える影響は小さい。また，格納容器各領域間の流動，構

造材との熱伝達及び内部熱伝導の不確かさにおいては，Ｃ

ＳＴＦ実験解析により格納容器温度及び非凝縮性ガスの挙

動は測定データと良く一致することを確認していることか

ら，評価項目となるパラメータに与える影響は小さい。 

 （添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 (2) 解析条件の不確かさの影響評価 

ａ．初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件は，第2.3.1.2－1表に示すとおりであり，それらの条

件設定を設計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。

また，解析条件の設定に当たっては，評価項目となるパラ

メータに対する余裕が小さくなるような設定があることか

ら，その中で事象進展に有意な影響を与えると考えられる

項目に関する影響評価の結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の44.0kW/mに

対して最確条件は約40.6kW/m以下であり，解析条件の不

確かさとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度

の上昇は緩和されるが，操作手順（原子炉減圧後速やか

に低圧注水に移行すること）に変わりはなく，燃料被覆

管温度を操作開始の起点としている運転員等操作はない

ことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度33GWd/tに対応したものとしており，その最確条件は平

均的燃焼度約30GWd/tであり，解析条件の不確かさとし

て，最確条件とした場合は，解析条件で設定している崩

壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なくな

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実績値の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉の最確条件

を記載。 

 

 

 

 

 

・実績値の相違 

【東海第二】 

島根２号炉の最確条件
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り，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉冷

却材の放出も少なくなることから，格納容器圧力及び温

度の上昇が遅くなるが，操作手順（格納容器圧力に応じ

て格納容器ベントを実施すること）に変わりはないこと

から，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納

容器容積（ウェットウェル）の空間部及び液相部，サプ

レッション・チェンバ・プール水位，格納容器圧力及び

格納容器温度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を

与え得るが，事象進展に与える影響は小さいことから，

運転員等操作時間に与える影響は小さい。 

 

 

 

 

 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧

代替注水系（常設）は，解析条件の不確かさとして，実

際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の

保守性），原子炉水位の回復は早くなる。冠水後の操作と

して冠水維持可能な注水量に制御するが，注水後の流量

調整操作であることから，運転員等操作時間に与える影

響はない。 

（添付資料 2.3.1.6） 

 

 

 

 

 

 

 

なり，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉

冷却材の放出も少なくなることから，格納容器圧力及び

雰囲気温度の上昇が遅くなるが，操作手順（格納容器圧

力に応じて格納容器スプレイを実施すること）に変わり

はないことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納

容器体積（サプレッション・チェンバ）の空間部及び液

相部，サプレッション・プール水位，格納容器圧力並び

に格納容器雰囲気温度は，ゆらぎにより解析条件に対し

て変動を与え得るが，事象進展に与える影響は小さいこ

とから，運転員等操作時間に与える影響は小さい。 

 

 

 

 

 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧代替

注水系（可搬型）は，解析条件の不確かさとして，実際

の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の保

守性），原子炉水位の回復は早くなる。冠水後の操作とし

て冠水維持可能な注水量に制御するが，注水後の流量調

整操作であることから，運転員等操作時間に与える影響

はない。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

 

 

り，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉冷

却材の放出も少なくなることから，格納容器圧力及び温

度の上昇が遅くなるが，操作手順（格納容器圧力に応じ

て格納容器スプレイを実施すること）に変わりはないこ

とから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，サプ

レッション・プール水位，格納容器圧力及び格納容器温

度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を与え得るが，

事象進展に与える影響は小さいことから，運転員等操作

時間に与える影響は小さい。 

 

 

 

 

 

 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧

原子炉代替注水系（可搬型）は,解析条件の不確かさとし

て，実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計

値）の保守性），原子炉水位の回復は早くなる。水位回復

後の操作として冠水維持可能な注水量に制御するが，注

水後の流量調整操作であることから，運転員等操作時間

に与える影響はない。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

 

 

を記載。 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

・整理方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，サプレ

ッション・チェンバの空

間部及び液相部のゆらぎ

を，サプレッション・プ

ール水位のゆらぎで代表

させていることから，記

載していない。 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

交互に実施する。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

2.3-28



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の44.0kW/mに

対して最確条件は約42kW/m以下であり，解析条件の不確

かさとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の

上昇は緩和されるが，原子炉水位は有効燃料棒頂部を下

回ることなく，炉心は冠水維持されるため，燃料被覆管

の最高温度は初期値をわずかに上回る約311℃となるこ

とから，評価項目となるパラメータに与える影響はない。 

 

 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度33GWd/tに対応したものとしており，その最確条件は平

均的燃焼度約30GWd/tであり，解析条件の不確かさとし

て，最確条件とした場合は，解析条件で設定している崩

壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なくな

り，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉冷

却材の放出も少なくなり，格納容器圧力及び温度の上昇

は遅くなるが，格納容器圧力及び温度の上昇は格納容器

ベントにより抑制されることから，評価項目となるパラ

メータに与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納

容器容積（ウェットウェル）の空間部及び液相部，サプ

レッション・チェンバ・プール水位，格納容器圧力及び

格納容器温度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を

与え得るが，事象進展に与える影響は小さいことから，

評価項目に与える影響は小さい。 

 

 

 

 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の44.0kW／m 

に対して最確条件は約33kW／m～約41kW／m であり，解析

条件の不確かさとして，最確条件とした場合は，燃料被

覆管温度の上昇は緩和されるが，原子炉水位はおおむね

燃料有効長頂部を下回ることなく，炉心はおおむね冠水

維持されるため，燃料被覆管の最高温度は初期値の約

309℃以下となることから，評価項目となるパラメータに

与える影響はない。 

 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度33GWd／tに対応したものとしており，その最確条件は

平均的燃焼度約31GWd／tであり，解析条件の不確かさと

して，最確条件とした場合は，解析条件で設定している

崩壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なく

なり，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉

冷却材の放出も少なくなり，格納容器圧力及び雰囲気温

度の上昇は遅くなるが，格納容器圧力及び雰囲気温度の

上昇は格納容器スプレイにより抑制されることから，評

価項目となるパラメータに与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納

容器体積（サプレッション・チェンバ）の空間部及び液

相部，サプレッション・プール水位，格納容器圧力並び

に格納容器雰囲気温度は，ゆらぎにより解析条件に対し

て変動を与え得るが，事象進展に与える影響は小さいこ

とから，評価項目となるパラメータに与える影響は小さ

い。 

 

 

 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧代替

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の44.0kW/mに

対して最確条件は約40.6kW/m以下であり，解析条件の不

確かさとして，最確条件とした場合は,燃料被覆管温度の

上昇は緩和される。また，原子炉水位は燃料棒有効長頂

部を下回ることなく，炉心は冠水維持されるため，燃料

被覆管の最高温度は初期値（約309℃）を上回ることはな

いことから，評価項目となるパラメータに与える影響は

ない。 

 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度33GWd/tに対応したものとしており，その最確条件は平

均的燃焼度約30GWd/tであり，解析条件の不確かさとし

て，最確条件とした場合は，解析条件で設定している崩

壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なくな

り，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉冷

却材の放出も少なくなり，格納容器圧力及び温度の上昇

は遅くなるが，格納容器圧力及び温度の上昇は格納容器

スプレイにより抑制されることから，評価項目となるパ

ラメータに与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，サプ

レッション・プール水位，格納容器圧力及び格納容器温

度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を与え得るが，

事象進展に与える影響は小さいことから，評価項目とな

るパラメータに与える影響は小さい。 

 

 

 

 

 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧

 

 

・実績値の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉の最確条件

を記載。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

 

 

・実績値の相違 

【東海第二】 

島根２号炉の最確条件

を記載。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

・整理方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，サプレ

ッション・チェンバの空

間部及び液相部のゆらぎ

を，サプレッション・プ

ール水位のゆらぎで代表

させていることから，記

載していない。 

 

・解析条件の相違 
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代替注水系（常設）は，解析条件の不確かさとして，実

際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の

保守性），原子炉水位の回復が早くなることから，評価項

目となるパラメータに対する余裕は大きくなる。 

（添付資料 2.3.1.6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 操作条件 

操作条件の不確かさとして，操作の不確かさを「認知」，

「要員配置」，「移動」，「操作所要時間」，「他の並列操作有

無」及び「操作の確実さ」の 6 要因に分類し，これらの要

因が運転員等操作時間に与える影響を評価する。また，運

転員等操作時間に与える影響が評価項目となるパラメータ

に与える影響を評価し，評価結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

 

操作条件の所内蓄電式直流電源設備切替え操作

（A→A-2）は，解析上の操作開始時間として事象発生か

ら8時間経過するまでを設定している。運転員等操作時間

に与える影響として，本操作は停電切替え操作であり，

負荷である原子炉隔離時冷却系の停止操作が必要となる

ことから，原子炉水位の状況により切替え操作の操作開

始時間は変動する可能性があるが，炉心は冠水維持され

ることから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

注水系（可搬型）は，解析条件の不確かさとして，実際

の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の保

守性），原子炉水位の回復が早くなることから，評価項目

となるパラメータに対する余裕は大きくなる。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．操作条件 

操作条件の不確かさとして，操作の不確かさを「認知」，

「要員配置」，「移動」，「操作所要時間」，「他の並列操作有

無」及び「操作の確実さ」の6 要因に分類し，これらの要

因が運転員等操作時間に与える影響を評価する。また，運

転員等操作時間に与える影響が評価項目となるパラメータ

に与える影響を評価し，評価結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

 

操作条件の直流電源の負荷切離操作（現場）は，解析

上の操作開始時間として事象発生から8 時間後を設定し

ている。運転員等操作時間に与える影響として，本操作

は不要な負荷の切離操作であり，負荷である原子炉隔離

時冷却系の停止操作が必要なく，実態の操作開始時間は

解析上の設定とほぼ同等であり，炉心は冠水維持される

ことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉代替注水系（可搬型)は，解析条件の不確かさとし

て，実際の注水量が解析より多い場合(注水特性(設計値)

の保守性)，原子炉水位の回復が早くなることから，評価

項目となるパラメータに対する余裕は大きくなる。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．操作条件 

操作条件の不確かさとして，操作の不確かさを「認知」,

「要員配置」,「移動」,「操作所要時間」,「他の並列操作

有無」及び「操作の確実さ」の６要因に分類し,これらの要

因が運転員等操作時間に与える影響を評価する。また,運転

員等操作時間に与える影響が評価項目となるパラメータに

与える影響を評価し，評価結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

 

操作条件の直流電源の負荷切離し操作及び所内常設蓄

電式直流電源設備切替え操作（Ｂ－115V系蓄電池からＢ

１－115V系蓄電池（ＳＡ））は，解析上の操作開始時間と

して事象発生8.5時間経過するまでを設定している。運転

員等操作時間に与える影響として，本操作は停電切替え

操作であるが，原子炉水位等の重要パラメータは直流電

源の負荷切離し操作及び所内常設蓄電式直流電源設備切

替え操作（Ｂ－115V系蓄電池からＢ１－115V系蓄電池（Ｓ

Ａ））より前に実施する計装設備の直流電源切替え操作

（Ｂ－115V系蓄電池からＳＡ用115V系蓄電池）により，

停電しないＳＡ用115V系蓄電池電源にて監視可能であ

り，停電は問題とならない。 

 

 

 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

交互に実施する。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，直流電

源の不要な負荷の切離し

及び切り替えにより 24

時間にわたる直流電源の

供給を確保する。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）
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操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作

は，解析上の操作開始時間として事象発生から8 時間1 

分後を設定している。運転員等操作時間に与える影響と

して，認知時間，低圧代替注水系（可搬型）による原子

炉注水準備の操作時間及び逃がし安全弁の操作時間は，

時間余裕を含めて設定していることから，実態の操作開

始時間は解析上の操作開始時間より早まる可能性がある

が，同一の運転員による並列操作はなく，不確かさ要因

により操作開始時間に与える影響は小さく，実態の操作

開始時間は解析上の設定とほぼ同等であり，操作開始時

間に与える影響は小さいことから，運転員等操作時間に

与える影響も小さい。 

 

 

 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）に

よる格納容器冷却操作は，解析上の操作開始時間として

格納容器圧力0.279MPa［gage］到達時を設定している。

運転員等操作時間に与える影響として，実態の運転操作

においては，格納容器スプレイの操作実施基準（格納容

器圧力0.279MPa［gage］）に到達するのは，事象発生の約

13 時間後であり，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）

の準備操作は格納容器圧力及び雰囲気温度の上昇の傾向

を監視しながらあらかじめ実施可能である。 

また，格納容器スプレイ操作も同様に格納容器圧力及

び雰囲気温度の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ準

備が可能である。よって，実態の操作開始時間は解析上

の設定とほぼ同等であり，操作開始時間に与える影響は

小さいことから，運転員等操作時間に与える影響も小さ

い。操作開始時間が遅れた場合においても，格納容器の

限界圧力は0.62MPa［gage］であることから，格納容器の

健全性という点では問題とはならない。当該操作は，解

析コード及び解析条件（操作条件を除く。）の不確かさに

 

 

 

 

 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作

は，解析上の操作開始時間として事象発生から８時間後

を設定している。運転員等操作時間に与える影響として，

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備

操作は，事象発生から２時間30分後までに実施できるこ

とから解析での設定に対して十分な余裕があり，サプレ

ッション・プール水温度を確認し，逃がし安全弁の手動

開により原子炉を減圧することから，実態の原子炉減圧

時間は解析上の設定と同等であり，操作開始時間に与え

る影響は小さい。当該操作は，解析コード及び解析条件

（操作条件を除く。）の不確かさにより操作開始時間が遅

れる可能性があるが，原子炉減圧開始時点では他の操作

との重複もないことから，他の操作に与える影響はない。 

 

 

操作条件の格納容器代替スプレイ系（可搬型）による

原子炉格納容器冷却操作は，解析上の操作開始時間とし

て格納容器圧力384kPa［gage］到達時を設定している。

運転員等操作時間に与える影響として，実態の運転操作

においては，格納容器スプレイの操作実施基準（格納容

器圧力384kPa[gage］）に到達するのは，事象発生の約19

時間後であり，格納容器代替スプレイ系（可搬型）の準

備操作は格納容器圧力及び温度の上昇の傾向を監視しな

がらあらかじめ実施可能である。 

また，格納容器スプレイ操作も同様に格納容器圧力及

び温度の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ準備が可

能である。よって，実態の操作開始時間は解析上の設定

とほぼ同等であり，操作開始時間に与える影響は小さい

ことから，運転員等操作時間に与える影響も小さい。操

作開始時間が遅れた場合においても，格納容器の限界圧

力は853kPa[gage]であることから，格納容器の健全性と

いう点では問題とはならない。当該操作は，解析コード

及び解析条件（操作条件を除く。）の不確かさにより操作

を用いて注水を実施する

ことから，停電切替え操

作による原子炉水位への

影響はない。 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より逃がし

安全弁による原子炉急速

減圧操作を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

格納容器スプレイ実施

基準圧力の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 
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操作条件の格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格

納容器除熱操作は，解析上の操作開始時間として格納容

器圧力0.31MPa［gage］到達時を設定している。運転員等

操作時間に与える影響として，実態の運転操作において

は，炉心損傷前の格納容器ベントの操作実施基準（格納

容器圧力0.31MPa［gage］）に到達するのは，事象発生の

約16時間後であり，格納容器ベントの準備操作は格納容

器圧力及び温度の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ

実施可能である。 

また，格納容器ベント操作も同様に格納容器圧力の上

昇の傾向を監視しながらあらかじめ準備が可能である。

よって，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等

であり，操作開始時間に与える影響は小さいことから，

運転員等操作時間に与える影響も小さい。操作開始時間

が遅れた場合においても，原子炉格納容器の限界圧力は

0.62MPa［gage］であることから，原子炉格納容器の健全

性という点では問題とはならない。当該操作は，解析コ

ード及び解析条件（操作条件を除く）の不確かさにより

操作開始時間は遅れる可能性があるが，中央制御室の運

転員とは別に現場操作を行う運転員（現場）を配置して

おり，他の操作との重複もないことから，他の操作に与

える影響はない。 

 

操作条件の所内蓄電式直流電源設備切替え操作

（A-2→AM）は，解析上の操作開始時間として事象発生か

ら19時間経過するまでを設定している。運転員等操作時

間に与える影響として，本操作は停電切替え操作であり，

負荷である原子炉隔離時冷却系の停止操作が必要となる

ことから，原子炉水位の状況により切替え操作の操作開

始時間は変動する可能性があるが，炉心は冠水維持され

ることから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

より操作開始時間は遅れる可能性があるが，中央制御室

の運転員とは別に現場操作を行う要員を配置しており，

他の操作との重複もないことから，他の操作に与える影

響はない。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始時間は遅れる可能性があるが，中央制御室の運転員

とは別に現場操作を行う要員を配置しており，他の操作

との重複もないことから，他の操作に与える影響はない。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載箇所の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，常設直

流電源切替え操作の不確

かさにおいて記載。 
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操作条件の代替原子炉補機冷却系運転操作は，解析上

の操作開始時間として事象発生から24時間後を設定して

いる。運転員等操作時間に与える影響として，代替原子

炉補機冷却系の準備は，緊急時対策要員の参集に10時間，

その後の作業に10時間の合計20時間を想定しているが，

準備操作が想定より短い時間で完了することで操作開始

時間が早まる可能性があることから，運転員等操作時間

に対する余裕は大きくなる。 

（添付資料 2.3.1.6） 

 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

操作条件の所内蓄電式直流電源設備切替え操作

（A→A-2）は，運転員等操作時間に与える影響として，

実態の操作開始時間は解析上の設定から変動する可能性

があるが，直流電源設備は原子炉注水等のサポート設備

であり，操作開始時間が変動しても，枯渇しなければ評

価項目となるパラメータに与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作条件の格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格

納容器除熱操作は，運転員等操作時間に与える影響とし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

操作条件の直流電源の負荷切離操作（現場）は，運転

員等操作時間に与える影響として，本操作は不要な負荷

の切離操作であり，負荷である原子炉隔離時冷却系の停

止操作が必要なく，実態の操作開始時間は解析上の設定

とほぼ同等であり，直流電源設備は原子炉注水等のサポ

ート設備であることから，枯渇しなければ評価項目とな

るパラメータに与える影響はない。 

 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作

は，運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作

開始時間は解析上の設定よりも早くなる可能性がある

が，低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水に移行

するまでの期間は原子炉隔離時冷却系により原子炉注水

が確保されていることから，評価項目となるパラメータ

に与える影響はない。 

 

 

 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）に

よる格納容器冷却操作は，運転員等操作時間に与える影

響として，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同

等であることから，評価項目となるパラメータに与える

影響は小さい。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

操作条件の直流電源の負荷切離し操作及び所内常設蓄

電式直流電源設備切替え操作（Ｂ－115V系蓄電池からＢ

１－115V系蓄電池（ＳＡ））は，運転員等操作時間に与え

る影響として，実態の操作開始時間は解析上の設定と同

等であり，直流電源は枯渇することはないことから，評

価項目となるパラメータに与える影響はない。 

 

 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作

は，運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作

開始時間は解析上の設定と同等であり，原子炉隔離時冷

却系から低圧原子炉代替注水系（可搬型）への注水手段

切替えが評価項目となるパラメータに与える影響は小さ

い。 

 

 

 

 

操作条件の格納容器代替スプレイ系（可搬型）による

原子炉格納容器冷却操作は，運転員等操作時間に与える

影響として，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ

同等であることから，評価項目となるパラメータに与え

る影響は小さい。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，直流電

源の不要な負荷の切離し

及び切替えにより 24 時

間にわたる直流電源の供

給を確保する。 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より逃がし

安全弁による原子炉急速

減圧操作を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 
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て，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等であ

ることから，評価項目となるパラメータに与える影響は

小さい。 

 

 

 

 

操作条件の所内蓄電式直流電源設備切替え操作

（A-2→AM）は，運転員等操作時間に与える影響として，

実態の操作開始時間は解析上の設定から変動する可能性

があるが，直流電源設備は原子炉注水等のサポート設備

であり，操作開始時間が変動しても，枯渇しなければ評

価項目となるパラメータに与える影響はない。 

 

操作条件の代替原子炉補機冷却系運転操作は，運転員

等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は

解析上の設定から早まり，格納容器圧力及び温度を早期

に低下させる可能性があることから，評価項目となるパ

ラメータに対する余裕は大きくなる。なお，常設代替交

流電源設備からの受電を事象発生から24時間後に制限す

る場合，代替原子炉補機冷却系運転操作開始時間のみが

早まったとしても，常設代替交流電源設備から受電する

設備を運転できないため，評価項目となるパラメータに

影響しない。 

（添付資料 2.3.1.6） 

 

(3) 操作時間余裕の把握 

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点か

ら，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確

認できる範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下

に示す。 

操作条件の所内蓄電式直流電源設備切替え操作（A→A-2）

については，原子炉水位高（レベル8）到達後に原子炉隔離時

冷却系が停止した際に切替え操作を実施するが，原子炉水位

高（レベル8）から有効燃料棒頂部まで原子炉水位が低下する

には約1時間以上あり，準備時間が確保できることから，時間

余裕がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 操作時間余裕の把握 

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点か

ら，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確

認できる範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下

に示す。 

操作条件の直流電源の負荷切離操作（現場）については，

事象発生から8 時間後に実施するものとしており，蓄電池に

よる給電時間評価においては，負荷切離しの対象となる負荷

について9 時間給電を継続する条件としているため，準備時

間が確保できることから，時間余裕がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 操作時間余裕の把握 

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点か

ら，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確

認できる範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下

に示す。 

操作条件の直流電源の負荷切離し操作及び所内常設蓄電式

直流電源設備切替え操作（Ｂ－115V系蓄電池からＢ１－115V

系蓄電池（ＳＡ））については，事象発生８時間後から操作

時間30分で実施するものとしている。蓄電池による給電時間

評価においては，負荷切離しの対象となる負荷について8.5

時間給電を継続する条件としているが，事象発生8.5時間後ま

でに直流電源の負荷切離し操作を開始すれば，給電が必要な

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

・記載箇所の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，常設直

流電源切替え操作の不確

かさにおいて記載。 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系の停止後

は，低圧原子炉代替注水

系（可搬型）にて注水す

ることから有意な水位低
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操作条件の格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容

器除熱操作については，格納容器ベント開始までの時間は事

象発生から約16時間あり，準備時間が確保できることから，

時間余裕がある。また，格納容器ベント操作開始時間が遅れ

る場合においても，格納容器圧力は0.31MPa［gage］から上昇

するが，格納容器圧力の上昇は緩やかであるため，原子炉格

納容器の限界圧力0.62MPa［gage］に至るまでの時間は，過圧

の観点で厳しい「3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格

納容器過圧・過温破損）」においても事象発生約38時間後で

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作につい

ては，低圧代替注水系（可搬型）の準備完了後に実施するも

のであり，評価上は余裕時間を確認する観点で事象発生の8 

時間後に準備が完了するものとしているが，低圧代替注水系

（可搬型）の準備に要する時間は事象初期の状況判断から170 

分程度であり，準備時間が確保できることから，時間余裕が

ある。 

 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による

格納容器冷却操作については，格納容器スプレイ開始までの

時間は事象発生から約13時間あり，準備時間が確保できるこ

とから，時間余裕がある。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

負荷に対して事象発生９時間後まで給電が可能であることか

ら，直流電源の負荷切離し操作及び所内常設蓄電式直流電源

設備切替え操作については時間余裕がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作につい

ては，原子炉隔離時冷却系から低圧原子炉代替注水系（可搬

型）への注水手段切替えのための逃がし安全弁手動開操作ま

では８時間の時間余裕がある。 

 

 

 

 

操作条件の格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子

炉格納容器冷却操作については，格納容器スプレイ開始まで

の時間は事象発生から約19時間あり，準備時間が確保できる

ことから，時間余裕がある。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下はない。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，直流電

源の不要な負荷の切離し

及び切り替えにより 24

時間にわたる直流電源の

供給を確保する。 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，蓄電池

容量の関係から，操作が

遅れた場合でも必要な負

荷に対して給電可能であ

ることを記載。 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より逃がし

安全弁による原子炉急速

減圧操作を実施。 

 

・解析結果の相違 

【東海第二】 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 
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あり，約20時間以上の準備時間が確保できることから，時間

余裕がある。 

操作条件の所内蓄電式直流電源設備切替え操作（A-2→AM）

については，原子炉水位高（レベル8）到達後に原子炉隔離時

冷却系が停止した際に切替え操作を実施するが，原子炉水位

高（レベル8）から有効燃料棒頂部まで原子炉水位が低下する

には約1時間以上あり，準備時間が確保できることから，時間

余裕がある。 

 

操作条件の代替原子炉補機冷却系運転操作については，事

象想定として常設代替交流電源設備からの受電を事象発生か

ら24時間後としており，代替原子炉補機冷却系運転開始まで

の時間は，事象発生から24時間あり，準備時間が確保できる

ことから，時間余裕がある。 

（添付資料 2.3.1.6） 

(4) まとめ 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメ

ータに与える影響及び操作時間余裕を確認した。その結果，

解析コード及び解析条件の不確かさが運転員等操作時間に与

える影響等を考慮した場合においても，評価項目となるパラ

メータに与える影響は小さい。このほか，評価項目となるパ

ラメータに対して，対策の有効性が確認できる範囲内におい

て，操作時間には時間余裕がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ま と め 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメ

ータに与える影響及び操作時間余裕を確認した。その結果，

解析コード及び解析条件の不確かさが運転員等操作時間に与

える影響等を考慮した場合においても，評価項目となるパラ

メータに与える影響は小さい。このほか，評価項目となるパ

ラメータに対して，対策の有効性が確認できる範囲内におい

て，操作時間には時間余裕がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) まとめ 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメ

ータに与える影響及び操作時間余裕を確認した。その結果，

解析コード及び解析条件の不確かさが運転員等操作時間に与

える影響等を考慮した場合においても，評価項目となるパラ

メータに与える影響は小さい。このほか，評価項目となるパ

ラメータに対して，対策の有効性が確認できる範囲内におい

て，操作時間には時間余裕がある。 

 

 

・記載箇所の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，常設直

流電源切替え操作の不確

かさにおいて記載。 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

  

 

2.3.1.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG喪失）」において，6号及び7号炉同時の重大事故等

対策時における事象発生10時間までに必要な要員は，

「2.3.1.1(3) 炉心損傷防止対策」に示すとおり28名である。

「6.2 重大事故等対策時に必要な要員の評価結果」で説明し

ている運転員，緊急時対策要員等の72名で対処可能である。 

 

 

 

 

2.3.1.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

において，重大事故等対策時における事象発生2 時間までに

必要な要員は，「2.3.1.1(3) 炉心損傷防止対策」に示すとお

り24 名である。「6.2 重大事故等対策時に必要な要員の評価

結果」で説明している災害対策要員（初動）の39 名で対処可

能である。 

 

 

 

 

2.3.1.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

において，重大事故等対策時における必要な要員は，

「2.3.1.1(3) 炉心損傷防止対策」に示すとおり31名である。

「6.2 重大事故等対策時に必要な要員の評価結果」で説明し

ている運転員，緊急時対策要員等の45名で対処可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必要

な作業を常駐要員により

実施可能である。 

・運用及び設備設計の相

違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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また，事象発生10時間以降に必要な参集要員は46名であり，

発電所構外から10時間以内に参集可能な要員の106名で確保

可能である。 

 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG喪失）」において，必要な水源，燃料及び電源は，

「6.1(2)資源の評価条件」の条件にて評価している。その結

果を以下に示す。 

 

a. 水源 

原子炉隔離時冷却系，低圧代替注水系（常設）による原

子炉注水については，7 日間の対応を考慮すると，号炉あ

たり約 1,600m3の水が必要となる。 

6 号及び 7号炉の同時被災を考慮すると，合計約 3,200m3

の水が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水源として，各号炉の復水貯蔵槽に約 1,700m3 及び淡水

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，事象発生2 時間以降に必要な参集要員は6 名であり，

発電所構外から2 時間以内に参集可能な要員の72 名で確保

可能である。 

 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

において，必要な水源，燃料及び電源は，「6.1（2） 資源の

評価条件」の条件にて評価している。その結果を以下に示す。 

 

 

ａ．水 源 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水及び代替格納

容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却スプレイ

については，7 日間の対応を考慮すると，合計約2,130m3の水

が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水源として，西側淡水貯水設備に約4,300m3の水を保有して

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

において，必要な水源，燃料及び電源は，「6.1(2) 資源の評

価条件」の条件にて評価している。その結果を以下に示す。 

 

 

ａ．水源 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水及び

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による格納容器スプレ

イについては，７日間の対応を考慮すると，合計約1,100m3

の水が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水源として，輪谷貯水槽（西１／西２）に約7,000m3の水

プラント基数，設備設

計及び運用の違いにより

必要要員数は異なるが，

タイムチャートにより要

員の充足性を確認してい

る。なお，これら要員 31

名は夜間・休日を含め発

電所に常駐している要員

である。 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必要

な作業を常駐要員により

実施可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系の水源にＳ

／Ｃ水源を使用。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・水量評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

・水量評価結果の相違 
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貯水池に約 18,000m3 の水を保有している。これにより，6

号及び 7 号炉の同時被災を考慮しても，必要な水源は確保

可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

また，事象発生 12 時間以降に淡水貯水池の水を，可搬型

代替注水ポンプ（A-2 級）により復水貯蔵槽へ給水するこ

とで，復水貯蔵槽を枯渇させることなく復水貯蔵槽を水源

とした 7 日間の注水継続実施が可能となる。ここで，復水

貯蔵槽への補給の開始を事象発生 12 時間後としているが，

これは，可搬型設備を事象発生から 12時間以内に使用でき

なかった場合においても，その他の設備にて重大事故等に

対応できるよう設定しているものである。 

（添付資料 2.3.1.7） 

 

b. 燃料 

常設代替交流電源設備による電源供給については，保守

的に事象発生直後からの運転を想定すると，7 日間の運転

継続に 6 号及び 7 号炉において合計約 504kL の軽油が必要

となる。可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）による復水貯蔵

槽への給水については，保守的に事象発生直後からの可搬

型代替注水ポンプ（A-2 級）の運転を想定すると，7日間の

運転継続に号炉あたり約 15kL の軽油が必要となる。代替原

子炉補機冷却系専用の電源車については，保守的に事象発

生直後からの運転を想定すると，7 日間の運転継続に号炉

あたり約 37kL の軽油が必要となる。代替原子炉補機冷却系

用の大容量送水車（熱交換器ユニット用）については，保

守的に事象発生直後からの大容量送水車（熱交換器ユニッ

ト用）の運転を想定すると，7 日間の運転継続に号炉あた

り約 11kL の軽油が必要となる。5号炉原子炉建屋内緊急時

対策所用可搬型電源設備及びモニタリング・ポスト用発電

機による電源供給については，事象発生直後からの運転を

想定すると，7日間の運転継続に合計約 13kL の軽油が必要

いる。これにより，必要な水源は確保可能である。 

 

 

 

原子炉隔離時冷却系による原子炉注水については，サプレ

ッション・チェンバのプール水を水源として注水することか

ら，水源が枯渇することはない。 

（添付資料 2.3.1.6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．燃 料 

常設代替交流電源設備（常設代替高圧電源装置5 台）に

よる電源供給については，保守的に事象発生直後からの運

転を想定すると，7 日間の運転継続に約352.8kL の軽油が

必要となる。軽油貯蔵タンクにて約800kLの軽油を保有して

おり，この使用が可能であることから，常設代替交流電源

設備（常設代替高圧電源装置5 台）による電源供給につい

て，7 日間の継続が可能である。可搬型代替注水中型ポン

プ（2 台）による原子炉注水及び格納容器スプレイについ

ては，保守的に事象発生直後からの可搬型代替注水中型ポ

ンプ（2 台）の運転を想定すると，7 日間の運転継続に約

12.0kL の軽油が必要となる。 

可搬型設備用軽油タンクにて約210kL の軽油を保有して

おり，この使用が可能であることから，可搬型代替注水中

型ポンプ（2 台）による原子炉注水及び格納容器スプレイ

について，7 日間の継続が可能である。 

緊急時対策所用発電機による電源供給については，事象

発生直後からの運転を想定すると，7 日間の運転継続に約

を保有している。これにより必要な水源は確保可能である。

輪谷貯水槽（西１／西２）は十分な水を保有しており，輪

谷貯水槽（西１／西２）を水源とした７日間の注水継続実

施が可能となる。 

原子炉隔離時冷却系，残留熱除去系（低圧注水モード）

による原子炉注水及び残留熱除去系（格納容器冷却モード）

による原子炉格納容器除熱については，サプレッション・

チェンバのプール水を水源とし循環することから，水源が

枯渇することはない。 

（添付資料2.3.1.6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．燃料 

常設代替交流電源設備による電源供給については，保守

的に事象発生直後から最大負荷での運転を想定すると，７

日間の運転継続に約352m3の軽油が必要となる。ガスタービ

ン発電機用軽油タンクにて約450m3の軽油を保有しており，

この使用が可能であることから常設代替交流電源設備によ

る電源供給について，７日間の運転継続が可能である。 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水及び

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による格納容器スプレ

イについては，保守的に事象発生直後からの大量送水車の

運転を想定すると，７日間の運転継続に約12m3の軽油が必

要となる。非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク等にて

約730m3の軽油を保有しており，この使用が可能であること

から低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水及

び格納容器代替スプレイ系（可搬型）による格納容器スプ

レイについて，７日間の運転継続が可能である。 

緊急時対策所用発電機による電源供給については，保守

的に事象発生直後から最大負荷での運転を想定すると，７

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系の水源にＳ

／Ｃ水源を使用。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，事象発

生後から必要な可搬型設

備を準備し，使用するこ

とを想定。 

 

 

 

 

 

 

 

・燃料評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

2.3-38



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

となる（6号及び 7号炉合計約 643kL）。 

6 号及び 7 号炉の各軽油タンク（約 1,020kL）及び常設

代替交流電源設備用燃料タンク（約 100kL）にて合計約

2,140kL の軽油を保有しており，これらの使用が可能であ

ることから，常設代替交流電源設備による電源供給，可搬

型代替注水ポンプ（A-2 級）による復水貯蔵槽への給水，

代替原子炉補機冷却系の運転，5 号炉原子炉建屋内緊急時

対策所用可搬型電源設備による電源供給及びモニタリン

グ・ポスト用発電機による電源供給について，7 日間の継

続が可能である。 

（添付資料 2.3.1.8） 

 

 

 

 

 

 

c. 電源 

常設代替交流電源設備の電源負荷については，重大事故

等対策に必要な負荷として，6号炉で約 1,284kW，7 号炉で

約 1,294kW 必要となるが，常設代替交流電源設備は連続定

格容量が 1 台あたり 2,950kW であり，必要負荷に対しての

電源供給が可能である。 

 

また，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設

備及びモニタリング・ポスト用発電機についても，必要負

荷に対して電源供給が可能である。 

 

 

 

 

蓄電池の容量については，交流電源が復旧しない場合を

想定しても，不要な直流負荷の切離し，蓄電池の切替え等

を行うことにより，事象発生後 24時間の直流電源供給が可

能である。 

 

 

 

70.0kL の軽油が必要となる。 

緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンクにて約75kL の

軽油を保有しており，この使用が可能であることから，緊

急時対策所用発電機による電源供給について，7 日間の継

続が可能である。 

（添付資料 2.3.1.7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．電 源 

常設代替交流電源設備の電源負荷については，重大事故

等対策に必要な負荷として，約4,510kW 必要となるが，常

設代替交流電源設備（常設代替高圧電源装置5 台）は連続

定格容量が約5,520kW であり，必要負荷に対しての電源供

給が可能である。 

 

また，緊急時対策所用発電機についても，必要負荷に対

して電源供給が可能である。 

 

 

 

 

 

蓄電池の容量については，交流電源が復旧しない場合を

想定しても，不要な直流負荷の切離しを行うことにより，

事象発生後24 時間の直流電源供給が可能である。 

 

 

 

 

日間の運転継続に約８m3の軽油が必要となる。緊急時対策

所用燃料地下タンクにて約45m3の軽油を保有しており，こ

の使用が可能であることから，緊急時対策所用発電機によ

る電源供給について，７日間の継続が可能である。 

（添付資料2.3.1.7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．電源 

常設代替交流電源設備の電源負荷については，重大事故

等対策に必要な負荷として，約4,268kW必要となるが，常設

代替交流電源設備は連続定格容量が約4,800kWであり，必要

負荷に対しての電源供給が可能である。 

 

 

また，緊急用対策所用発電機についても，必要負荷に対

しての電源供給が可能である。 

 

 

 

 

 

所内常設蓄電式直流電源設備の容量については，交流電

源が復旧しない場合を想定しても，不要な直流負荷の切離

し，所内常設蓄電式直流電源設備の切替え（Ｂ－115V系蓄

電池からＢ１－115V系蓄電池（ＳＡ））を行うことにより，

事象発生後24時間の直流電源供給が可能である。 

 

 

に期待している。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，モニタ

リングポストの電源は非

常用交流電源設備又は常

設代替交流電源設備の電

源負荷に含まれる。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，緊急時

対策所用発電機用の燃料

タンクを有している。ま

た，モニタリングポスト

は非常用交流電源設備又

は常設代替交流電源設備

による電源供給が可能で

ある。 

 

・電源設備容量の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

常設代替交流電源設備

から電源供給が必要とな

る負荷が異なる。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，モニタ

リングポストの電源は非

常用交流電源設備又は常

設代替交流電源設備の電

源負荷に含まれる。 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，直流電

源の不要な負荷の切離し

及び切り替えにより，24

時間にわたる直流電源の
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（添付資料 2.3.1.2,2.3.1.9） 

 

 

 

 

 

 

（添付資料 2.3.1.8） 

 

 

常設代替直流電源設備の容量については，交流電源が復

旧しない場合を想定し，計装設備及び逃がし安全弁の直流

電源切替え操作（Ｂ－115V系蓄電池からＳＡ用115V系蓄電

池）を考慮しても，事象発生後24時間の直流電源供給が可

能である。 

（添付資料2.3.1.1，2.3.1.8） 

供給を確保する。 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 島根２号炉は，常設代

替直流電源設備による電

源供給について記載。 

2.3.1.5 結論 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG喪失）」では，全交流動力電源喪失後，原子炉隔離時

冷却系が自動起動し，設計基準事故対処設備として期待する

期間は運転を継続するものの，その期間を超えた後に蓄電池

が枯渇して原子炉隔離時冷却系が機能喪失することで，原子

炉水位の低下により炉心が露出し，炉心損傷に至ることが特

徴である。事故シーケンスグループ｢全交流動力電源喪失（外

部電源喪失＋DG喪失）｣に対する炉心損傷防止対策としては，

初期の対策として原子炉隔離時冷却系等による原子炉注水手

段，安定状態に向けた対策として残留熱除去系（低圧注水モ

ード）及び低圧代替注水系（常設）による原子炉注水手段，

代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（格納容器スプ

レイ冷却モード）による原子炉格納容器除熱手段及び格納容

器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱手段を整備し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.1.5 結 論 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

では，全交流動力電源喪失後，原子炉隔離時冷却系が自動起

動し，設計基準事故対処設備として期待する期間は運転を継

続するものの，その期間を超えた後に蓄電池が枯渇して原子

炉隔離時冷却系が機能喪失することで，原子炉水位の低下に

より炉心が露出し，炉心損傷に至ることが特徴である。事故

シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」に対

する炉心損傷防止対策としては，初期の対策として原子炉隔

離時冷却系，低圧代替注水系（可搬型）及び逃がし安全弁（自

動減圧機能）による原子炉注水手段，安定状態に向けた対策

として代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容

器冷却手段，残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水

手段，残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び残留熱

除去系（サプレッション・プール冷却系）による格納容器除

熱手段を整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.1.5 結論 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

では，全交流動力電源喪失後，原子炉隔離時冷却系が自動起

動し，設計基準事故対処設備として期待する期間は運転を継

続するものの，その期間を超えた後に蓄電池が枯渇して原子

炉隔離時冷却系が機能喪失することで，原子炉水位の低下に

より炉心が露出し，炉心損傷に至ることが特徴である。事故

シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」に

対する炉心損傷防止対策としては，初期の対策として原子炉

隔離時冷却系，低圧原子炉代替注水系（可搬型）及び逃がし

安全弁（自動減圧機能付き）による原子炉注水手段，安定状

態に向けた対策として，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器冷却手段，残留熱除去系（低圧注水モ

ード）による原子炉注水手段，残留熱除去系（格納容器冷却

モード）及び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却

モード）による原子炉格納容器除熱手段を整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな
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事故シーケンスグループ｢全交流動力電源喪失（外部電源喪

失＋DG喪失）｣の重要事故シーケンス「全交流動力電源喪失（外

部電源喪失＋DG喪失）（蓄電池枯渇後RCIC停止）」について有

効性評価を行った。 

上記の場合においても，蓄電池の容量増強に伴う原子炉隔

離時冷却系の長時間運転，残留熱除去系（低圧注水モード）

及び低圧代替注水系（常設）による原子炉注水，逃がし安全

弁による原子炉減圧，代替原子炉補機冷却系を介した残留熱

除去系（格納容器スプレイ冷却モード）による原子炉格納容

器除熱，格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除

熱を実施することにより，炉心損傷することはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

の重要事故シーケンス「外部電源喪失＋ＤＧ失敗＋ＨＰＣＳ

失敗（蓄電池枯渇後ＲＣＩＣ停止）」について有効性評価を行

った。 

上記の場合においても，蓄電池の容量増強に伴う原子炉隔

離時冷却系の長時間運転，低圧代替注水系（可搬型）及び残

留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水，逃がし安全弁

（自動減圧機能）による原子炉減圧，代替格納容器スプレイ

冷却系（可搬型）による格納容器冷却並びに残留熱除去系（格

納容器スプレイ冷却系）及び残留熱除去系（サプレッション・

プール冷却系）による格納容器除熱を実施することにより，

炉心損傷することはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」

の重要事故シーケンス「外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，

Ｂ）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗」について有効性

評価を行った。 

上記の場合においても，蓄電池の容量増強に伴う原子炉隔

離時冷却系の長時間運転，低圧原子炉代替注水系（可搬型）

及び残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水，逃

がし安全弁（自動減圧機能付き）による原子炉減圧，格納容

器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器冷却並び

に残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱除去系（サ

プレッション・プール水冷却モード）による原子炉格納容器

除熱を実施することにより，炉心損傷することはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

2.3-41



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

その結果，燃料被覆管温度及び酸化量，原子炉冷却材圧力

バウンダリにかかる圧力，原子炉格納容器バウンダリにかか

る圧力及び温度は，評価項目を満足している。また，安定状

態を維持できる。 

なお，格納容器圧力逃がし装置等の使用による敷地境界で

の実効線量は，周辺の公衆に対して著しい放射線被ばくのリ

スクを与えることはない。 

 

 

 

 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結

果，運転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラ

メータに与える影響は小さい。また，対策の有効性が確認で

きる範囲内において，操作時間余裕について確認した結果，

操作が遅れた場合でも一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，運転員及び緊急時対策

要員にて確保可能である。また，必要な水源，燃料及び電源

を供給可能である。 

以上のことから，原子炉隔離時冷却系等による原子炉注水，

格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱等の炉

心損傷防止対策は，選定した重要事故シーケンスに対して有

効であることが確認でき，事故シーケンスグループ「全交流

動力電源喪失（外部電源喪失＋DG喪失）」に対して有効である。 

 

その結果，燃料被覆管温度及び酸化量，原子炉冷却材圧力

バウンダリにかかる圧力，格納容器バウンダリにかかる圧力

及び温度は，評価項目を満足している。また，安定状態を維

持できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結

果，運転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラ

メータに与える影響は小さい。また，対策の有効性が確認で

きる範囲内において，操作時間余裕について確認した結果，

操作が遅れた場合でも一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，災害対策要員にて確保

可能である。また，必要な水源，燃料及び電源を供給可能で

ある。 

以上のことから，原子炉隔離時冷却系等による原子炉注水，

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除

熱等の炉心損傷防止対策は，選定した重要事故シーケンスに

対して有効であることが確認でき，事故シーケンスグループ

「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」に対して有効である。 

 

 

その結果，燃料被覆管温度及び酸化量，原子炉冷却材圧力

バウンダリにかかる圧力，原子炉格納容器バウンダリにかか

る圧力及び温度は，評価項目を満足している。また，安定状

態を維持できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結

果，運転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラ

メータに与える影響は小さい。また，対策の有効性が確認で

きる範囲内において，操作時間余裕について確認した結果，

操作が遅れた場合でも一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，運転員及び緊急時対策

要員にて確保可能である。また，必要な水源，燃料及び電源

を供給可能である。 

以上のことから，原子炉隔離時冷却系等による原子炉注水，

残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納容器

除熱等の炉心損傷防止対策は，選定した重要事故シーケンス

に対して有効であることが確認でき，事故シーケンスグルー

プ「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」に対して有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 
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第 2.3.1.1 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）」 

の重大事故等対策の概略系統図（1/4）（原子炉注水） 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.1.2 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）」

の重大事故等対策の概略系統図（2/4） 

（原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

 

 

 

第 2.3.1－1 図 全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）時の重大事故等

対策の概略系統図（1／3） 

（原子炉隔離時冷却系による原子炉注水段階） 

 

 

 

 

第 2.3.1－1 図 全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）時の重大事故等

対策の概略系統図（2／3） 

（低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水及び代替格納容器

スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却段階） 

 

第 2.3.1.1－1(1)図 「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」の重大

事故等対策の概略系統図（原子炉注水） 

 

 

 

第 2.3.1.1－1(2)図 「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」の重大

事故等対策の概略系統図 

（原子炉減圧，原子炉注水及び原子炉格納容器冷却） 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 
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第 2.3.1.3 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）」

の重大事故等対策の概略系統図（3/4） 

（原子炉急速減圧，原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

 

 

 

 

第 2.3.1.4 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）」

の重大事故等対策の概略系統図（4/4） 

（原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

 

 

 

 

第 2.3.1－1 図 全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）時の重大事故等

対策の概略系統図（3／3） 

（残留熱除去系による原子炉注水及び格納容器除熱段階） 

 

   

第 2.3.1.1－1(3)図 「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」の重大

事故等対策の概略系統図（原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

実施する。 
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差異理由は，島根２号炉

「第 2.3.1.1－2 図 「全

交流動力電源喪失（長期

ＴＢ）」の対応手順の概

要」の備考欄参照。 
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差異理由は，島根２号炉

「第 2.3.1.1－2 図 「全

交流動力電源喪失（長期

ＴＢ）」の対応手順の概

要」の備考欄参照。 
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要
 

・設備設計の相違

【東海第二】 

①島根２号炉は，直流電

源切り替えにより�24�時

間にわたる直流電源の供

給を確保する。 

【柏崎�6/7，東海第二】 

①島根２号炉は，直流電

源切替え時，計装設備の

電源及び逃がし安全弁の

電源を確保するために蓄

電池を切り替える。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

②島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

・解析条件の相違

【柏崎 6/7】 

③島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7】 

④島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

②
 

①
 

③
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 備  考 

第 2.3.1.6 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）」の作業と所要時間（1/2） 

差異理由は，島根２号炉

「第 2.3.1.1－3 図 「全

交流動力電源喪失（長期

ＴＢ）」の作業と所要時

間」の備考欄参照。

2.3-48



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 備  考 

 

 

第 2.3.1.6 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）」の作業と所要時間（2/2） 

 

差異理由は，島根２号炉

「第 2.3.1.1－3 図 「全

交流動力電源喪失（長期

ＴＢ）」の作業と所要時

間」の備考欄参照。 
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東海第二発電所 （2018.9.12 版） 備  考 

第 2.3.1－3 図 全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）の作業と所要時間(1／2) 

差異理由は，島根２号炉

「第 2.3.1.1－3 図 「全

交流動力電源喪失（長期

ＴＢ）」の作業と所要時

間」の備考欄参照。
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東海第二発電所 （2018.9.12 版） 備  考 

第 2.3.1－3 図 全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）の作業と所要時間(2／2) 

差異理由は，島根２号炉

「第 2.3.1.1－3 図 「全

交流動力電源喪失（長期

ＴＢ）」の作業と所要時

間」の備考欄参照。
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島根原子力発電所 ２号炉 備  考 

第�2.3.1.1－3�図 「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」の作業と所要時間 

・解析結果の相違に基づ

く差異。

・設備設計・手順に基づ

く想定時間の差異。

・解析上考慮しない操作

を含めて実際に実施す

る操作について要員の

充足性を確認（ただし，

事前に対応する要員を

定めることが難しい機

能回復操作を除く）。

・体制の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，シミュ

レータ訓練等において，

中央制御室の対応を１名

にて実施可能なことを確

認している。 
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第 2.3.1.7 図 原子炉圧力の推移 

第 2.3.1.8 図 原子炉水位（シュラウド内水位）の推移 

第 2.3.1－4 図 原子炉圧力の推移 

第 2.3.1－5 図 原子炉水位（シュラウド内水位）の推移 

第 2.3.1.2－1(1)図 原子炉圧力の推移 

第 2.3.1.2－1(2)図 原子炉水位（シュラウド内水位）の推移 

・解析結果の相違

【東海第二】 

①原子炉隔離時冷却系に

よる注水開始以降の原子

炉水位維持範囲の違いに

より柏崎 6/7 及び島根２

号炉は炉心上部プレナム

水位が一時的に満水位置

を下回る結果となってい

る。 

【東海第二】 

②原子炉減圧の弁数及び

原子炉注水特性の相違に

起因する原子炉水位の低

下，回復速度の相違。 

① 

① 
① 

② 

② 
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第 2.3.1.9 図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

第 2.3.1.10 図 注水流量の推移 

第 2.3.1－6 図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

第 2.3.1－7 図 注水流量の推移 

第 2.3.1.2－1(3)図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

第 2.3.1.2－1(4)図 注水流量の推移 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7，東海第二】
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第 2.3.1.11 図 逃がし安全弁からの蒸気流量の推移 

第 2.3.1.12 図 原子炉圧力容器内の保有水量の推移 

第 2.3.1－8 図 逃がし安全弁からの蒸気流量の推移 

第 2.3.1－9 図 原子炉圧力容器内の保有水量の推移 

第 2.3.1.2－1(5)図 逃がし安全弁からの蒸気流量の推移 

第 2.3.1.2－1(6)図 原子炉圧力容器内の保有水量の推移 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

①原子炉減圧に使用する

弁数の違いによる蒸気流

量の差異。 

【柏崎 6/7，東海第二】 

②原子炉減圧に使用する

弁数及び原子炉注水特性

の違いによる保有水量の

減少量の相違。 

① 

① 

① 

② 

② 

② 
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第 2.3.1.13 図 燃料被覆管温度の推移 

第 2.3.1.14 図 高出力燃料集合体のボイド率の推移 

第 2.3.1－10 図 燃料被覆管温度の推移 

第 2.3.1－11 図 高出力燃料集合体のボイド率の推移 

第 2.3.1.2－1(7)図 燃料被覆管温度の推移 

第 2.3.1.2－1(8)図 高出力燃料集合体のボイド率の推移 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

原子炉減圧に使用する

弁数の違いによりボイド

率が相違する。 
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第 2.3.1.15 図 炉心下部プレナム部のボイド率の推移 

第 2.3.1.16 図 格納容器圧力の推移 

第 2.3.1－12 図 炉心下部プレナム部のボイド率の推移 

第 2.3.1－13 図 格納容器圧力の推移 

第 2.3.1.2－1(9)図 炉心下部プレナム部のボイド率の推移 

第 2.3.1.2－1(10)図 格納容器圧力の推移 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

①原子炉減圧に使用する

弁数の違いによりボイド

率が相違する。 

【柏崎 6/7，東海第二】 

②島根２号炉は，単位熱

出力当たりの格納容器空

間部体積が大きいため，

格納容器の圧力上昇が遅

い。東海第二及び島根２

号炉は，格納容器スプレ

イ実施基準到達により格

納容器スプレイを実施す

る。 

【柏崎 6/7】 

③解析時間の相違。

② 

② ② 

① 

① 

① 

③ 
③ 
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第 2.3.1.17 図 格納容器気相部温度の推移 

第 2.3.1.18 図 サプレッション・チェンバ・プール水位の推移 

第 2.3.1－14 図 格納容器雰囲気温度の推移 

第 2.3.1－15 図 サプレッション・プール水位の推移 

第 2.3.1.2－1(11)図 格納容器温度の推移 

第 2.3.1.2－1(12)図 サプレッション・プール水位の推移 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7】 

①東海第二及び島根２号

炉は，格納容器スプレイ

実施基準到達により格納

容器スプレイを実施す

る。 

【柏崎 6/7】 

②解析時間の相違。

【柏崎 6/7】 

③東海第二及び島根２号

炉は，外部水源を用いた

格納容器代替スプレイを

実施するため，サプレッ

ション・プール水位が上

昇する。 

① ① 

② ② 

② 

② 

③ 
③ 
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第 2.3.1.19 図 サプレッション・チェンバ・プール水温の推移 第 2.3.1－16 図 サプレッション・プール水温度の推移 第 2.3.1.2－1(13)図 サプレッション・プール水温度の推移 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7】 

① 解析時間の相違。

① 

① 
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表
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全
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源
喪
失
（
外
部
電
源
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等
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い
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表
 全
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喪
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（
長
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Ｔ
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に
お
け
る
重
大
事
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等
対
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に
つ
い
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（
長
期
Ｔ
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）」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
（
１
／

３
）
 

 
 
 

本文比較表に記載の差異

以外で主要な差異につい

て記載。 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

①島根２号炉は，既許可

の対象設備を重大事故等

対処設備として位置付け

るものを明確化してい

る。 

【東海第二】 

②島根２号炉は，重大事

故等時に設計基準対象施

設としての機能を期待す

る設備を「重大事故等対

処設備（設計基準拡張）」

と位置付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
，
②

 

②
 

①
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表
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析
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主
要
解
析
条
件
（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
長
期
Ｔ
Ｂ
））
（
１
／
５

）
 

・解析条件の相違

【柏崎 6/7】 

①条件設定は同じだが，

通常運転時の熱的制限値

を設定していることを明

確に記載。 

【東海第二】 

②条件設定は同じだが，

設定プロセスが異なり，

平衡炉心サイクル末期の

炉心平均燃焼度に対し

て，ばらつきとして 10％

の保守性を考慮し設定。 

③柏崎 6/7 及び島根２号

炉は，格納容器容積（サ

プレッション・チェンバ）

及びサプレッション・プ

ール水位の解析条件を通

常水位で設定。東海第二

では圧力抑制効果を厳し

くする観点で，通常運転

時のサプレッション・プ

ール水位の下限値を設

定。 

④島根２号炉において

も，通常運転時の格納容

器温度はドライウェル冷

却機にて制御されてお

り，条件設定の考え方と

しては同様。 

①
 

②
 

③
 ③

 

④
 

①
 

②
 

②
 

①
 

③
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・解析条件の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

③

④

④③
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・解析条件の相違

【東海第二】 

⑤柏崎 6/7 及び島根２号

炉は，逃がし安全弁１個

当たりの蒸気流量をグラ

フに記載。

⑤
 ⑤
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・解析条件の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑤
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・解析条件の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 
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・解析条件の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 
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・解析条件の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 
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添付資料 2.3.1.2 

蓄電池による給電時間評価結果について（6 号炉） 

非常用の常設直流電源設備として直流 125V 蓄電池 4 系統，常

設代替直流電源設備として直流 125V 蓄電池 1 系統を有してい

る。 

原子炉隔離時冷却系の運転操作に係る負荷は直流 125V 主母線

盤 A に接続されており，非常用の常設直流電源設備である直流

125V 蓄電池 A より給電される。全交流動力電源喪失時において

は，同蓄電池からの電源供給により，原子炉隔離時冷却系が起動

し，原子炉注水が行われる。電源供給開始から 8 時間後に，負荷

制限を実施して電源を非常用の常設直流電源設備である直流125V 

蓄電池 A-2 に切替え 11 時間稼働する。その後，電源を常設代替

直流電源設備である AM 用直流 125V 蓄電池に切替え 5 時間稼働

する。 

添付資料 2.3.1.2 

蓄電池による給電時間評価結果について 

全交流動力電源喪失時の対応に必要となる直流電源負荷につい

ては，125V 系蓄電池Ａ系及び 125V 系蓄電池Ｂ系から電源供給さ

れる。 

また，原子炉隔離時冷却系の運転操作に係る負荷は，直流 125V

主母線盤２Ａに接続されており，全交流動力電源喪失時において

は，125V 系蓄電池Ａ系からの電源供給により，原子炉隔離時冷却

系が起動し，原子炉への注水が行われる。 

全交流動力電源喪失時には，直流 125V 主母線盤２Ａ及び直流

125V 主母線盤２Ｂに接続する負荷について，事象発生 1時間後ま

でに中央制御室内にて，事象発生 8時間後には現場分電盤にて手

動切離操作を行うことで，その後 16時間にわたり全交流動力電源

喪失時の対応に必要となる各負荷に電源を供給するものとして容

量評価を行う。 

添付資料 2.3.1.1 

蓄電池による給電時間評価結果について 

非常用の常設直流電源設備として，直流 230V 蓄電池１系統，

直流 115V 蓄電池３系統，直流±24V 蓄電池２系統及び常設代替

直流電源設備として，直流 115V 蓄電池１系統を有している。 

原子炉隔離時冷却系の運転に係る動力負荷は 230V 系直流盤

（ＲＣＩＣ）に，制御負荷は B-115V 系直流盤にそれぞれ接続さ

れており，所内常設蓄電式直流電源設備である，230V 系蓄電池

（ＲＣＩＣ）及び B-115V 系蓄電池より給電される。 

全交流動力電源喪失時においては，同蓄電池からの電源供給

により，原子炉隔離時冷却系が起動し，原子炉注水が行われる。 

230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）については，負荷制限及び電源切

替なしで 24 時間電源供給が可能な設計としている。B-115V 系

蓄電池については，電源供給開始から８時間後に，負荷制限を

実施して電源を所内常設蓄電式直流電源設備である B1-115V 系

蓄電池（ＳＡ）に切替えて 16時間稼働する。 

また，高圧原子炉代替注水系の運転操作に係る負荷は，常設

代替直流電源設備であるSA用115V系蓄電池に接続されており，

全交流動力電源喪失時においては，SA 用 115V 系蓄電池からの

電源供給により，高圧原子炉代替注水系が起動し，24 時間にわ

たり原子炉への注水が行われる。 

・設備の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は HPCS，

RCIC，中性子計装用に専

用の蓄電池を設置して

いる。 

【東海第二】 

島根２号炉は RCIC 用

に専用の蓄電池を設置

している。 

・設備及び運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は全交流

動力電源喪失後８時間

まで，重大事故等対処設

備 と し て 使 用 す る

B-115V 系蓄電池の負荷

切り離しを実施しない。

また，重大事故等対処設

備として使用する 230V

系蓄電池（RCIC）につい

ては，全交流動力電源喪

失後 24 時間まで，負荷

切り離しを必要とせず

電源供給可能な容量を

有している。 

・記載表現の相違

【東海第二】 

島根２号炉は高圧原

子炉代替注水系の電源

についてあわせて記載

している。東海第二は添

付資料 2.3.2.1 に記載 
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上記運転方法に必要な負荷容量が直流 125V 蓄電池 A で約

5,942Ah，直流 125V 蓄電池 A-2 で約 3,604Ah，AM 用直流 125V 蓄

電池で約 2,597Ah であることに対し，蓄電池容量が直流 125V 蓄

電池 A で約 6,000Ah，直流 125V 蓄電池 A-2 で約 4,000Ah，AM 用

直流 125V 蓄電池で約 3,000Ah であることから，電源供給開始か

ら 24 時間にわたって全交流動力電源喪失時の対応に必要な設備

に電源供給が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

125V 系蓄電池Ａ系の必要負荷容量は約 5,284Ah※１となり，125V

系蓄電池Ａ系の容量は 6,000Ah※２であることから，24 時間にわた

り原子炉隔離時冷却系の運転継続を含む全交流動力電源喪失時の

対応に必要負荷への電源供給が可能である。（第 1表，第 1図） 

また，125V 系蓄電池Ｂ系の必要負荷容量は約 5,171Ah となり，

125V 系蓄電池Ｂ系の容量は 6,000Ah※２であることから，24時間に

わたり全交流動力電源喪失時の対応に必要負荷への電源供給が可

能である。（第 2表，第 2図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記運転方法に必要な負荷容量が 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）

で約 1,429Ah※1，B-115V 系蓄電池で約 2,956Ah※1，B1-115V 系蓄

電池（ＳＡ）で約 1,462Ah※1，SA用 115V 系蓄電池で約 1,474Ah

※2であることに対し，230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）で約 1,500Ah

※3，B-115V 系蓄電池で約 3,000Ah※3，B1-115V 系蓄電池（ＳＡ）

で約 1,500Ah※3，SA用 115V 系蓄電池で 1,500Ah※3であることか

ら，電源供給開始から 24時間にわたって全交流動力電源喪失時

の対応に必要な設備に電源供給が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉の HPAC ポ

ンプは水源が S/C のた

め，S/C の水温が上昇し

た場合，HPAC ポンプを

停止する運用としてい

る。このため，HPAC の

運転継続は 8 時間とし

ているが，蓄電池の容量

評価上 RCIC と同じ 24

時間運転を考慮する。 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

給電を想定している

負荷は島根２号炉と同

様に RCIC,HPAC,非常用

照明設備，計装設備，制

御装置等であり，島根２

号炉と同等の負荷であ

るが，柏崎 6/7 の制御回

路はデジタル制御であ

り多重伝送装置等が必

要になり，島根２号炉の

アナログ制御と必要容

量が異なる。また，島根

２号炉は RCIC の動力電

源に 230V 蓄電池を使用

している。 

【東海第二】 

給電を想定している

負荷は島根２号炉と同

様に RCIC,HPAC,非常用

照明，計装設備,制御設

備である。さらに島根２

号炉では自主設備（手動

操作）としている代替窒

素ガス供給系に該当す
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※1 全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）においては事象発生

約 8時間後，全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）において

は事象発生約 3時間後に，可搬型代替注水中型ポンプ

を用いた低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水

を開始し，原子炉隔離時冷却系は停止するが，蓄電池

の容量を保守的に評価するため，原子炉隔離時冷却系

が 24時間運転継続した想定で評価を実施している。 

※1 全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）においては事象発生

約 8時間後，全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）において

は事象発生約２時間 20分後に，大量送水車を用いた

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水を

開始し，原子炉隔離時冷却系は停止するが，蓄電池の

容量を保守的に評価するため，原子炉隔離時冷却系が

24 時間運転継続した想定で評価を実施している。 

※2 全交流動力電源喪失（ＴＢＵ／ＴＢＤ）においては事

象発生約 8.3 時間後，大量送水車を用いた低圧原子炉

代替注水系（可搬型）による原子炉注水を開始し，高

圧原子炉代替注水系は停止するが，蓄電池の容量を保

守的に評価するため，高圧原子炉代替注水系が 24時

間運転継続した想定で評価を実施している。 

る非常用逃がし安全弁

駆動系電動弁，データ伝

送装置等がある。また，

東海第二は想定負荷に

将来の負荷余裕分を見

込んでおり，必要容量が

異なる。島根２号炉は必

要な負荷を精査してお

り，余裕の見込み方が異

なるが，現在の設計にお

いて，ＳＡ対応は可能で

ある。また，データ伝送

装置については 230V 系

蓄電池（常用）により電

源供給している。なお，

島根２号炉は RCIC の動

力電源に 230V 蓄電池を

使用している。 

【柏崎 6/7，東海第二】 

必要負荷及び電源系

統構成の相違 

・解析の相違

【東海第二】 

島根２号炉は長期Ｔ

Ｂおいて約８時間，ＴＢ

Ｐにおいて約 1.4 時間，

原子炉隔離時冷却系を

使用する。 

・記載表現の相違

【東海第二】 

島根２号炉は高圧原

子炉代替注水系の電源

についてあわせて記載

している。東海第二は添

付資料 2.3.2.1 に記載 
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(1) 非常用の常設直流電源設備仕様

名称：直流 125V 蓄電池 A 

型式：鉛蓄電池 

容量：約 6,000Ah 

設置場所：コントロール建屋地下中 2 階（T.M.S.L.+0.1m） 

名称：直流 125V 蓄電池 A-2 

型式：鉛蓄電池 

容量：約 4,000Ah 

設置場所：コントロール建屋地下 1 階（T.M.S.L.+6.5m） 

(2) 常設代替直流電源設備仕様

名称：AM 用直流 125V 蓄電池 

型式：鉛蓄電池 

容量：約 3,000Ah 

設置場所：原子炉建屋 4 階（T.M.S.L.+31.7m） 

※2 蓄電池については，使用開始から寿命までの間，使用

年数を経るに従い容量が低下する。蓄電池容量の算出

に当たっては，「据置蓄電池の容量算出法」（SBA S 

0601-2014）による保守率 0.8 を採用していること及

び各負荷の電流値を実負荷電流ではなく，設計値を用

いていることで，余裕を持った容量を設定している。 

(1) 所内常設直流電源設備の仕様

ａ.125V 系蓄電池Ａ系 

型式：鉛蓄電池 

容量：約 6,000Ah 

設置場所：原子炉建屋付属棟中 1階 

ｂ.125V 系蓄電池Ｂ系 

型式：鉛蓄電池 

容量：約 6,000Ah 

設置場所：原子炉建屋付属棟 1階 

※3 蓄電池については，使用開始から寿命までの間，使用

年数を経るに従い容量が低下する。蓄電池容量の算出

に当たっては，「据置蓄電池の容量算出法」（SBA S 

0601-2014）による保守率 0.8 を採用していること及

び各負荷の電流値を実負荷電流ではなく，設計値を用

いていることで，余裕を持った容量を設定している。 

(1) 所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源

設備仕様 

名称：230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ） 

型式：鉛蓄電池 

容量：約 1,500Ah 

設置場所：廃棄物処理建物地下中１階（EL. 12.3m） 

名称：B-115V 系蓄電池 

型式：鉛蓄電池 

容量：約 3,000Ah 

設置場所：廃棄物処理建物地下中１階（EL. 12.3m） 

名称：B1-115V 系蓄電池（ＳＡ） 

型式：鉛蓄電池 

容量：約 1,500Ah 

設置場所：廃棄物処理建物地下中１階（EL. 12.3m） 

名称：SA用 115V 系蓄電池 

型式：鉛蓄電池 

容量：約 1,500Ah 

設置場所：廃棄物処理建物１階（EL. 15.3m） 

・設備の相違及び設備設

置場所の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

設備仕様，設置場所が

異なる 

島根２号炉で必要と

なる負荷に対する必要

蓄電池容量については

「重大事故等対処設備

について 3.14 電源設

備 57 条補足説明資料 

57-3 容量設定根拠」に

記載している。 

・設備の相違

【東海第二】 

電源系統構成の相違 
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第 1 表 125V 系蓄電池Ａ系 負荷容量評価 

 

※3 ２Ｃ Ｄ／Ｇ初期励磁は，Ｍ／Ｃ・Ｐ／Ｃ遮断器の制御電源

（遮断器投入・引外し）と同時に操作されることはなく，各

動作時間は 1 分未満である。また，２Ｃ Ｄ／Ｇ初期励磁電

流    はＭ／Ｃ・Ｐ／Ｃ遮断器の制御回路電流（遮断器

投入・引外し）より小さいため，電流値の大きいＭ／Ｃ・Ｐ

／Ｃ遮断器の制御回路電流（遮断器投入・引外し）に 1分間

電源給電するものとして蓄電池容量を計算する。 

※4 その他の負荷の内訳は以下のとおり。 

無停電電源装置Ａ，ＤＢ／ＳＡ分電盤（区分Ⅰ）（突合せ給

電を除く），ＤＢ／ＳＡ分電盤（区分Ⅰ）（突合せ給電），

直流非常灯，主蒸気ラインドレン弁，ＣＵＷ系 電動弁，Ｆ

ＲＶＳ／ＳＧＴＳ ＣＰ－６Ａ，ＤＣ制御他，負荷余裕 

※5 事象発生後 8時間から負荷切離作業を実施するが，作業時間

を考慮し 9時間給電を継続するとして容量を計算している。 

 

 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

島根２号炉において

蓄電池の負荷容量評価

については 57 条にて記

載 
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第 2表 125V 系蓄電池Ｂ系 負荷容量評価 

 

※6 ２Ｄ Ｄ／Ｇ初期励磁はＭ／Ｃ・Ｐ／Ｃ遮断器の制御電源（遮

断器投入・引外し）と重なって操作されることはなく，各動

作時間は１分未満である。また，２Ｄ Ｄ／Ｇ初期励磁電流 

    はＭ／Ｃ・Ｐ／Ｃ遮断器の制御回路電流（遮断器投

入・引外し）より小さいため，電流値の大きいＭ／Ｃ・Ｐ／

Ｃ遮断器の制御回路電流（遮断器投入・引外し）に 1分間電

源給電するものとして蓄電池容量を計算する。 

※7 その他の負荷の内訳は以下のとおり。 

無停電電源装置Ｂ，ＤＢ／ＳＡ分離盤（区分Ⅱ）（突合せ

給電を除く），データ伝送装置，直流非常灯，ＦＲＶＳ／

ＳＧＴＳ ＣＰ－６Ｂ，ＤＣ制御他，負荷余裕 

※8 事象発生後 8時間から負荷切離作業を実施するが，作業時間

を考慮し 9時間給電を継続するとして容量を計算している。 

 

 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

島根２号炉において

蓄電池の負荷容量評価

については 57 条にて記

載 
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第 1 図 125V 系蓄電池Ａ系 負荷曲線 

第 2図 125V 系蓄電池Ｂ系 負荷曲線 

第
１
図
 
Ｂ
－
11
5V

系
蓄
電
池
，
Ｂ
１
－
11
5V

蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
），

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
蓄
電
池

，
2
3
0V

蓄
電
池
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
 
負
荷
曲
線
 

・設備及び運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

必要負荷及び電源系

統構成が異なることに

より，蓄電池負荷切替時
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・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

電源系統構成の相違 

 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は単線図

を記載 
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蓄電池による給電時間評価結果について（7 号炉） 

 

非常用の常設直流電源設備として直流 125V 蓄電池 4 系統，常

設代替直流電源設備として直流 125V 蓄電池 1 系統を有してい

る。 

原子炉隔離時冷却系の運転操作に係る負荷は直流 125V 主母線

盤 A に接続されており，非常用の常設直流電源設備である直流

125V 蓄電池 A より給電される。全交流動力電源喪失時において

は，同蓄電池からの電源供給により，原子炉隔離時冷却系が起動

し，原子炉注水が行われる。電源供給開始から 8 時間後に，負荷

制限を実施して電源を非常用の常設直流電源設備である直流125V 

蓄電池 A-2 に切替え 11 時間稼働する。その後，電源を常設代替

直流電源設備である AM 用直流 125V 蓄電池に切替え 5 時間稼働

する。 

上記運転方法に必要な負荷容量が直流 125V 蓄電池 A で約

5,919Ah，直流 125V 蓄電池で約 3,795Ah，AM 用直流 125V 蓄電池

で約 2,682Ah であることに対し，蓄電池容量が直流 125V 蓄電池

A で約 6,000Ah，直流 125V 蓄電池 A-2 で約 4,000Ah，AM 用直流

125V 蓄電池で約 3,000Ah であることから，電源供給開始から 24 

時間にわたって全交流動力電源喪失時の対応に必要な設備に電源

供給が可能である。 

 

(1) 非常用の常設直流電源設備仕様 

名称：直流 125V 蓄電池 A 

型式：鉛蓄電池 

容量：約 6,000Ah 

設置場所：コントロール建屋地下中 2 階（T.M.S.L.+0.2m） 

 

名称：直流 125V 蓄電池 A-2 

型式：鉛蓄電池 

容量：約 4,000Ah 

設置場所：コントロール建屋地下 1 階（T.M.S.L.+6.5m） 

 

(2) 常設代替直流電源設備仕様 

名称：AM 用直流 125V 蓄電池 

型式：鉛蓄電池 

容量：約 3,000Ah 

設置場所：原子炉建屋 4 階（T.M.S.L.+31.7m） 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 2.3.1.2〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

添付資料 2.3.1.3 

 

全交流動力電源喪失時における原子炉隔離時冷却系の 24 時間

継続運転が可能であることの妥当性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効性評価の全交流動力電源喪失（以下「SBO」という。）時に

おいて，交流電源が喪失している 24 時間，原子炉隔離時冷却系

（以下「RCIC」という。）を用いた原子炉注水に期待している。 

 

 

 

RCIC の起動から24 時間の継続運転のために直流電源を必要と

する設備は，計測制御設備の他，電動弁，真空ポンプ及び復水ポ

ンプの電動機である。 

 

 

 

 

 

図 1 に RCIC の系統構成の概略を示す。 

 

 

 

 

添付資料 2.3.1.3 

 

全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）時における原子炉隔離時冷却

系の 8時間継続運転が可能であることの妥当性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効性評価の全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）では，約 8 時間

の原子炉隔離時冷却系を用いた原子炉注水に期待している。 

 

 

第 1 図に原子炉隔離時冷却系の系統構成概略を示す。 

 

原子炉隔離時冷却系の起動から約 8 時間の継続運転のために直

流電源を必要とする設備は，計測制御設備の他，電動弁，真空ポ

ンプ及び復水ポンプの電動機があるが，これらに電源供給が可能

であることは添付資料 2.3.1.2 にて確認している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 2.3.1.2 

 

全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）時における原子炉隔離時冷却

系の８時間継続運転が可能であることの妥当性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効性評価の全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）時において，交

流電源が喪失している８時間，原子炉隔離時冷却系（以下「ＲＣ

ＩＣ」という。）を用いた原子炉注水に期待している。 

 

 

ＲＣＩＣの起動から８時間の継続運転のために直流電源を必要

とする設備は，計測制御設備の他，電動弁，真空ポンプ及び復水

ポンプの電動機である。 

 

 

 

 

 

図１及び図２にＲＣＩＣの系統構成の概略を示す。 

 

 

 

 

事故時には直流電源の容量以外にもサプレッション・チェンバの

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉の RCIC ポ

ンプは水源が S/C のた

め，S/C の水温が上昇し

た場合，RCIC ポンプを

停止する運用としてい

る。このため，RCIC の

運転継続は８時間とし

ている。 

柏崎 6/7 の RCIC ポン

プは水源が CSP であり，

S/C の水温上昇の影響

を受けないため，RCIC

の 24 時間継続運転が可

能。（以下，①の相違） 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

①の相違。 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

①の相違。 

・資料構成の相違 

【東海第二】 

島根２号炉の負荷容

量評価は 57 条にて記

載。 
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事故時には直流電源の容量以外にもサプレッション・チェンバ（以

下「S/C」という。）の圧力及び水温の上昇，中央制御室及び RCIC 

ポンプ室の温度の上昇が RCIC の継続運転に影響することも考え

られるため，その影響についても確認した（表 1参照）。 

 

 

表 1 に記載したそれぞれの要因は RCIC の 24 時間継続運転上の

制約とならないことから，本有効性評価においてこの機能に期待

することは妥当と考える。 

事故時には直流電源の容量以外にも，サプレッション・チェン

バ圧力及びサプレッション・プール水温度の上昇や原子炉隔離時

冷却系室温度及び中央制御室温度の上昇が，原子炉隔離時冷却系

の運転継続に影響することも考えられるため，その影響について

も確認した（第 1表参照）。 

 

第 1 表に記載したそれぞれの要因は原子炉隔離時冷却系の約 8

時間継続運転上の制約とならないことから，本有効性評価におい

てこの機能に期待することは妥当であると考える。 

 

圧力及び水温の上昇，中央制御室及びＲＣＩＣポンプ室温の温度

上昇がＲＣＩＣの継続運転に影響することも考えられるため，そ

の影響についても確認した（表１参照）。 

 

 

表１に記載したそれぞれの要因はＲＣＩＣの８時間継続運転上

の制約とならないことから，本有効性評価においてこの機能に期

待し，水温の測定計器の誤差（±2.0℃）を考慮しても水温が 100℃

到達まで運転する手順は妥当と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

①の相違。 
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・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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図
1 

RC
IC

系
統
構
成
概
略
図

 

 

 

第 1図 原子炉隔離時冷却系系統概要図 

 

 

 

 

 

図１ ＲＣＩＣ系統概要図（サプレッション・チェンバを水源と

した場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

・設備設計の相違 

【東海第二】 
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第 3図 サプレッション・プール水温度の推移 

第 4図 サプレッション・チェンバ圧力の推移 

図３ サプレッション・プール水温度の推移 

図４ サプレッション・チェンバ圧力の推移 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

・解析結果の相違

【東海第二】 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

・解析結果の相違

【東海第二】 
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 添付資料 2.3.1.3 補足資料 1 

 

サプレッション・プール水温度上昇時のＮＰＳＨ評価について 

 

サプレッション・プール水温度が 100℃，150℃，200℃におけ

るＮＰＳＨ評価を実施し，第 2 表のとおり，いずれの温度に対し

ても有効ＮＰＳＨが必要ＮＰＳＨを上回ることを確認している。 

 

第 2 表 原子炉隔離時冷却系ポンプＮＰＳＨ評価 

 

 

 ・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，S/C の

水温が上昇した場合，

RCIC ポンプを停止する

運用としているため，

150℃，200℃の評価は実

施していない。 
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添付資料 2.3.1.3 補足資料 

 

全交流動力電源喪失時における RCIC ポンプ室及び中央制御室の

温度上昇について 

 

1.温度上昇の評価 

(1)評価の流れ 

全交流動力電源喪失時には換気空調系による除熱が行われないた

め，評価対象の部屋の温度変化は，タービンや配管などの室内の

熱源から受ける熱量（室内熱負荷）と隣の部屋への放熱（躯体放

熱）のバランスによって決定される（図 1参照）。 

 

 

換気空調系停止後，室温が上昇を始め，最終的には室内熱負荷と

躯体放熱のバランスにより平衡状態となる。 

 

 

 

図 1 室温評価における温度分布と熱の移動の概要図 

添付資料 2.3.1.3 補足資料 2 

 

全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）時における原子炉隔離時冷却系

ポンプ室及び中央制御室の室温評価について 

 

1. 温度上昇の評価方法 

(1) 評価の流れ 

全交流動力電源喪失時には換気空調系による除熱が行われない

ため，評価対象の部屋の温度変化は，室内の機器や配管などの熱

源や評価対象の部屋よりも室温が高い隣の部屋（上下階含む。）か

ら受ける熱量（室内外発熱負荷）と評価対象の部屋よりも室温が

低い隣の部屋（上下階含む。）への放熱（躯体放熱）のバランスに

よって決定される。（第 5図参照） 

換気空調系停止後，室温が上昇を始め，評価対象の部屋の躯体

温度以上になれば評価対象の部屋から躯体への放熱が始まり，温

度上昇は抑制される。 

 

第 5 図 室温評価における温度分布と熱の移動の概要図 

 

 

添付資料 2.3.1.2 補足資料 

 

全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）時におけるＲＣＩＣポンプ室及

び中央制御室の室温評価について 

 

1. 温度上昇の評価方法 

(1) 評価の流れ 

全交流動力電源喪失時には，空調換気系による除熱が行われな

いため，評価対象の部屋の温度変化は，タービンや配管などの室

内の熱源から受ける熱量（室内熱負荷）と隣の部屋への放熱（躯

体放熱）のバランスによって決定される（図１参照）。 

 

 

空調換気系停止後，室温が上昇を始め，最終的には室内熱負荷と

躯体放熱のバランスにより平衡状態となる。 

 

 

図１ 室温評価における温度分布と熱の移動の概要図 
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(2)評価条件 

評価条件を以下にまとめる。 

・評価対象とする部屋の条件 ：表 1 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 評価条件 

評価条件を以下にまとめる。 

① 評価対象とする部屋の条件 

ａ．原子炉隔離時冷却系ポンプ室 

・初期室温：40℃（夏季設計温度） 

・容  積：556m３ 

・熱 容 量：574.5kJ／℃ 

（保守的に室内機器分の鉄熱容量は考慮

せず，上記容積分の空気熱容量のみを

考慮する。） 

・発熱負荷：第 3 表参照。また，発熱負荷の内訳を第

4表に示す。 

 

第 3 表 原子炉隔離時冷却系ポンプ室 発熱負荷 

 

 

第 4表 原子炉隔離時冷却系ポンプ室 発熱負荷内訳 

 

※1 注水配管以外には蒸気配管がある。それは保守的に機器の最

高使用温度が 0～8hまで継続するものとして設定する。 

※2 0h～2h までのサプレッション・プール温度は，32℃～59℃

の範囲であるが，保守的に 66℃にて設定する。 

※3 0h～2h までの配管発熱負荷の詳細値は約 8.401kW であり，

安全側に切り上げて 8.5kW に設定。また，3hまでの配管発

熱負荷の詳細値は約 8.49kW であるため，同様に 8.5kW に設

定。 

 

ｂ．中央制御室 

・初期室温：24℃（夏季設計温度） 

・容  積：2,219.2m３ 

・熱 容 量：47,021.1kJ／℃ 

(2) 評価条件 

評価条件を以下にまとめる。 

ａ．評価対象とする部屋の条件：表１参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料構成の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，RCIC

ポンプ室及び中央制御

室の評価条件を表１に

まとめて記載。 
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・評価対象の部屋に隣接する部屋の温度：

一般エリア 40℃ 

屋外 32℃（夏期設計外

気温） 

S/C 138℃（有効性評価 

SBO 時の最高温度） 

地中 18℃ 

（保守的に室内新設機器の鉄熱容量は考

慮せず，既設機器の鉄熱容量と上記容

積分の空気熱容量のみを考慮する。） 

・発熱負荷：22,206W（0h～1h まで），20,892W（1h～

8h まで） 

（発熱負荷は，直流電源から給電される

機器（盤）の全電源容量に発熱効率 0.5

を考慮し設定。また，1h後に平均出力

領域計装を切り離す運用も考慮する。

なお，発熱効率 0.5 は過去実績値より

設定。） 

② 評価対象の部屋に隣接する部屋の温度条件

第 5表に隣接する部屋の温度条件を示す。

また，第 6 図及び第 7 図に評価対象の部屋と隣接する部

屋の位置関係を示す。 

なお，当該温度条件は，保守的に事象初期から評価期

間の間，継続するものとして評価を行う。 

第 5表 隣接する部屋の温度条件 

ｂ．評価対象の部屋に隣接する部屋の温度 

・一般エリア   ：40℃ 

・屋外   ：32℃（夏季設計外気温） 

・トーラス室 ：75℃（有効性評価全交流動

力電源喪失時の想定温度） 

・その他二次格納施設内 ：66℃

・地中   ：18℃ 

図２及び図３に評価対象の部屋と隣接する部屋の位置関係を

示す。 

なお，当該温度条件は，保守的に事象初期から評価期間の間，

継続するものとして評価を行う。 

・評価条件の相違

【柏崎 6/7】 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

・資料構成の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ｂ．に

記載。 
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第 6 図 原子炉隔離時冷却系ポンプ室及び隣接する部屋の位置関

係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉建物地下２階※１ 

 

 

原子炉建物地下１階 

※１ 地下２階より下は，躯体コンクリートを介して「地中」

と隣接している。 

 

図２ ＲＣＩＣポンプ室及び隣接する部屋の位置関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トーラス室 

ＲＣＩＣポンプ室 

その他 

二次格納 

施設内 

その他二次格納施設内 

一般エリア 

 

その他二次格納施設内 
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第 7図 中央制御室及び隣接する部屋の位置関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制御室建物４階※１ 

 

 

制御室建物３階 

※１ 制御室建物４階より上は，躯体コンクリートを介して

「屋外」である。 

 

図３ 中央制御室及び隣接する部屋の位置関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般エリア 
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・壁－空気の熱伝達率：  W/m2℃（無換気状態）[出典：空気調

和衛生工学便覧] 

・コンクリート熱伝導率：  W/m℃（無換気状態）[出典：空

気調和衛生工学便覧] 

表 1 評価する部屋の条件（6号炉の場合） 

※1 中央制御室の熱負荷は平成 29年 4月 21 日時点の設計値に余

裕を考慮した値とする。 

なお，今後の詳細設計により，発熱負荷が変化する場合が考

えられるが，評価で設定した発熱負荷を超過した場合におい

ても設計値である 40℃を超過しないように設計されるため, 

RCIC の 24 時間継続運転に悪影響を及ぼすことはない。 

※2 中央制御室の熱負荷は直流電源の負荷制限による変化を考慮

する。 

(3)評価結果

全交流動力電源喪失時において，事象発生後 24時間の RCIC ポン

プ室の最高温度は約 53℃，中央制御室の最高温度は約 37℃とな

り，設計で考慮している温度を超過しないため，RCIC 運転継続に

与える影響はない。 

以 上 

③ 躯体コンクリートの熱伝達条件

(3) 評価結果

全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）時において，事象発生 8時間

後の原子炉隔離時冷却系ポンプ室の温度は約 65℃，中央制御室の

温度は約37℃となり，設計で考慮している温度を超過しないため，

原子炉隔離時冷却系の運転継続に与える影響はない。 

ｃ．壁－空気の熱伝達率（無換気状態）[出典:日本機械学会 伝

熱工学資料] 

・鉛直壁面 ： W/m2・℃ 

・天井面 ：  W/m2・℃ 

・床面 ：  W/m2・℃ 

ｄ．コンクリート熱伝導率：  W/m・℃[出典:空気調和衛

生工学便覧] 

表１ 評価する部屋の条件 

中央制御室 ＲＣＩＣポンプ室 

発熱負荷[W]※１，２ 

容積[m3] 

熱容量[kJ/℃] 

初期温度[℃] 26 40 

※１中央制御室の熱負荷は設計値に余裕を考慮した値とする。

なお，今後の詳細設計により，発熱負荷が変化する場合が考

えられるが，評価で設定した発熱負荷を超過した場合におい

ても設計値である 40℃を超過しないように設計されるため,

ＲＣＩＣの８時間継続運転に悪影響を及ぼすことはない。 

※２中央制御室の熱負荷は直流電源の負荷制限を考慮する。

(3) 評価結果

全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）時において，事象発生後８時間

のＲＣＩＣポンプ室の最高温度は約 60℃，事象発生後 24 時間の

中央制御室の最大温度は約 35℃となり，設計で考慮している温度

※を超過しないため，ＲＣＩＣ運転継続に与える影響はない。

・評価条件の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉の熱伝達

率の算出は，伝熱工学資

料を引用している。 

・評価条件の相違

【東海第二】 

島根２号炉のコンク

リート熱伝導率は空気

調和衛生工学便覧を引

用している。 

・資料構成の相違

【東海第二】 

東海第二は，(2) ①

ａ.及びｂ．に記載。 

・設備設計の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違。

・設備設計の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違。

・評価結果の相違

【柏崎 6/7，東海第二】
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第 8 図 原子炉隔離時冷却系ポンプ室温の推移図 

第 9 図 中央制御室室温の推移図 

※ＲＣＩＣポンプ室（ＲＣＩＣポンプ，弁，タービン，計

装品等） 

：66℃（初期６時間まで 100℃，それ以降は 66℃

の設計） 

中央制御室（制御盤等）：40℃ 

図４ ＲＣＩＣポンプ室温の推移図 

図５ 中央制御室室温の推移図 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

・解析結果の相違

【東海第二】 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

・解析結果の相違

【東海第二】
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添付資料 2.3.1.4 

逃がし安全弁に係る解析と実態の違い及びその影響について 

1．逃がし安全弁について

逃がし安全弁は，原子炉冷却材圧力バウンダリの過度の圧力

上昇を防止するため原子炉格納容器内の主蒸気管に設置されて

いる。排気は，排気管により，サプレッション・チェンバのプ

ール水面下に導かれ凝縮されるようにしている。逃がし安全弁

は，バネ式（アクチュエータ付）で，アクチュエータにより逃

がし弁として作動させることもできるバネ式安全弁である。す

なわち，逃がし安全弁は，バネ式の安全弁に，外部から強制的

に開閉を行うアクチュエータを取り付けたもので，蒸気圧力が

スプリングの設定圧力に達すると自動開閉するほか，外部信号

によってアクチュエータのピストンに窒素ガスを供給して弁を

強制的に開放することができる。逃がし安全弁は 18 個からな

り，次の機能を有している。 

（１） 逃がし弁機能

本機能における逃がし安全弁は，原子炉冷却材圧力バ

ウンダリの過度の圧力上昇を抑えるため，原子炉圧力高

の信号によりアクチュエータのピストンを駆動して強

制的に開放する。18 個の逃がし安全弁は，全てこの機

能を有している。 

（２） 安全弁機能

本機能における逃がし安全弁は，原子炉冷却材圧力バ

ウンダリの過度の圧力上昇を抑えるため，逃がし弁機能

のバックアップとして，圧力の上昇に伴いスプリングに

打ち勝って自動開放されることにより，原子炉冷却材圧

力バウンダリの最も過酷な圧力変化の場合にも原子炉

圧力が最高使用圧力の 1.1 倍を超えないように設計さ

れている。 

18 個の逃がし安全弁は，全てこの機能を有している。 

添付資料 2.3.1.1 

逃がし安全弁作動用の窒素の供給について 

1. 逃がし安全弁について

逃がし安全弁は，原子炉冷却材圧力バウンダリの過圧を防止

するため格納容器内の主蒸気管に設置されている。排出した蒸

気は排気管によりサプレッション・プール水中に導き凝縮する

ようにしている。逃がし安全弁はバネ式（アクチュエータ付）

で，アクチュエータにより逃がし弁として作動させることもで

きるバネ式安全弁である。すなわち，逃がし安全弁はバネ式の

安全弁に外部から強制的に開閉を行うアクチュエータを取り付

けたもので，蒸気圧力がスプリングの設定圧力に達すると自動

開放するほか，外部信号によってアクチュエータのピストンに

窒素を供給して弁を強制的に開放することができる。逃がし安

全弁は 18個からなり，次の機能を有している。 

(1) 逃がし弁機能

逃がし安全弁は，原子炉冷却材圧力バウンダリの過圧を

防止するため，原子炉圧力が設定圧力に到達した場合に信

号を発信し，アクチュエータのピストンを駆動して強制的

に開放する。18 個の逃がし安全弁は，全てこの機能を有

している。 

(2) 安全弁機能

逃がし安全弁は，原子炉冷却材圧力バウンダリの過圧を

防止するため，逃がし弁機能のバックアップとして，圧力

上昇に伴いスプリングに打ち勝って自動開放されること

により，原子炉冷却材圧力バウンダリの最も過酷な圧力変

化に対しても，原子炉圧力が最高使用圧力の 1.1 倍を超え

ないように設計されている。 

18 個の逃がし安全弁は，全てこの機能を有している。 

添付資料 2.3.1.3 

逃がし安全弁に係る解析と実態の違い及びその影響について 

１．逃がし安全弁について 

逃がし安全弁は，原子炉冷却材圧力バウンダリの過度の圧力

上昇を防止するため原子炉格納容器内の主蒸気管に設置されて

いる。排気は，排気管により，サプレッション・プール水面下

に導かれ凝縮されるようにしている。逃がし安全弁は，バネ式

（アクチュエータ付）で，アクチュエータにより逃がし弁とし

て作動させることもできるバネ式安全弁である。すなわち，逃

がし安全弁は，バネ式の安全弁に，外部から強制的に開閉を行

うアクチュエータを取り付けたもので，蒸気圧力がスプリング

の設定圧力に達すると自動開放するほか，外部信号によってア

クチュエータのピストンに窒素ガスを供給して弁を強制的に開

放することができる。逃がし安全弁は 12 個からなり，次の機能

を有している。 

（１）逃がし弁機能 

本機能における逃がし安全弁は，原子炉冷却材圧力バウンダ

リの過度の圧力上昇を抑えるため，原子炉圧力高の信号により

アクチュエータのピストンを駆動して強制的に開放する。12個

の逃がし安全弁は，すべてこの機能を有している。 

（２）安全弁機能 

本機能における逃がし安全弁は，原子炉冷却材圧力バウンダ

リの過度の圧力上昇を抑えるため，逃がし弁機能のバックアッ

プとして，圧力の上昇に伴いスプリングに打勝って自動開放さ

れることにより，通常運転時及び原子炉冷却材圧力バウンダリ

の最も過酷な圧力変化の場合にも原子炉圧力が最高使用圧力の

1.1 倍を超えないように設計されている。 

12 個の逃がし安全弁は，すべてこの機能を有している。 

・設備設計の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

 全 SRV 個数の相違。 

・設備設計の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

 全 SRV 個数の相違。 

・設備設計の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

 全 SRV 個数の相違。 
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（３） 自動減圧機能

自動減圧機能は，非常用炉心冷却系の一部であり，原

子炉水位低及びドライウェル圧力高の同時信号により，

ピストンを駆動して逃がし安全弁を強制的に開放し，

LOCA 時等に原子炉圧力を速やかに低下させて，低圧注

水系の早期の注水を促す。 

18 個の逃がし安全弁のうち，8 個がこの機能を有し

ている。 

（４） その他の機能

原子炉停止後，除熱機能を有する復水器が何らかの原

因で使用不能な場合に，崩壊熱により発生した蒸気を除

去するため，中央制御室からの遠隔手動操作で逃がし安

全弁を開放し，原子炉圧力を制御することができる。18 

個の逃がし安全弁は，全てこの機能を有している。 

表 1 に，逃がし安全弁の吹き出し圧力を示す。 

(3) 自動減圧機能

自動減圧機能（以下「ＡＤＳ機能」という。）は，非常

用炉心冷却系の一部であり，「原子炉水位異常低下（レベ

ル１）」及び「ドライウェル圧力高」のＡＮＤ信号に 120

秒の時間遅れ後，低圧の非常用炉心冷却系が運転状態であ

ることによりピストンを駆動して弁を強制的に開放し，Ｌ

ＯＣＡ時等に原子炉圧力をすみやかに低下させて，低圧注

水系の早期の注水をうながす。 

18 個の逃がし安全弁のうち，7個がこの機能を有してい

る。 

(4) その他の機能

原子炉停止後，熱除去源としての復水器が何らかの原因

で使用不能な場合に，崩壊熱により発生した蒸気を除去す

るため，中央制御室からの遠隔手動操作で弁を開放し，原

子炉圧力を制御することができる。18 個の逃がし安全弁

は，全てこの機能を有している。 

第 1表に，逃がし安全弁の吹出し圧力を示す。 

（３）自動減圧機能 

自動減圧機能（以下「ＡＤＳ機能」という）は，非常用炉心

冷却系の一部であり，原子炉水位低（レベル１）及び格納容器

圧力高の同時信号により，ピストンを駆動して逃がし安全弁を

強制的に開放し，ＬＯＣＡ時等に原子炉圧力を速やかに低下さ

せて，低圧炉心スプレイ系，低圧注水系の早期の注水を促す。 

12 個の逃がし安全弁のうち，６個がこの機能を有している。 

（４）その他の機能 

原子炉停止後，除熱機能を有する復水器が何らかの原因で使

用不能な場合に，崩壊熱により発生した蒸気を除去するため，

中央制御室からの遠隔手動操作で逃がし安全弁を開放し，原子

炉圧力を制御することができる。12個の逃がし安全弁は，すべ

てこの機能を有している。 

表１に逃がし安全弁の吹き出し圧力を示す。 

・設備設計の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉の自動減

圧機能は， ADS の作動

条件に ECCS の運転状態

は入っていない。 

【柏崎 6/7】 

 ECCS 設備構成の相

違。 

・設備設計の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

 全SRV個数の相違及び

系統構成の相違。 

・設備設計の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

 全 SRV 個数の相違。 
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表 1 逃がし安全弁の逃がし弁機能及び安全弁機能の吹き出し圧

力 

 

第 1 表 逃がし安全弁の逃がし弁機能及び安全弁機能の吹出し圧

力 

 

 

表 1 逃がし安全弁の逃がし弁機能及び安全弁機能の吹き出し圧

力 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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2．逃がし安全弁の作動用の窒素の供給について 

逃がし安全弁の機能のうち，バネ式の安全弁機能以外の「逃が

し弁機能」，「自動減圧機能」及び「その他の機能」は，弁の開閉

のためにアクチュエータを作動するため，窒素を消費する。表2 に

逃がし安全弁（ADS 機能付き）及び逃がし安全弁（ADS 機能なし）

の動作回数及びアキュムレータ容量を示す。 

 

表 2 逃がし安全弁の動作回数及びアキュムレータ容量 

（外部からの窒素供給なしの場合） 

 

逃がし安全弁のアキュムレータへ窒素ガスを供給する設備

は，常用系及び非常用系から構成されている。 

 

常用系はフィルタ，減圧弁等により構成し，窒素ガスは不活

性ガス系より供給される。非常用系は窒素ガスボンベ，減圧弁

等から構成され，独立した A 系，B 系の 2系列から成る高圧窒

素ガス供給系より供給される。 

また，常用系と非常用系の間にはタイラインを設け，通常時

は，非常用系へも常用系の不活性ガス系から供給される。図3 に

系統構成図を示す。 

LOCA 後等の長期冷却時には，逃がし安全弁（ADS 機能付き）

のアキュムレータに対し，窒素ガスを供給する。このとき常用

系が健全であれば，常用系から供給するが，常用系が機能を喪

失した場合は，非常用系の圧力低下の信号により連絡弁を閉じ，

非常用系（窒素ガスボンベ）より供給する。 

 

2. 逃がし安全弁の作動用の窒素の供給について 

逃がし安全弁の機能のうち，バネ式の安全弁機能以外の「逃

がし弁機能」，「自動減圧機能」及び「その他の機能」は，弁の

開閉のために窒素を供給してアクチュエータを作動させる。第

2 表に逃がし安全弁（自動減圧機能）及びその他の逃がし安全

弁の動作回数及びアキュムレータ容量を示す。 

 

第 2表 逃がし安全弁の動作回数 

（外部からの窒素供給なしの場合） 

 

 

 

逃がし安全弁のアキュムレータへ窒素を供給する設備は，常

用系と非常用系から構成されている。 

 

常用系はフィルタ，減圧弁等で構成され，窒素は不活性ガス

系より供給される。非常用系は非常用窒素供給系高圧窒素ボン

ベ，減圧弁等から構成され，独立したＡ系，Ｂ系の 2 系列から

なる非常用窒素供給系より供給される。 

また，常用系と非常用系との間にはタイラインを設け，通常

時は非常用系へも常用系の不活性ガス系から供給される。第 3

図に系統構成図を示す。 

ＬＯＣＡ後等の長期冷却時には，逃がし安全弁（自動減圧機

能）のアキュムレータに窒素を供給する。このとき，常用系が

健全であれば常用系から供給するが，常用系が機能を喪失した

場合は，非常用窒素供給系高圧窒素ボンベから供給する。 

 

２．逃がし安全弁の作動用の窒素の供給について 

逃がし安全弁の機能のうち，バネ式の安全弁機能以外の「逃

がし弁機能」，「ＡＤＳ機能」及び「その他の機能」は，弁の開

閉のためにアクチュエータを作動するため，窒素ガスを消費す

る。表２に逃がし安全弁（ＡＤＳ機能付き）及び逃がし安全弁

（ＡＤＳ機能無し）の動作回数及びアキュムレータ容量を示

す。 

表２ 逃がし安全弁の動作回数及びアキュムレータ容量 

（外部からの窒素供給なしの場合） 

 

 

逃がし安全弁のアキュムレータへ窒素ガスを供給する設備

は，窒素ガス制御系からの供給ラインと窒素ガスボンベからの

供給ラインから構成されている。 

窒素ガス制御系からの供給ラインは，フィルタ，減圧弁等に

より構成される。窒素ガスボンベからの供給ラインは，独立し

たＡ系，Ｂ系の２系列から成る窒素ガスボンベ，減圧弁等から

構成される。 

通常時は，窒素ガス制御系からの供給ラインにより，ＡＤＳ

機能用アキュムレータ及び逃がし弁機能用アキュムレータへ窒

素供給されている。窒素ガス制御系が機能喪失した場合は，圧

力低下の信号により窒素ガスボンベからの供給ラインからＡＤ

Ｓ機能用アキュムレータ及び逃がし弁機能用アキュムレータへ

の窒素供給を行う。さらに，ＡＤＳ起動信号が作動した場合は，

窒素ガスボンベからの供給ラインにより，ＡＤＳ機能用アキュ

ムレータへ選択的に窒素ガス供給するために，逃がし弁機能用

アキュムレータの窒素供給ラインは隔離される。一方，系統の

過圧を防止するため，圧力高の信号により窒素ガスボンベから

の窒素供給は隔離される。 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 常用系が機能喪失し

窒素供給系の系統圧力

が低下した場合，柏崎

6/7 及び東海第二では，

常用系と非常用系のタ

イラインに設置されて

いる連絡弁が閉じ，窒素

ガスボンベからは ADS

機能用 Acc へ窒素供給
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また，格納容器圧力が上昇した場合の逃がし安全弁駆動部に

作用する背圧を考慮し，炉心損傷後の格納容器圧力が２Pdにな

った場合においても，アクセス及び現場操作が可能な二次格納

施設外に設置する減圧弁の調整を行うことにより，窒素ガスボ

ンベから逃がし安全弁の動作に必要な圧力にて窒素ガスを供給

する。図１に系統構成図を，図２に窒素ガス供給概要図示す。 

有効性評価のシナリオにおいては，ＡＤＳ起動信号が作動す

ることはないため，上述のとおり，窒素ガス制御系が機能喪失

した場合においても，窒素ガスボンベからの供給ラインにより，

ＡＤＳ機能用アキュムレータ及び逃がし弁機能用アキュムレー

タへの窒素供給を維持することが可能である。

される。島根２号炉は，

窒素供給系の系統圧力

が低下した場合，連絡弁

は開放したままで窒素

ガスボンベの出口弁が

開くため，窒素ガスボン

ベからは逃がし弁機能

用 Acc 及び ADS 機能用

Acc へ窒素供給される。

なお，ADS 起動信号が作

動した場合は，連絡弁が

閉止し，窒素ガスボンベ

からADS機能用Accへ選

択的に窒素ガスが供給

される。 
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図 1 逃がし安全弁（ADS 機能付き）概略図

図 2 逃がし安全弁（ADS 機能なし）概略図 

図 3 高圧窒素ガス供給系 系統構成図 

第 1図 逃がし安全弁（自動減圧機能）概略図 

第 2図 その他の逃がし安全弁概略図 

第 3図 非常用窒素供給系 系統概要図 図１ 逃がし安全弁窒素ガス供給系 系統概要図 ・設備設計の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

柏崎 6/7，東海第二の

図１，図２は島根２号の

図１に含めて記載。 

MO 

AO MO 

MO 

  

AO 

原子炉格納容器 

窒素ガス 
制御系より 

サプレッション・チェンバへ 
主蒸気管 

A0 

サプレッション・チェンバへ 主蒸気管 

A0 

サプレッション・チェンバへ 主蒸気管 

A0 

ADS機能用 
ｱｷｭﾑﾚｰﾀ（170L） 

窒素ガスボンベ 窒素ガスボンベ 

窒素ガスボンベ 窒素ガスボンベ 

逃がし弁機能用 
ｱｷｭﾑﾚｰﾀ（15L） 

逃がし弁機能用ｿﾚﾉｲﾄﾞ弁（１弁） 

ADS機能用ｿﾚﾉｲﾄﾞ弁（２弁） 

逃がし弁機能用 
ｱｷｭﾑﾚｰﾀ（15L） 

逃がし弁機能用ｿﾚﾉｲﾄﾞ弁（１弁） 

ADS機能用 
ｱｷｭﾑﾚｰﾀ（170L） 

逃がし弁機能用 
ｱｷｭﾑﾚｰﾀ（15L） 

逃がし弁機能用ｿﾚﾉｲﾄﾞ弁（１弁） 

ADS機能用ｿﾚﾉｲﾄﾞ弁（２弁） 

PIS 

PIS 

圧力高で閉 

圧力低で開 

圧力高で閉 

圧力低で開 

自動減圧系 

起動信号で閉 

自動減圧系 

起動信号で閉 

逃がし安全弁（ADS機能なし）：６弁 

逃がし安全弁（RV202-1B,1D,1E） 

逃がし安全弁（RV202-1A,1C,1F,1H,1J,1L） 

逃がし安全弁（RV202-1G,1K,1M） 

MO 

MO 

 ：重大事故等対処設備 
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図２ 逃がし安全弁への窒素ガス供給概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は格納容器

2Pd における背圧対策

として，炉心損傷時に減

圧弁の操作を行う。 
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高圧窒素ボンベの容量は，逃がし安全弁（自動減圧機能）7

個（Ａ系 4個，Ｂ系 3個）を開弁させた後，7個を 7日間開保持

させるために必要な窒素量を基に，必要ボンベ本数を確保して

いる。 

1 系列当たりの必要ボンベ個数は以下のとおり。 

３．窒素ガスボンベの数量について 

窒素ガスボンベは，窒素ガス制御系が機能喪失したことを想定

して，重大事故等の対処に必要となる窒素ガス量を確保する設計

とする。必要となる窒素ガス量を検討する上で，原子炉高圧注水

時の逃がし安全弁（逃がし機能）の作動による圧力制御及び，原

子炉低圧注水時の逃がし安全弁の開保持を考慮する。原子炉高圧

注水時の逃がし安全弁（逃がし機能）の圧力制御時間が最も長い

全交流動力電源喪失シナリオを選定し，事故発生から原子炉隔離

時冷却ポンプ又は高圧原子炉代替注水ポンプが約８時間運転して

いる間に逃がし弁機能による動作に必要な窒素ガス量を考慮す

る。 

一方，原子炉低圧注水時の逃がし安全弁の開保持については，

手順上の弁数である６個を考慮することとし，７日間開保持させ

るために必要な窒素ガス量を考慮する。 

なお，手順に従い，原子炉高圧注水を想定より長い期間実施す

る場合を考慮して，窒素ガスを必要とする逃がし安全弁（逃がし

機能）に加えて，窒素ガスを必要としない逃がし安全弁（安全弁

機能）をバックアップとする設計とするとともに，原子炉低圧注

水時の逃がし安全弁の開保持に必要な窒素を確保することを目的

として，主蒸気逃がし安全弁６個により７日間減圧維持可能な容

量以上である５本以上を手動弁により隔離した状態で保管し，必

要により当該手動弁を開する設計とする。 

以下に，必要な窒素ガス量及びボンベ本数の根拠を示す。 

・設備設計の相違

【東海第二】 

 島根２号炉の逃がし

安全弁用窒素ガスボン

ベの容量は，全交流動

力電源喪失時に逃がし

弁機能による圧力制御

に必要な窒素ガス量及

び，逃がし安全弁６個

を７日間開保持するた

めに必要な窒素量を確

保可能な設計とする。 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 
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【窒素ガス消費量】 

ａ．逃がし弁機能を動作するための消費量：   m3[normal] 

Q1＝Ｑ[m3[normal]/回]×Ａ[回] 

   ＝  [m3[normal]/回]×  [回] 

  ＝  ≒  m3[normal] 

 

ｂ．逃がし安全弁６個を７日間開保持するための 

消費量：  m3[normal] 

Q2＝λ[L/min/個]×D[day]×24[hr]×60[min]×N[個] 

＝  ×7×24×60×6 

＝  ≒  m3[normal] 

 

ここで，各設計値は下記のとおりとなる。 

Ｑ：１回あたりの標準状態における窒素ガス 

消費量＝   [m3[normal]/回] 

Ａ：最も作動回数が多い全交流動力電源喪失シナリオにおける

SRV 作動回数＝  [回] 

λ：逃がし安全弁１個あたりの 

系統漏えい量＝  [L/min/個] 

Ｄ：開保持期間（７日間）＝７[day] 

 

【窒素ガスボンベによる供給量】 

m1：逃がし弁機能を動作するためのボンベ本数 

m2：逃がし安全弁６個を７日間開保持するためのボンベ本数 

Q1：逃がし弁機能を動作するための窒素ガス消費量： 

 m3[normal] 

Q2：逃がし安全弁６個を７日間開保持するための窒素ガス消費

量：  m3[normal] 

P1：窒素ガスボンベ初期圧力： 14.7 [MPa] 

P2：窒素ガスボンベ必要圧力：  [MPa] 

Pa：大気圧：0.101325[MPa] 

Ｖ：ボンベ容量：46.7[L/本] 
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ａ．逃がし弁機能を動作するためのボンベ本数 

ｍ1＝Q1÷｛（P1＋Pa）－（P2＋Pa）｝×Pa÷Ｖ×1000 

    ＝  ÷｛（14.7＋0.101325）－（  ＋0.101325）｝×

0.101325÷46.7×1000 

＝  ≒  [本] 

ｂ．逃がし安全弁６個を７日間開保持するためのボンベ本数 

ｍ2＝Q2÷｛（P1＋Pa）－（P2＋Pa）｝×Pa÷Ｖ×1000 

＝  ÷｛（14.7＋0.101325）－（  ＋0.101325）｝×

0.101325÷46.7×1000 

 ＝  ≒  [本] 

ｃ．必要ボンベの本数 

ｍ1＋ｍ2＝  ＋  ＝  ≒15[本] 

以上より，必要ボンベ本数は 15 本（46.7L／本）である。この

15 本に加えて，故障時のバックアップ及び保守点検による待機除

外時のバックアップを確保する。 

本設備は，最大で５本同時に保守点検を実施する運用としたう

えで，故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバ

ックアップとして，５本以上を確保する。 

以上から，合計で 20 本以上を確保することとし，余裕を見て

30 本保有する。 
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3．常用系の高圧窒素ガス供給系が機能喪失した場合の有効性評価

への影響について 

有効性評価の全交流動力電源喪失シナリオにおいて，逃がし弁機

能の最低設定圧力（7.51MPa[gage］）にて原子炉を圧力制御するこ

とを前提としている。しかしながら，不活性ガス系からの窒素供

給が機能喪失し，各逃がし弁用のアキュムレータに窒素が供給さ

れないまま，長期間の事故により各弁のアキュムレータ内の窒素

を消費した場合，最終的に安全弁機能の最低設定圧力

（7.92MPa[gage］）で圧力は制御されることとなる。 

有効性評価においては，以下の実態の運用を考慮し，事象初期に

作動する逃がし弁機能による原子炉圧力制御にて代表させてい

る。なお，全交流動力電源喪失のような長期的に原子炉圧力制御

を行うシーケンスにおいては安全弁機能による影響を確認してい

る。 

 

(1) 運転員による手動圧力制御 

実態の運用としては，運転員は頻繁な逃がし安全弁の動作を回避

するため，手動開操作により，逃がし安全弁を操作し，原子炉圧

力を制御する。その結果として，逃がし安全弁の開放する回数が

少なくなる。 

 

(2) RCIC の運転方法 

有効性評価では，原子炉水位 L2～L8 制御にて RCIC 起動・停止と

している。実態の運用としては，RCIC の系統流量を調整すること

により，起動・停止の回数が少なくなる。これにより，原子炉内

の蒸気を継続して消費することから，原子炉圧力の上昇率は抑制

され，逃がし安全弁が開放する回数が少なくなる。 

 

(3) 高圧窒素ガス供給系の使用 

アキュムレータ内の窒素を消費した場合においても高圧窒素ガス

供給系を使用することによって，逃がし弁機能による圧力制御を

継続・維持することも可能である。なお，高圧窒素ガス供給系を

使用した場合の逃がし安全弁の動作可能回数は約 2,000 回（格納

容器圧力 0.31MPa[gage]にて）であり，全交流動力電源喪失にお

ける逃がし安全弁動作回数である約 1,500 回を上回る。 

安全弁機能にて原子炉圧力を制御した場合においても，原子炉隔

離時冷却系による注水は可能であり，原子炉系の最高使用圧力

（8.62MPa[gage］）以下で制御されるため問題とならない。 

  ・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，窒素ガ

スボンベから逃がし弁

機能用 Acc への窒素供

給は維持される設備設

計であり，逃がし弁機能

による圧力制御に必要

な窒素ガスボンベを確

保しているため，影響評

価は不要。 
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図 4 から図 7 に安全弁機能を使用した場合の全交流動力電源喪

失時の感度解析の結果を示す。図 4 に示すとおり，原子炉から発

生する崩壊熱が蒸気として原子炉格納容器に排気されるタイミン

グの差異は生じるが，圧力制御を目的とした逃がし安全弁の開閉

の影響は軽微で，格納容器ベント（1Pd 到達）の実施時期を含め

て原子炉格納容器除熱への影響はない。 

また，低圧注水等に移行するための急速減圧は，自動減圧用のア

キュムレータを用いるため，逃がし弁用のアキュムレータ内の窒

素の消費の状況に係わらず操作は可能であり，逃がし安全弁の吹

出圧力が 7.51MPa[gage］から 7.92MPa[gage］に上昇することで，

急速減圧時の圧力が上昇するが，減圧時間に対する影響は軽微で，

図 6 に示すとおり燃料被覆管温度に対しても有為な影響はない。

なお，逃がし安全弁の開保持は，高圧窒素ガス供給系を用いて実

施する。 

 

 

図 4 原子炉圧力の変化 

 

 

図 5 原子炉水位の変化 
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図 6 高出力燃料集合体の燃料被覆管の温度の変化 

図 7 格納容器圧力の変化 
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4．逃がし安全弁の原子炉圧力制御に係る実態と解析の違い 

 

常用系の高圧窒素ガス供給系が使用可能であれば，逃がし安全

弁の逃がし弁機能のアキュムレータに，不活性ガス系から窒素が

供給され，逃がし弁機能の最低設定圧力の 7.51MPa[gage］で原子

炉の圧力は制御される。 

 

 

 

地震等により，常用系が使用不可の場合は，7.51MPa[gage］か

ら徐々に吹出圧力が上昇し，最終的には安全弁機能の最低設定圧

力の 7.92MPa[gage］で圧力は制御される。 

 

 

 

 

有効性評価では，逃がし弁機能の最低設定圧力（7.51MPa[gage］）

で原子炉を圧力制御することを前提に解析しているが，実態の運

用としては，事故時運転操作手順書（徴候ベース）に定めるとお

り，逃がし安全弁による減圧にあたっては，サプレッション・チ

ェンバ・プール水温の上昇を均一にするため，水温を監視しなが

ら，なるべく離れた排気管クエンチャ位置の弁を順次開放するこ

ととしている。 

 

 

 

 

 

なお，安全弁機能で圧力制御される場合においても逃がし安全

弁のうち安全弁機能の最低設定圧力（7.92MPa[gage］）を有する弁

は 2 個あり，図 8 に示すように当該弁はサプレッション・チェン

バ・プールの対角位置に設置されていることから，安全弁機能に

よる原子炉圧力制御のため繰り返し動作しても，原子炉から放出

される水蒸気が 1 カ所に偏らないよう考慮されている。 

 

 

 

 

3. 逃がし安全弁の原子炉圧力制御に係る解析と実際の運用の違

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効性評価では，逃がし安全弁（安全弁機能）の最低設定圧力

（7.79MPa［gage］）で原子炉を圧力制御することを前提に解析し

ているが，実際の運用としては，サプレッション・プール水温度

の上昇を周方向で均一にするために，運転手順に基づき温度を監

視しながらなるべく離れた排気管クエンチャ位置の逃がし安全弁

を順次開放することとしている。 

 

また，逃がし安全弁（自動減圧機能）のみに限定しても同様

の操作が可能である。 

 

 

 

なお，逃がし安全弁（安全弁機能）の最低設定圧力の弁 2 個の

みで圧力制御される場合においても，第 4 図に示すとおり当該弁

は対角位置に設置されていることから，原子炉から放出される蒸

気が 1箇所に偏らないように考慮されている。 

 

 

 

 

 

 

４．逃がし安全弁の原子炉圧力制御に係る実態と解析の違い 

 

常用系の高圧窒素ガス供給系が使用可能であれば，逃がし安

全弁の逃がし弁機能のアキュムレータに，逃がし安全弁窒素ガ

ス供給系から窒素が供給され，逃がし弁機能の最低設定圧力の

7.58MPa[gage］で原子炉の圧力は制御される。 

 

 

 

地震等により，常用系が使用不可の場合でも，逃がし安全弁

用窒素ガスボンベから逃がし弁機能のアキュムレータに窒素ガ

スを供給することが可能である。 

 

 

 

 

有効性評価では，逃がし弁機能の最低設定圧力

（7.58MPa[gage]）で原子炉を圧力制御することを前提に解析し

ているが，実態の運用としては，事故時操作要領書（徴候ベー

ス）に定めるとおり，逃がし安全弁による圧力制御にあたって

は，サプレッション・プール水温度の上昇を均一にするため，

水温を監視しながら，なるべく離れた排気管の位置の弁を順次

開放することとしている。 

 

 

 

 

 

なお，逃がし安全弁のうち逃がし弁機能の最低設定圧力

7.58MPa[gage]，安全弁機能の最低設定圧力8.14MPa[gage]を有

する弁は２個あり，図２に示すように当該弁はサプレッショ

ン・プールの対角位置に設置されていることから，逃がし弁機

能又は安全弁機能による原子炉圧力制御のため繰り返し動作し

ても，原子炉から放出される水蒸気が１箇所に偏らないよう考

慮されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 設備仕様の相違。 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は窒素ガ

スボンベから窒素供給

を行い，逃がし弁機能に

よる圧力制御を行う。 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

 安全弁機能で解析。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

設備仕様の相違。 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，全ての

SRV にて減圧が可能。 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 設備仕様の相違。ま

た，島根２号炉は，逃が

し弁機能による圧力制

御を行う。 

【東海第二】 

 島根２号炉は，全ての

SRV にて減圧が可能。 
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5．原子炉圧力制御に係るサプレッション・チェンバ・プールの温

度成層化の影響 

「重大事故等対策の有効性評価に係るシビアアクシデント解析コ

ードについて 第 5 部 MAAP 別添 1（補足）圧力抑制プール（S/C）

の温度成層化の影響について」（以下「解析コード資料」という。）

にて，温度成層化の発生可能性について福島事故を踏まえた考察

を纏めており，これを踏まえ，ABWR におけるサプレッション・チ

ェンバ・プールの温度成層化の影響について，以下に述べる。 

 

解析コード資料で参照した福島第二４号炉の逃がし安全弁の排

気管のクエンチャ及び原子炉隔離時冷却系排気スパージャの位置

関係は図 9 と同様な位置関係であり， 

 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失」のように，原

子炉隔離時冷却系の間欠運転によって原子炉水位を維持しつつ，

逃がし安全弁で原子炉圧力の制御を行う場合には，原子炉隔離時

冷却系が停止している間の逃がし安全弁の動作に伴う撹拌効果に

より，温度成層化の発生の可能性は小さくなる。 

 

 

一方，原子炉隔離時冷却系を停止し，逃がし安全弁による原子

炉の減圧状態を維持して低圧代替注水系（常設）を用いた原子炉

注水を行う場合には，サプレッション・チェンバ・プールの温度

成層化の発生の可能性はあるが，図 9 に示すとおり柏崎刈羽 6 号

及び 7 号炉の逃がし安全弁クエンチャの排気口はサプレッショ

ン・チェンバ・プールの底部から約 2m の下部の位置に設置され

ていることから，この付近を境に上下の温度差が発生したとして

も，サプレッション・チェンバ・プール水の多くを上部の温度が

高い層が占めるため，解析コード資料で参照した福島第二４号炉

と同様に格納容器圧力に対する影響は小さいものと考えられる。 

4. 原子炉圧力制御に係るサプレッション・プールの温度成層化

の影響 

「重大事故等対策の有効性評価に係るシビアアクシデント解析

コードについて 第 5 部 MAAP 別添 1（補足）圧力抑制プール

（S/C）の温度成層化の影響について」（以下「解析コード資料」

という。）にて，温度成層化の発生の可能性について，福島事故を

踏まえた考察をまとめている。 

 

 

第 4 図及び第 5 図に示すとおり，東海第二発電所の逃がし安全

弁の排気管のクエンチャ（Ｘクエンチャ）及び原子炉隔離時冷却

系の排気スパージャの位置関係は解析コード資料で参照した福島

第二原子力発電所４号炉と同様な位置関係である。 

また，事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失」のよう

に，原子炉隔離時冷却系の間欠運転によって原子炉水位を維持し

つつ，逃がし安全弁で原子炉圧力の制御を実施する場合には，原

子炉隔離時冷却系が停止している間の逃がし安全弁の動作に伴う

攪拌効果により，サプレッション・プールの温度成層化の発生の

可能性は小さくなる。 

 

一方，原子炉隔離時冷却系を停止し，逃がし安全弁による原子

炉減圧状態を維持して低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注

水を実施する場合には，温度成層化の発生の可能性はあるが，逃

がし安全弁クエンチャの排気口はサプレッション・チェンバの底

部から約 2.2m 程度の下部の位置に設置されていることから，この

付近を境に上下の温度差が発生したとしても，サプレッション・

プール水の多くを上部の温度が高い層が占めるため，解析コード

資料で参照した福島第二原子力発電所２号炉と同様に格納容器圧

力に対する影響は小さいものと考えられる。 

５．原子炉圧力制御に係るサプレッション・プールの温度成層化

の影響 

解析コード（ＭＡＡＰコード）[1]にて，温度成層化の発生可

能性について福島事故を踏まえた考察を纏めており，これを踏

まえ，逃がし安全弁での原子炉圧力を制御する場合のサプレッ

ション・プールの温度成層化の影響について，以下に述べる。 

 

 

 

解析コード資料で参照した福島第二４号炉の逃がし安全弁の

排気管のクエンチャ及び原子炉隔離時冷却系排気スパージャの

位置関係は図３と同様な位置関係であり， 

 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失」のように，

原子炉隔離時冷却系の間欠運転によって原子炉水位を維持しつ

つ，逃がし安全弁で原子炉圧力の制御を行う場合には，原子炉

隔離時冷却系が停止している間の逃がし安全弁の動作に伴う撹

拌効果により，サプレッション・プールの温度成層化の発生の

可能性は小さくなる。 

 

 

一方，原子炉隔離時冷却系を停止し，逃がし安全弁による原

子炉の減圧状態を維持して低圧原子炉代替注水系（可搬型）を

用いた原子炉注水を行う場合には，サプレッション・プール水

温度の成層化が発生する可能性はあるが，逃がし安全弁の排気

口はサプレッション・チェンバの底部から約 1.5m 程度の下部に

設置されていることから，この付近を境に上下の温度差が発生

したとしても，サプレッション・プール水の多くを上部の温度

が高い層が占めるため，格納容器圧力に対する影響は小さいも

のと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉はＴクエ

ンチャである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号は，長期 TB

の解析上，低圧原子炉代

替注水系（常設）を使用

しない。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 設備仕様の相違。 
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図 8 サプレッション・チェンバ・プール内の逃がし安全弁クエ

ンチャの配置図

図 9 サプレッション・チェンバ・プール内の逃がし安全弁クエ

ンチャ排気口及び原子炉隔離時冷却系排気スパージャの配

置図 

第 4図 サプレッション・プール内の逃がし安全弁クエンチャの

配置図 

第 5図 逃がし安全弁クエンチャ及び原子炉隔離時冷却系排気ス

パージャの配置図 

図３サプレッション・チェンバ内の逃がし安全弁排気管の配置図 

図４ サプレッション・チェンバ内の逃がし安全弁クエンチャ及

び原子炉隔離時冷却系排気スパージャの配置図 

参考文献 

［1］「沸騰水型原子力発電所 重大事故等対策の有効性評価に係

るシビアアクシデント解析コード(ＭＡＡＰ)について」，東

芝エネルギーシステムズ株式会社，TLR-094，日立ＧＥニュ

ークリア・エナジー株式会社，HLR-123，平成 30年 5 月 

・資料構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

トピカルレポート化

に伴い，参考文献として

記載。 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 2.3.1.4〕 
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添付資料 2.3.1.5 

安定状態について 

 

「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）」時の安定状態

については以下のとおり。 

原子炉安定停止状態：事象発生後，設計基準事故対処設備及び

重大事故等対処設備を用いた炉心冷却に

より，炉心冠水が維持でき，また，冷却

のための設備がその後も機能維持できる

と判断され，かつ，必要な要員の不足や

資源の枯渇等のあらかじめ想定される事

象悪化のおそれがない場合，安定停止状

態が確立されたものとする。 

 

原子炉格納容器安定状態：炉心冠水後に，設計基準事故対処設

備及び重大事故等対処設備を用いた

原子炉格納容器除熱機能（格納容器

圧力逃がし装置等，残留熱除去系又

は代替循環冷却系）により，格納容

器圧力及び温度が安定又は低下傾向

に転じ，また，原子炉格納容器除熱

のための設備がその後も機能維持で

きると判断され，かつ，必要な要員

の不足や資源の枯渇等のあらかじめ

想定される事象悪化のおそれがない

場合，安定状態が確立されたものと

する。 

【安定状態の確立について】 

原子炉安定停止状態の確立について 

原子炉隔離時冷却系による原子炉注水により炉心が冠水し，炉

心の冷却が維持される。そして，事象発生 24 時間以降は常設

代替交流電源設備による交流電源の供給を開始した後，原子炉

減圧し，その後，逃がし安全弁を開維持することで，低圧代替

注水系（常設）による注水継続により，引き続き炉心冠水が維

持され，原子炉安定停止状態が確立される。 

 

 

 

添付資料 2.3.1.4 

安定状態について（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）時の安定状態については，以下

のとおり。 

原子炉安定停止状態：事象発生後，設計基準事故対処設備及び

重大事故等対処設備を用いた炉心冷却が

維持可能であり，また，冷却のための設

備がその後も機能維持でき，かつ必要な

要員の不足や資源の枯渇等のあらかじめ

想定される事象悪化のおそれがない場合

に安定停止状態が確立されたものとす

る。 

 

格納容器安定状態 ：炉心冷却が維持された後に，設計基準事

故対処設備及び重大事故等対処設備を用

いた格納容器除熱により格納容器圧力及

び温度が安定又は低下傾向に転じ，また，

格納容器除熱のための設備がその後も機

能維持でき，かつ，必要な要員の不足や

資源の枯渇等のあらかじめ想定される事

象悪化のおそれがない場合に安定状態が

確立されたものとする。 

 

 

 

 

【安定状態の確立について】 

原子炉安定停止状態の確立について 

原子炉隔離時冷却系の原子炉注水により炉心冷却が維持され

る。可搬型代替注水中型ポンプによる原子炉注水の準備完了後，

原子炉を減圧し，可搬型代替注水中型ポンプを用いた低圧代替

注水系（可搬型）による原子炉注水を実施することで，引き続

き炉心の冷却は維持され，原子炉安定停止状態が確立される。 

 

 

 

 

添付資料 2.3.1.4  

安定状態について（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ） 

 

「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」時の安定状態については以下

のとおり。 

原子炉安定停止状態：事象発生後，設計基準事故対処設備及び

重大事故等対処設備を用いた炉心冷却

により，炉心冠水が維持でき，また，冷

却のための設備がその後も機能維持で

きると判断され，かつ，必要な要員の不

足や資源の枯渇等のあらかじめ想定さ

れる事象悪化のおそれがない場合，安定

停止状態が確立されたものとする。 

 

原子炉格納容器安定状態：炉心冠水後に，設計基準事故対処設

備及び重大事故等対処設備を用いた

原子炉格納容器除熱機能（格納容器

フィルタベント系，残留熱除去系又

は残留熱代替除去系）により，格納

容器圧力及び温度が安定又は低下傾

向に転じ，また，原子炉格納容器除

熱のための設備がその後も機能維持

できると判断され，かつ，必要な要

員の不足や資源の枯渇等のあらかじ

め想定される事象悪化のおそれがな

い場合，安定状態が確立されたもの

とする。 

【安定状態の確立について】 

原子炉安定停止状態の確立について 

原子炉隔離時冷却系による原子炉注水により炉心が冠水し，炉

心の冷却が維持される。そして，事象発生から８時間後に原子

炉減圧し，その後，逃がし安全弁を開維持することで，低圧原

子炉代替注水系（可搬型）による注水継続により，引き続き炉

心冠水が維持され，原子炉安定停止状態が確立される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，耐圧強

化ベントを自主設備と

して位置付けている。 

（以降，同様な相違につ

いては記載省略） 

 

 

 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，Ｓ／Ｃ

水温上昇に伴い原子炉

隔離時冷却系の運転継

続ができなくなる前の

事象発生８時間後より
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原子炉格納容器安定状態の確立について 

炉心冷却を継続し，事象発生から約 16 時間後に格納容器圧力

逃がし装置等による原子炉格納容器除熱を開始し，常設代替交

流電源設備による交流電源の供給を開始後に代替原子炉補機冷

却系を介した残留熱除去系による原子炉格納容器除熱を開始す

ることで，格納容器圧力及び温度は安定又は低下傾向になり，

格納容器温度は 150℃を下回るとともに，ドライウェル温度は，

低圧注水継続のための逃がし安全弁の機能維持が確認されてい

る 126℃を下回り，原子炉格納容器安定状態が確立される。 

なお,除熱機能として格納容器圧力逃がし装置等を使用するが，

実効線量は約 4.9×10-2mSv 以下となり，燃料被覆管破裂は発生

しないため,周辺の公衆に対して著しい放射線被ばくのリスク

を与えることはなく，敷地境界での実効線量評価は 5mSv を十

分に下回る。 

また，重大事故等対策時に必要な要員は確保可能であり，また，

必要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

【安定状態の維持について】 

上記の炉心損傷防止対策を継続することにより安定状態を維持

できる。 

また，残留熱除去系機能を維持し，除熱を行うことによって，

安定状態維持が可能となる。 

（添付資料 2.1.1 別紙 1 参照） 

格納容器安定状態の確立について 

炉心冷却を継続し，常設代替高圧電源装置による交流動力電源

の供給開始後に残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び

残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）による格納容

器除熱を実施することで，格納容器圧力及び雰囲気温度は安定

※又は低下傾向となる。格納容器雰囲気温度は 150℃を下回ると

ともに，ドライウェル雰囲気温度は，低圧注水継続のための逃

がし安全弁の機能維持が確認されている 126℃を上回ることは

なく，格納容器安定状態が確立される。 

なお，残留熱除去系による格納容器除熱開始後の原子炉注水は，

残留熱除去系（低圧注水系）にて実施する。 

また，重大事故等対策時に必要な要員は確保可能であり，必

要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

※ 残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）に切り

替えると，原子炉圧力容器からの放熱の影響によりドラ

イウェル雰囲気温度は僅かに上昇傾向となる。ただし，

残留熱除去系による格納容器除熱は確立しており，長期

的には減圧後の原子炉圧力容器温度（100℃程度）より若

干低い温度で平衡状態となることから，この状態も含め

安定傾向とする。 

【安定状態の維持について】 

上記の炉心損傷防止対策を継続することにより安定状態を維

持できる。 

また，残留熱除去系の機能を維持し除熱を継続することで，

安定状態の維持が可能となる。 

（添付資料 2.1.2 別紙 1） 

原子炉格納容器安定状態の確立について 

炉心冷却を継続し，常設代替交流電源設備による交流電源の供

給を開始後に残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱

除去系（サプレッション・プール水冷却モード）による原子炉

格納容器除熱を実施することで，格納容器圧力及び温度は安定

※又は低下傾向となり，格納容器温度は 150℃を下回るととも

に，ドライウェル温度は，低圧注水継続のための逃がし安全弁

の機能維持が確認されている 126℃を下回り，原子炉格納容器

安定状態が確立される。 

なお，残留熱除去系による原子炉格納容器除熱開始後の原子炉

注水は，残留熱除去系（低圧注水モード）にて実施する。 

また，重大事故等対策時に必要な要員は確保可能であり，また，

必要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

※ 残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）

に切り替えると，原子炉圧力容器からの放熱の影響によ

りドライウェル温度はわずかに上昇傾向となる。ただし，

残留熱除去系による原子炉格納容器除熱は確立してお

り，長期的には減圧後の原子炉圧力容器温度より低い温

度（100℃程度）で平衡状態となることから，この状態も

含め安定傾向とする。

【安定状態の維持について】 

上記の炉心損傷防止対策を継続することにより安定状態を維持

できる。 

また，残留熱除去系の機能を維持し，除熱を継続することで，

安定状態の維持が可能となる。 

（添付資料 2.1.1 別紙１参照） 

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器

除熱実施前に格納容器

ベントの実施基準に到

達しないため格納容器

ベントを実施しない。 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器

除熱実施前に格納容器

ベントの実施基準に到

達しないため格納容器

ベントを実施しない。 

・解析結果の相違

【東海第二】
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添
付
資
料

2.
3
.
1.
7 

7
日
間
に
お
け
る
水
源
の
対
応
に
つ
い
て
（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外

部
電
源
喪
失
＋
D
G
喪
失
））

 

 

添付資料 2.3.1.6 

 

7 日間における水源の対応について 

（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

1. 水源に関する評価 

① 淡水源（有効水量） 

・西側淡水貯水設備：約 4,300m３ 

 

2. 水使用パターン 

① 可搬型代替注水中型ポンプを用いた低圧代替注水系（可搬

型）による原子炉注水 

事象発生 8 時間 1 分後，西側淡水貯水設備を水源とした可

搬型代替注水中型ポンプを用いた低圧代替注水系（可搬型）

による原子炉注水を実施する。 

炉心冠水後は，原子炉水位高（レベル８）設定点から原子

炉水位低（レベル３）設定点の範囲で注水する。 

交流動力電源が復旧した後，可搬型代替注水中型ポンプを

用いた低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水を停止す

る。 

② 可搬型代替注水中型ポンプを用いた代替格納容器スプレイ

冷却系（可搬型）による格納容器冷却 

格納容器圧力が 0.279MPa[gage]に到達する事象発生約 13

時間後，西側淡水貯水設備を水源とした可搬型代替注水中型

ポンプを用いた格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却を実施する。 

交流動力電源が復旧した後，可搬型代替注水中型ポンプを

用いた代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容

器冷却を停止する。 

 

3. 時間評価 

事象発生から可搬型代替注水中型ポンプを用いた低圧代替注

水系（可搬型）による原子炉注水が開始されるまでは，原子炉

隔離時冷却系により原子炉注水を実施するため，西側淡水貯水

設備の水量は減少しない。 
添
付
資
料

2.
3
.1
.
6 

７
日
間
に
お
け
る
水
源
の
対
応
に
つ
い
て
（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

（
長
期
Ｔ
Ｂ
）
）
 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系の水源に

Ｓ／Ｃ水源を使用。 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，事象発

生後から必要な可搬型

設備を準備し，使用する

ことを想定。 
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事象発生 8時間 1分以降は，可搬型代替注水中型ポンプを用

いた低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水等を実施する

ため，西側淡水貯水設備の水量は減少する。 

交流動力電源が復旧する事象発生 24 時間以降は，残留熱除去

系による原子炉注水等を実施し，可搬型代替注水中型ポンプを

用いた低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水等を停止す

るため，西側淡水貯水設備の水量の減少は停止する。 

この間の西側淡水貯水設備の使用水量は合計約 2,130m３であ

る。 

 

第 1図 外部水源による積算注水量 

（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

 

4. 水源評価結果 

時間評価の結果から，7日間の対応において合計約 2,130m３

の水が必要となるが，西側淡水貯水設備に約 4,300m３の水を保

有することから必要水量を確保している。このため，安定して

冷却を継続することが可能である。 
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.
1.
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7
日
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に
お
け
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燃
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対
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交
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動
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電
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D
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添付資料 2.3.1.7 

 

7 日間における燃料の対応について 

（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

 

保守的に全ての設備が，事象発生直後から 7 日間燃料を消費す

るものとして評価する。 

 

添付資料 2.3.1.7 

  

７日間における燃料の対応について 

（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

 

保守的にすべての設備が，事象発生直後から７日間燃料を消費

するものとして評価する。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可

能となる原子炉補機冷

却系に期待している。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，緊急時

対策所用発電機用の燃

料タンクを有している。

また，モニタリングポス

トは非常用交流電源設

備又は常設代替交流電

源設備による電源供給

が可能である。 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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添付資料 2.3.1.8 

常設代替交流電源設備の負荷 

（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

 

 

 
 

添付資料 2.3.1.8 

常設代替交流電源設備の負荷 

（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

 
常設代替交流電源設備の負荷積算イメージ 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

常設代替交流電源設

備から電源供給が必要

となる負荷の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主要負荷リスト 

電源設備：ガスタービン発電機   定格出力：4,800kW 

起動 

順序 
主要機器 

負荷容量

(kW) 

負荷起動時の 

最大負荷容量

(kW) 

定常時の 

最大負荷容量

(kW) 

① ガスタービン発電機付帯設備 約 111 約 300 約 111 

② 
充電器，非常用照明，非常用ガス処理系，

モニタリング・ポスト他（自動投入負荷） 
約 877 約 1,116 約 988 

③ Ｂ－原子炉補機冷却水ポンプ 約 360 約 1,489 約 1,348 

④ Ｄ－原子炉補機冷却水ポンプ 約 360 約 1,849 約 1,708 

⑤ Ｂ－原子炉補機海水ポンプ 約 410 約 2,303 約 2,118 

⑥ Ｄ－原子炉補機海水ポンプ 約 410 約 2,689 約 2,528 

⑦ Ｃ－残留熱除去ポンプ 約 560 約 3,471 約 3,088 

⑧ Ｂ－残留熱除去ポンプ 約 560 約 4,052 約 3,648 

⑨ Ｂ－中央制御室送風機 約 180 約 4,043 約 3,828 

⑩ Ｂ－中央制御室非常用再循環送風機 約 30 約 3,920 約 3,858 

⑪ Ｂ－中央制御室冷凍機 約 300 約 4,360 約 4,158 

⑫ Ｂ－燃料プール冷却水ポンプ 約 110 約 4,333 約 4,268 

※電源復旧後起動が想定される機器 

 

2.3-130



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
常
設

代
替
交
流
電
源
設
備
の
負
荷
（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
D
G
喪
失
））

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3-131



 

まとめ資料比較表 〔有効性評価 2.3.2 全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

2.3.2 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失

敗 

2.3.2.1 事故シーケンスグループの特徴，炉心損傷防止対策 

(1) 事故シーケンスグループ内の事故シーケンス

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗」に含まれる事故シーケンスは，

「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」に示すとおり，

「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失

敗（RCIC 本体の機能喪失）」である。 

(2) 事故シーケンスグループの特徴及び炉心損傷防止対策の基

本的考え方 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗」では，全交流動力電源喪失と

同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失することを想定する。

このため，逃がし安全弁による圧力制御に伴う蒸気流出によ

り原子炉圧力容器内の保有水量が減少し，原子炉水位が低下

することから，緩和措置がとられない場合には，原子炉水位

の低下により炉心が露出し，炉心損傷に至る。 

本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した

状態において，唯一の原子炉注水手段である原子炉隔離時冷

却系が機能喪失したことによって炉心損傷に至る事故シーケ

ンスグループである。このため，重大事故等対策の有効性評

価には，直流電源及び交流電源の電源供給機能に加えて高圧

注水機能に対する重大事故等対処設備に期待することが考え

られる。 

2.3.2 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ） 

2.3.2.1 事故シーケンスグループの特徴，炉心損傷防止対策 

(1) 事故シーケンスグループ内の事故シーケンス

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」に含まれる事故シーケンスは，「1.2 評価対象の整理

及び評価項目の設定」に示すとおり，①「外部電源喪失＋直流

電源失敗※＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」，②「外部電源喪

失＋ＤＧ失敗＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＵ）」及び③「サポー

ト系喪失（直流電源故障）（外部電源喪失）＋ＤＧ失敗＋高圧

炉心冷却失敗（ＴＢＵ）」である。 

※ 直流電源失敗により非常用ディーゼル発電機の起動ができ

なくなる。 

(2) 事故シーケンスグループの特徴及び炉心損傷防止対策の基本

的考え方 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」では，全交流動力電源喪失と同時に直流電源喪失又は

原子炉隔離時冷却系の故障が発生することを想定する。このた

め，原子炉隔離時冷却系が機能喪失して原子炉注水ができず，

逃がし安全弁による圧力制御に伴う蒸気流出により原子炉圧力

容器内の保有水量が減少し，原子炉水位が低下することから，

緩和措置がとられない場合には，原子炉水位の低下により炉心

が露出し，炉心損傷に至る。 

本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した状

態において，直流電源喪失又は機器故障により唯一の原子炉注

水手段である原子炉隔離時冷却系が機能喪失したことによって

炉心損傷に至る事故シーケンスグループである。このため，重

大事故等対策の有効性評価には，直流電源及び交流電源の電源

供給機能に加えて高圧注水機能に対する重大事故等対処設備に

期待することが考えられる。 

2.3.2 全交流動力電源喪失（ＴＢＵ） 

2.3.2.1 事故シーケンスグループの特徴，炉心損傷防止対策 

(1) 事故シーケンスグループ内の事故シーケンス

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」

に含まれる事故シーケンスは,「1.2 評価対象の整理及び評

価項目の設定」に示すとおり,「外部電源喪失＋交流電源（Ｄ

Ｇ－Ａ，Ｂ）失敗＋高圧炉心冷却失敗」である。 

(2) 事故シーケンスグループの特徴及び炉心損傷防止対策の基

本的考え方 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」

では，全交流動力電源喪失と同時に原子炉隔離時冷却系が機

能喪失することを想定する。このため，逃がし安全弁による

圧力制御に伴う蒸気流出により原子炉圧力容器内の保有水量

が減少し，原子炉水位が低下することから，緩和措置がとら

れない場合には，原子炉水位の低下により炉心が露出し，炉

心損傷に至る。 

本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した

状態において，唯一の原子炉注水手段である原子炉隔離時冷

却系が機能喪失したことによって炉心損傷に至る事故シーケ

ンスグループである。このため，重大事故等対策の有効性評

価には，直流電源及び交流電源の電源供給機能に加えて高圧

注水機能に対する重大事故等対処設備に期待することが考え

られる。 

・シーケンス選定の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・シーケンス選定の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・シーケンス選定の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

東海第二では，ＴＢＤ

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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したがって，本事故シーケンスグループでは，常設代替直

流電源設備から電源を給電した高圧代替注水系による原子炉

注水によって 24 時間後まで炉心を冷却し，常設代替交流電

源設備による給電及び残留熱除去系（低圧注水モード），低圧

代替注水系（常設）による注水の準備が完了したところで，

逃がし安全弁の手動開操作により原子炉を減圧し，原子炉減

圧後に残留熱除去系（低圧注水モード）により炉心を冷却す

ることによって炉心損傷の防止を図る。 

 

 

 

 

 

また，代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（格納

容器スプレイ冷却モード），格納容器圧力逃がし装置及び耐圧

強化ベント系による原子炉格納容器除熱を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

したがって，本事故シーケンスグループでは，常設代替直流

電源設備から電源を給電した高圧代替注水系による原子炉注水

によって事象発生約8時間後まで，その後低圧代替注水系（可搬

型）による注水の準備が完了したところで逃がし安全弁の手動

開操作により原子炉を減圧し，原子炉減圧後に低圧代替注水系

（可搬型）による原子炉注水によって事象発生約24時間後まで

炉心を冷却し，常設代替交流電源設備による給電後に残留熱除

去系（低圧注水系）により炉心を冷却することによって炉心損

傷の防止を図る。 

 

 

 

 

また，残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び残留熱

除去系（サプレッション・プール冷却系）による格納容器除熱

を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

したがって，本事故シーケンスグループでは，常設代替直

流電源設備から電源を給電した高圧原子炉代替注水系による

原子炉注水によって事象発生約8.3時間後まで炉心を冷却し，

その後，逃がし安全弁の手動開操作により原子炉を減圧し，

原子炉減圧後に低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子

炉注水によって事象発生24時間30分後まで炉心を冷却し，常

設代替交流電源設備による給電後に残留熱除去系（低圧注水

モード）により炉心を冷却することによって炉心損傷の防止

を図る。 

 

 

 

 

また，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格

納容器冷却並びに残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）によ

る原子炉格納容器除熱を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな
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(3) 炉心損傷防止対策 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗」における機能喪失に対して，

炉心が著しい損傷に至ることなく，かつ，十分な冷却を可能

とするため，初期の対策として高圧代替注水系による原子炉

注水手段を整備し，安定状態に向けた対策として，逃がし安

全弁を開維持することで，低圧代替注水系（常設）による炉

心冷却を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，原子炉格納容器の健全性を維持するため，安定状態

に向けた対策として代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除

去系（格納容器スプレイ冷却モード），格納容器圧力逃がし装

置等による原子炉格納容器除熱手段を整備する。これらの対

策の概略系統図を第 2.3.2.1 図から第 2.3.2.4 図に，手順の

 

 

 

(3) 炉心損傷防止対策 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」における機能喪失に対して，炉心が著しい損傷に至る

ことなく，かつ，十分な冷却を可能とするため，初期の対策と

して高圧代替注水系，低圧代替注水系（可搬型）及び逃がし安

全弁（自動減圧機能）による原子炉注水手段を整備し，安定状

態に向けた対策として，逃がし安全弁（自動減圧機能）を開維

持することで，低圧代替注水系（可搬型）による炉心冷却を継

続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，格納容器の健全性を維持するため，安定状態に向けた

対策として代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納

容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）

及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）による格

納容器除熱手段を整備する。これらの対策の概略系統図を第

 

 

  

 (3) 炉心損傷防止対策 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」

における機能喪失に対して，炉心が著しい損傷に至ることな

く，かつ，十分な冷却を可能とするため，初期の対策として

高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系（可搬型）及

び逃がし安全弁（自動減圧機能付き）による原子炉注水手段

を整備し，安定状態に向けた対策として，逃がし安全弁（自

動減圧機能付き）を開維持することで，残留熱除去系（低圧

注水モード）による炉心冷却を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，原子炉格納容器の健全性を維持するため，安定状態

に向けた対策として格納容器代替スプレイ系（可搬型）によ

る原子炉格納容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器冷

却モード）及び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷

却モード）による原子炉格納容器除熱手段を整備する。これ

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，安定状

態に向けた対策として，

残留熱除去系により原子

炉注水を実施する。 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

2.3-134



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

概要を第 2.3.2.5 図に示すとともに，重大事故等対策の概要

を以下に示す。また，重大事故等対策における設備と操作手

順の関係を第 2.3.2.1 表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスにおい

て，事象発生 10時間までの 6号及び 7号炉同時の重大事故等

対策に必要な要員は，中央制御室の運転員及び緊急時対策要

員で構成され，合計 28 名である。その内訳は次のとおりであ

る。中央制御室の運転員は，当直長 1 名（6 号及び 7 号炉兼

任），当直副長 2名，運転操作対応を行う運転員 12名である。

発電所構内に常駐している要員のうち，通報連絡等を行う緊

急時対策本部要員は 5 名，緊急時対策要員（現場）は 8 名で

ある。 

また，事象発生 10 時間以降に追加で必要な要員は，代替原

子炉補機冷却系作業等を行うための参集要員 46名である。必

要な要員と作業項目について第 2.3.2.6 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2－1 図に，手順の概要を第2.3.2－2 図に示すとともに，

重大事故等対策の概要を以下に示す。また，重大事故等対策に

おける設備と操作手順の関係を第2.3.2－1 表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスにおいて，

事象発生2時間までの重大事故等対策に必要な要員は，災害対策

要員（初動）24 名である。その内訳は次のとおりである。中央

制御室の運転員は，当直発電長1 名，当直副発電長1 名及び運

転操作対応を行う当直運転員5 名である。発電所構内に常駐し

ている要員のうち，通報連絡等を行う要員は4 名，現場操作を

行う重大事故等対応要員は13 名である。 

 

 

また，事象発生2 時間以降に追加で必要な参集要員は，タン

クローリによる燃料給油操作を行うための重大事故等対応要員

2 名，低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水の調整操作

を行うための重大事故等対応要員2 名並びに代替格納容器スプ

レイ冷却系（可搬型）による格納容器スプレイの系統構成操作

及び流量調整操作を行うための重大事故等対応要員2 名であ

る。必要な要員と作業項目について第2.3.2－3 図に示す。 

 

 

 

なお，重要事故シーケンス以外の事故シーケンスについては，

作業項目を重要事故シーケンスと比較し，必要な要員数を確認

らの対策の概略系統図を第2.3.2.1－1(1)図から第2.3.2.1－

1(3)図に，手順の概要を第2.3.2.1－2図に示すとともに，重

大事故等対策の概要を以下に示す。また，重大事故等対策に

おける設備と操作手順の関係を第2.3.2.1－1表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスにおい

て，重大事故等対策に必要な要員は，中央制御室の運転員及

び緊急時対策要員で構成され，合計31名である。その内訳は

次のとおりである。中央制御室の運転員は，当直長１名，当

直副長１名，運転操作対応を行う運転員５名である。発電所

構内に常駐している要員のうち，通報連絡等を行う緊急時対

策本部要員は５名，緊急時対策本部要員（現場）は19名であ

る。 

 

必要な要員と作業項目について第2.3.2.1－3図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必要

な作業を常駐要員により

実施可能である。 

・運用及び設備設計の 

相違 

【柏崎 6/7】 

プラント基数，設備設

計及び運用の違いにより

必要要員数は異なるが，

タイムチャートにより要

員の充足性を確認してい

る。なお，これら要員 31

名は夜間・休日を含め発

電所に常駐している要員

である 

・シーケンス選定の相違

【東海第二】 
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a. 全交流動力電源喪失及び原子炉スクラム確認 

外部電源が喪失するとともに，全ての非常用ディーゼル

発電機が機能喪失する。これにより所内高圧系統（6.9kV）

の母線が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。 

全交流動力電源喪失の発生により原子炉がスクラムした

ことを確認する。同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失し，

設計基準事故対処設備の注水機能を全て喪失する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した結果，災害対策要員（初動）24 名で対処可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．全交流動力電源喪失及び原子炉スクラム確認※１ 

外部電源が喪失するとともに，全ての非常用ディーゼル発電

機等が機能喪失※２する。これにより所内高圧系統（6.9kV）の

母線が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。 

全交流動力電源喪失の発生により原子炉がスクラムする。同

時に直流電源が機能喪失し，これによって原子炉隔離時冷却系

が機能喪失することで，設計基準事故対処設備の注水機能を全

て喪失する。また，全交流動力電源喪失の確認より，低圧代替

注水系（可搬型）の準備を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 直流電源喪失時には平均出力領域計装等による原子炉スク

ラムの確認はできないが，直流電源が失われることで，ス

クラムパイロット電磁弁が無励磁となるため原子炉のスク

ラムに至る。また，原子炉スクラムに失敗している場合に

は逃がし安全弁によるサプレッション・チェンバへの蒸気

放出が頻繁に発生するため，その動作状況から原子炉スク

ラム失敗を推定できるものと考える。 

※2 本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスは

「2.3.2.2炉心損傷防止対策の有効性評価」のとおり，「外

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．全交流動力電源喪失及び原子炉スクラム確認 

外部電源が喪失するとともに，すべての非常用ディーゼ

ル発電機等が機能喪失する。これにより非常用高圧母線

（6.9kV）が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。 

全交流動力電源喪失の発生により原子炉がスクラムした

ことを確認する。同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失し，

設計基準事故対処設備の注水機能をすべて喪失する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海第二では，本事故

シーケンスグループ内の

事故シーケンスが複数あ

るため，その他の事故シ

ーケンスに関する要員の

充足性を確認。島根２号

炉及び柏崎 6/7 は重要事

故シーケンス以外の事故

シーケンスはないため記

載なし。 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展
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原子炉のスクラムを確認するために必要な計装設備は，

平均出力領域モニタ等である。 

原子炉隔離時冷却系の機能喪失を確認するために必要な

計装設備は，原子炉隔離時冷却系系統流量計である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 高圧代替注水系による原子炉注水 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下するが，中央制御

室からの遠隔操作によって高圧代替注水系を手動起動し，

原子炉注水を開始することにより，原子炉水位が回復する。 

 

原子炉水位回復後は，運転員による高圧代替注水系の蒸

気入口弁の手動開閉操作によって炉心を冠水維持可能な範

囲に制御する。なお，原子炉水位の制御に必要な弁の電源

は常設代替直流電源設備から供給される。事象発生から 24 

時間にわたって常設代替直流電源設備により直流電源の供

給は可能である。 

高圧代替注水系による原子炉注水を確認するために必要

な計装設備は，原子炉水位，高圧代替注水系系統流量等で

ある。 

部電源喪失＋直流電源失敗＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」

であるが，直流電源喪失により非常用ディーゼル発電機を

起動できなくなり，高圧炉心冷却失敗として高圧炉心スプ

レイ系ディーゼル発電機の故障も想定することから，「外

部電源喪失＋直流電源失敗＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」

により，必然的に全交流動力電源喪失となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．高圧代替注水系による原子炉注水 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下するが，中央制御室か

らの遠隔操作によって高圧代替注水系を手動起動し，原子炉注

水を開始することにより，原子炉水位が回復する。 

 

原子炉水位回復後は，運転員による高圧代替注水系蒸気供給

弁の手動開閉操作によって炉心を冠水維持可能な範囲に制御す

る。なお，原子炉水位の制御に必要な弁の電源は常設代替直流

電源設備から供給される。事象発生から24 時間にわたって常設

代替直流電源設備により直流電源の供給は可能である。 

 

高圧代替注水系による原子炉注水を確認するために必要な計

装設備は，原子炉水位（ＳＡ広帯域），高圧代替注水系系統流

量等である。 

 

 

 

 

 

 

原子炉のスクラムを確認するために必要な計装設備は，

平均出力領域計装である。 

原子炉隔離時冷却系の機能喪失を確認するために必要な

計装設備は，原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．高圧原子炉代替注水系による原子炉注水 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下するが，中央制御

室からの遠隔操作によって高圧原子炉代替注水系を手動起

動し，原子炉注水を開始することにより，原子炉水位が回

復する。 

原子炉水位回復後は，運転員による高圧原子炉代替注水

系の蒸気入口弁の手動開閉操作によって炉心を冠水維持可

能な範囲に制御する。なお，原子炉水位の制御に必要な弁

の電源は常設代替直流電源設備から供給される。事象発生

から24時間にわたって常設代替直流電源設備により直流電

源の供給は可能である。 

高圧原子炉代替注水系による原子炉注水を確認するため

に必要な計装設備は，原子炉水位（広帯域）及び高圧原子

炉代替注水流量等である。 

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，中性子

源領域計装（ＳＲＭ）及

び中間領域計装（ＩＲ

Ｍ），柏崎 6/7 は起動領域

モニタ（ＳＲＮＭ）を採

用している。柏崎 6/7 は，

運転時挿入されているＳ

ＲＮＭにより確認が可能

な設備として，等を記載

しているが，島根２号炉

は，ＳＲＭ及びＩＲＭが

運転時引き抜きのため，

平均出力領域計装（ＡＰ

ＲＭ）により確認するこ

ととしている。 
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c. 早期の電源回復不能判断及び対応準備 

早期の電源回復不能判断及び対応準備については，

「2.3.1.1(3)c. 早期の電源回復不能判断及び対応準備」と

同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．早期の電源回復不能判断及び対応準備 

直流電源喪失により各種制御電源を喪失し，中央制御室から

の電源回復が困難となるため，早期の交流電源回復不可と判断

する。これにより，常設代替交流電源設備の準備を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備については，

「2.3.1.1(3)ｅ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水

準備」と同じ。 

 

ｅ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧については，「2.3.1.1(3)

ｆ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧」と同じ。 

 

 

ｆ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水については，

ｃ．早期の電源回復不能判断及び対応準備 

早期の電源回復不能判断及び対応準備については，

「2.3.1.1(3)c.早期の電源回復不能判断及び対応準備」と

同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ．直流電源切替え 

直流電源の枯渇を防止するため，事象発生から8.5時間経

過するまでに現場にて不要な負荷の切離し及び所内常設蓄

電式直流電源設備切替え操作（Ｂ－115V系蓄電池からＢ１

－115V系蓄電池（ＳＡ））を実施することにより24時間に

わたって直流電源の供給を行う。所内常設蓄電式直流電源

設備切替え操作（Ｂ－115V系蓄電池からＢ１－115V系蓄電

池（ＳＡ））を実施する前に，計装設備の直流電源切替え

操作（Ｂ－115V系蓄電池からＳＡ用115V系蓄電池）を実施

する。また，逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作を実

施する前に，逃がし安全弁用直流電源切替え操作を実施す

る。 

 

ｅ．低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備

については「2.3.1.1(3)e.低圧原子炉代替注水系（可搬型）

による原子炉注水準備」と同じ。 

 

ｆ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧については，

「2.3.1.1(3)f.逃がし安全弁による原子炉急速減圧」と同

じ。 

 

ｇ．低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水につ

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，直流電

源切替え操作を記載。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，直流電

源切替え時，計装設備の

電源及び逃がし安全弁の

電源を確保するために蓄

電池を切替える。 
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d. 格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱 

格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱に

ついては，「2.3.1.1(3)e. 格納容器圧力逃がし装置等によ

る原子炉格納容器除熱」と同じ。 

 

 

 

 

 

e. 逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧については，

「2.3.1.1(3)f. 逃がし安全弁による原子炉急速減圧」と同

じ。 

 

f. 残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水 

残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水につ

いては，「2.3.1.1(3)g. 残留熱除去系（低圧注水モード）

による原子炉注水」と同じ。 

 

 

g. 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）による原子

炉格納容器除 

熱残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）による

原子炉格納容器除熱については，「2.3.1.1(3)h. 残留熱除

去系（格納容器スプレイ冷却モード）による原子炉格納容

器除熱」と同じ。 

 

 

「2.3.1.1(3)ｇ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水」

と同じ。 

 

ｇ．代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却 

 

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却

については，「2.3.1.1(3)ｈ．代替格納容器スプレイ冷却系（可

搬型）による格納容器冷却」と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｈ．残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水 

残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水については，

「2.3.1.1(3)ｉ．残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注

水」と同じ。 

 

 

ｉ．残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除

熱 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除

熱については，「2.3.1.1(3)ｊ．残留熱除去系（格納容器スプ

レイ冷却系）による格納容器除熱」と同じ。 

いては，「2.3.1.1(3)g.低圧原子炉代替注水系（可搬型）

による原子炉注水」と同じ。 

 

ｈ．格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器冷却 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器冷却については，「2.3.1.1(3)ｈ.格納容器代替スプレイ

系（可搬型）による原子炉格納容器冷却」と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｉ．残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納

容器除熱 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納

容器除熱については，「2.3.1.1(3)ｉ.残留熱除去系（格納

容器冷却モード）による原子炉格納容器除熱」と同じ。 

 

j．残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水 

残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水につ

いては，「2.3.1.1(3)j.残留熱除去系（低圧注水モード）

による原子炉注水」と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 減圧タイミングの相

違。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先す

る。 
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h. 低圧代替注水系（常設）による原子炉注水 

低圧代替注水系（常設）による原子炉注水については，

「2.3.1.1(3)i.低圧代替注水系（常設）による原子炉注水」

と同じ。 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

実施する。 

2.3.2.2 炉心損傷防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本事故シーケンスグループを評価する上で選定した重要事

故シーケンスは，「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」

に示すとおり，外部電源喪失を起因事象とし，全ての非常用

ディーゼル発電機を喪失することで原子炉隔離時冷却系を除

く注水機能を喪失し，その上，原子炉隔離時冷却系を喪失し，

全ての注水機能を喪失する「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗（RCIC 本体の機能喪失）」であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本重要事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒

表面熱伝達，気液熱非平衡，沸騰遷移，燃料被覆管酸化，燃

料被覆管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・

対向流，三次元効果，原子炉圧力容器における沸騰・凝縮・

ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向流，冷却材放出（臨

界流・差圧流），ECCS 注水（給水系・代替注水設備含む）並

びに原子炉格納容器における格納容器各領域間の流動，構造

材との熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達，スプレイ

冷却，格納容器ベント，サプレッション・プール冷却が重要

現象となる。よって，これらの現象を適切に評価することが

2.3.2.2 炉心損傷防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本事故シーケンスグループを評価する上で選定した重要事故

シーケンスは「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」に示

すとおり，外部電源喪失を起因事象とし，直流電源を喪失する

こと及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機の故障により全

ての非常用ディーゼル発電機等及び全ての注水機能を喪失する

「外部電源喪失＋直流電源失敗＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」

である。加えて，評価上，非常用ディーゼル発電機等及び原子

炉隔離時冷却系の機能喪失（本体故障）を想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本重要事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒表

面熱伝達，気液熱非平衡，沸騰遷移，燃料被覆管酸化，燃料被

覆管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向

流及び三次元効果，原子炉圧力容器における沸騰・凝縮・ボイ

ド率変化，気液分離（水位変化）・対向流，冷却材放出（臨界

流・差圧流）及びＥＣＣＳ注水（給水系・代替注水設備含む）

並びに格納容器における格納容器各領域間の流動，構造材との

熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達，スプレイ冷却及び

サプレッション・プール冷却が重要現象となる。よって，これ

らの現象を適切に評価することが可能である長期間熱水力過渡

2.3.2.2 炉心損傷防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本事故シーケンスグループを評価するうえで選定した重要

事故シーケンスは,「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設

定」に示すとおり,外部電源喪失を起因事象とし，すべての非

常用ディーゼル発電機等を喪失することで原子炉隔離時冷却

系を除く注水機能を喪失し，そのうえ，原子炉隔離時冷却系

の機能喪失（本体故障）を想定し，すべての注水機能を喪失

する「外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）失敗＋高圧

炉心冷却失敗」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本重要事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒

表面熱伝達，気液熱非平衡，沸騰遷移，燃料被覆管酸化，燃

料被覆管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・

対向流，三次元効果，原子炉圧力容器における沸騰・凝縮・

ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向流，冷却材放出（臨

界流・差圧流）及びＥＣＣＳ注水（給水系・代替注水設備含

む）並びに原子炉格納容器における格納容器各領域間の流動，

構造材との熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達，スプ

レイ冷却及びサプレッション・プール冷却が重要現象となる。

よって，これらの現象を適切に評価することが可能である長

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 
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可能である長期間熱水力過渡変化解析コード SAFER，シビア

アクシデント総合解析コード MAAP により原子炉圧力，原子

炉水位，燃料被覆管温度，格納容器圧力，格納容器温度等の

過渡応答を求める。 

 

 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範

囲として，本重要事故シーケンスにおける運転員等操作時間

に与える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び

操作時間余裕を評価する。 

 

(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解

析条件を第 2.3.2.2 表に示す。また，主要な解析条件につい

て，本重要事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

a. 事故条件 

 (a) 起因事象 

起因事象として，送電系統又は所内主発電設備の故障

等によって，外部電源を喪失するものとする。 

(b) 安全機能の喪失に対する仮定 

全ての非常用ディーゼル発電機の機能喪失を想定し，

全交流動力電源を喪失するものとする。さらに，原子炉

隔離時冷却系についても機能喪失するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

変化解析コードＳＡＦＥＲ及びシビアアクシデント総合解析コ

ードＭＡＡＰにより原子炉圧力，原子炉水位，燃料被覆管温度，

格納容器圧力，格納容器雰囲気温度等の過渡応答を求める。 

 

 

 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲

として，本重要事故シーケンスにおける運転員等操作時間に与

える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び操作時

間余裕を評価する。 

 

(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解析

条件を第2.3.2－2 表に示す。また，主要な解析条件について，

本重要事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

ａ．事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，送電系統又は所内主発電設備の故障等によ

って，外部電源を喪失するものとする。 

(b) 安全機能の喪失に対する仮定 

125V 系蓄電池Ａ系及び125V 系蓄電池Ｂ系並びに高圧炉心ス

プレイ系ディーゼル発電機が機能喪失するものとする。これら

により，非常用ディーゼル発電機等及び直流電源を制御電源と

している原子炉隔離時冷却系が機能喪失するものとする。また，

非常用ディーゼル発電機等及び原子炉隔離時冷却系の本体故障

を想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

期間熱水力過渡変化解析コードＳＡＦＥＲ及びシビアアクシ

デント総合解析コードＭＡＡＰにより原子炉圧力，原子炉水

位，燃料被覆管温度，格納容器圧力，格納容器温度等の過渡

応答を求める。 

 

 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範

囲として，本重要事故シーケンスにおける運転員等操作時間

に与える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び

操作時間余裕を評価する。 

 

(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解

析条件を第2.3.2.2－1表に示す。また，主要な解析条件につ

いて，本重要事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

ａ．事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，送電系統又は所内主発電設備の故障

等によって，外部電源を喪失するものとする。 

(b) 安全機能の喪失に対する仮定 

すべての非常用ディーゼル発電機等の機能喪失を想定

し，全交流動力電源を喪失するものとする。さらに，原

子炉隔離時冷却系についても機能喪失するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

解析条件の相違による

重要現象の対象の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 
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外部電源は使用できないものと仮定する。起因事象と

して，外部電源を喪失するものとしている。 

b. 重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは，タービン蒸気加減弁急速閉信号に

よるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 高圧代替注水系 

運転員による高圧代替注水系の蒸気入口弁の遠隔での

手動開閉操作によって注水する。本評価では設計値であ

る 182m3/h （ 8.12MPa[dif] に お い て ） ～ 114m3/h

（1.03MPa[dif]において）に対し，保守的に 20%減の流

量で注水するものとする。 

 

(c) 逃がし安全弁 

逃がし安全弁の逃がし弁機能にて，原子炉冷却材圧力

バウンダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。 

 

 

 

また，原子炉減圧には自動減圧機能付き逃がし安全弁（2

個）を使用するものとし，容量として，1 個あたり定格

主蒸気流量の約 5%を処理するものとする。 

 

 

 

 

 

外部電源は使用できないものと仮定する。起因事象として，

外部電源を喪失するものとしている。 

ｂ．重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは，原子炉水位低（レベル３）信号によるも

のとする。 

原子炉水位低下を厳しくする観点で，外部電源喪失に伴うタ

ービン蒸気加減弁急閉信号及び原子炉保護系電源喪失による原

子炉スクラムについては保守的に期待しないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 高圧代替注水系 

運転員による高圧代替注水系蒸気供給弁の遠隔での手動開閉

操作によって注水する。本評価では設計値である136.7m３／h

（7.86MPa［gage］～1.04MPa［gage］において）の流量で注水

するものとする。 

 

 

(c) 逃がし安全弁 

逃がし安全弁（安全弁機能）にて，原子炉冷却材圧力バウン

ダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。 

 

 

 

また，原子炉減圧には逃がし安全弁（自動減圧機能）（7 個）

を使用するものとし，容量として，1 個当たり定格主蒸気流量

の約6％を処理するものとする。 

 

 

 

 

(d) 低圧代替注水系（可搬型） 

外部電源は使用できないものと仮定する。起因事象と

して，外部電源を喪失するものとしている。 

ｂ．重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは，原子炉水位低（レベル３）信号に

よるものとする。 

原子炉水位低下を厳しくする観点で，外部電源喪失に

伴うタービントリップによる主蒸気止め弁閉スクラム信

号及び原子炉保護系電源喪失による原子炉スクラムにつ

いては保守的に期待しないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 高圧原子炉代替注水系 

運転員による高圧原子炉代替注水系の蒸気入口弁の遠

隔での手動開閉操作によって注水する。本評価では設計

値である93m3/h（原子炉圧力8.21 MPa[gage]において）

～70m3/h（原子炉圧力0.74MPa[gage]において）に対し，

保守的に20％減の流量で注水するものとする。 

 

(c) 逃がし安全弁 

逃がし安全弁（逃がし弁機能）にて,原子炉冷却材圧力

バウンダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。 

 

 

 

また，原子炉減圧には逃がし安全弁（自動減圧機能付き）

（６個）を使用するものとし，容量として，１個当たり

定格主蒸気流量の約８％を処理するものとする。 

 

 

 

 

(d) 低圧原子炉代替注水系（可搬型） 

 

 

 

 

・解析条件相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

水位を厳しくする観点で

スクラム信号を設定。 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，100%バ

イパスプラントのため負

荷遮断でスクラムしない

ため，主蒸気止め弁閉ス

クラムを記載。 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，逃がし

弁機能での圧力制御を想

定している。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，手順上

の弁数を設定。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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(d) 残留熱除去系（低圧注水モード） 

残留熱除去系（低圧注水モード）は事象発生から 24 時

間後に手動起動し，954m3/h（0.27MPa[dif]において）の

流量で注水するものとする。 

 

(e) 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード） 

逃がし安全弁による原子炉減圧後，原子炉水位を原子

炉水位高（レベル 8）まで上昇させた後に手動起動し，

954m3/h にて原子炉格納容器内にスプレイするものとす

る。また，伝熱容量は，熱交換器 1 基あたり約 8MW（サ

プレッション・チェンバ・プール水温 52℃，海水温度 30℃

において）とする。 

 

 

 

 

(f) 低圧代替注水系（常設） 

残留熱除去系の低圧注水モードから格納容器スプレイ

冷却モード（ドライウェル側のみ）への切替え後に，約

90m3/h にて崩壊熱相当量で原子炉注水し，その後は炉心

を冠水維持する。 

逃がし安全弁による原子炉減圧後に，最大110m３／h にて原子

炉注水し，その後は炉心を冠水維持するように注水する。また，

原子炉注水と格納容器スプレイを同時に実施する場合は，50m3

／h にて原子炉へ注水する。 

 

 

 

 

 

(e) 代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型） 

格納容器圧力及び雰囲気温度抑制に必要なスプレイ流量を考

慮し，130m3／h にて格納容器内にスプレイする。 

 

 

 

 

 

(f) 残留熱除去系（低圧注水系） 

残留熱除去系（低圧注水系）は，1,605m３／h（0.14MPa［dif］

において）（最大1,676m３／h）の流量で注水するものとする。 

 

 

(g) 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び残留熱除去系

（サプレッション・プール冷却系） 

原子炉水位を原子炉水位高（レベル８）まで上昇させた後に，

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）を使用する場合は，

1,692m3／hにて格納容器内にスプレイするものとする。また，

伝熱容量は，熱交換器1 基当たり約43MW（サプレッション・プ

ール水温度100℃，海水温度32℃において）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逃がし安全弁による原子炉減圧後に，70m3/hの流量に

て原子炉注水し，その後は炉心を冠水維持するように注

水するものとする。また，原子炉注水と格納容器スプレ

イを同時に実施する場合は，30m3/h にて原子炉へ注水す

る。 

 

 

 

 

(e) 格納容器代替スプレイ系（可搬型） 

格納容器圧力及び温度抑制に必要なスプレイ流量を考

慮し，120m3/h にて原子炉格納容器内にスプレイする。 

 

 

 

 

 

(f) 残留熱除去系（低圧注水モード） 

残留熱除去系（低圧注水モード）は，1,136m3/h（0.14MPa

［dif］において）（最大1,193m3/h）の流量で注水するも

のとする。 

 

(g) 残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱除去系

（サプレッション・プール水冷却モード） 

原子炉水位を原子炉水位高（レベル８）まで上昇させ

た後に，残留熱除去系（格納容器冷却モード）を使用す

る場合は，1,218m3/hにて原子炉格納容器内にスプレイす

るものとする。また，伝熱容量は，熱交換器１基当たり

約９MW（サプレッション・プール水温度52℃，海水温度

30℃において）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，圧損を

保守的に評価した流量を

設定。 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，崩壊熱

相当以上の流量を設定。 

 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，水蒸気

凝縮効果が得られる程度

の液滴径となるスプレイ

流量を設定。 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を
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(g) 格納容器圧力逃がし装置等 

格納容器圧力逃がし装置等により，格納容器圧力

0.62MPa[gage]における最大排出流量 31.6kg/s に対し

て，原子炉格納容器二次隔離弁の中間開操作（流路面積

70%開※1）にて原子炉格納容器除熱を実施する。 

※1 操作手順においては，原子炉格納容器除熱は原子炉

格納容器二次隔離弁を流路面積70%相当で中間開操作

するが，格納容器圧力の低下傾向を確認できない場合

は，増開操作を実施する。なお，耐圧強化ベント系を

用いた場合は，格納容器圧力逃がし装置を用いた場合

と比較して，排出流量は大きくなり，格納容器圧力の

低下傾向は大きくなることから，格納容器圧力逃がし

装置を用いた場合の条件に包絡される。 

 

(h) 代替原子炉補機冷却系 

伝熱容量は約 23MW（サプレッション・チェンバ・プー

ル水温 100℃，海水温度 30℃において）とする。 

 

 

 

  

c. 重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として，「1.3.5 運転員等の操

作時間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設

定する。 

(a) 高圧代替注水系による原子炉注水操作は，事象判断の時

間を考慮して事象発生から 10分後に開始するものとし，

操作時間は，原子炉隔離時冷却系の機能喪失のみならず，

直流電源喪失時を考慮しても中央制御室内で十分対応可

能と考えられる操作の時間余裕を考慮して 15 分間とす

る。 

 

(b) 交流電源は 24 時間使用できないものとし，事象発生か

ら 24 時間後に常設代替交流電源設備によって供給を開

始する。 

(c) 格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として，「1.3.5 運転員等の操作

時間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設定する。 

 

(a) 高圧代替注水系による原子炉注水操作は，事象判断の時間

及び原子炉隔離時冷却系の機能喪失のみならず，直流電源喪

失時を考慮しても中央制御室内で十分対応可能と考えられ

る操作の時間余裕を考慮して事象発生から25 分後に開始す

る。 

 

 

(b) 交流電源は24 時間使用できないものとし，事象発生から24 

時間後に常設代替交流電源設備によって供給を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として,「1.3.5 運転員等の操

作時間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設

定する。 

(a) 高圧原子炉代替注水系による原子炉注水操作は，事象

判断の時間を考慮して事象発生から10分後に開始し，原

子炉水位を原子炉水位低（レベル３）から原子炉水位高

（レベル８）の間で維持する。操作時間は，原子炉隔離

時冷却系の機能喪失のみならず，直流電源喪失時を考慮

しても中央制御室内で十分対応可能と考えられる操作の

時間余裕を考慮して10分間とする。 

(b) 交流電源は24時間使用できないものとし，事象発生か

ら24時間後に常設代替交流電源設備によって供給を開始

する。 

 

交互に実施する。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

  

 

 

 

・解析結果の相違 
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操作は，格納容器圧力が 0.31MPa[gage]に到達した場合

に実施する。 

 

 

 

 

 

 

(d) 逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，事象発生か

ら 24時間後に開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，余裕時間を確

認する観点で事象発生の8 時間後に低圧代替注水系（可搬

型）の準備が完了するものとし，原子炉急速減圧操作に要す

る時間を考慮して，事象発生から8 時間1 分後に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

(d) 代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷

却操作は，格納容器圧力が0.279MPa［gage］に到達した場合

に実施する。なお，格納容器スプレイは，残留熱除去系（低

圧注水系）による原子炉注水を開始する前に停止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

(c) 逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，サプレッ

ション・プール水温度が100℃に到達する事象発生から約

8.3時間後に開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(d) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器冷却操作は，格納容器圧力が384kPa［gage］に到達した

場合に実施する。なお，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器冷却は，残留熱除去系（格納容器冷

却モード）による原子炉格納容器除熱を開始する前に停止

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

格納容器スプレイ実施

基準圧力の相違。 

・運用の相違・解析条件

の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先し，

格納容器除熱開始後Ｌ３

に到達した場合に残留熱

除去系（低圧注水モード）

に切替え，原子炉注水を

実施する。 
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(e) 代替原子炉補機冷却系運転操作は，事象発生から 24 時

間後に開始する。 

 

 

 

 

 

(f) 代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（低圧注水

モード）の起動操作は，事象発生から 24 時間後に開始す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(g) 低圧代替注水系（常設）起動操作は，事象発生から 24

時間後に開始する。なお，サプレッション・チェンバ・

プール水位が真空破壊装置-1m に到達した場合，低圧代

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(e) 残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水操作及び残

留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除熱

操作は，常設代替交流電源設備による交流電源の供給開始後

に，残留熱除去系の起動操作に要する時間を考慮して，事象

発生から24 時間10 分後に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(e)  残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水操

作及び残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子

炉格納容器除熱操作は，常設代替交流電源設備による交

流電源の供給開始後に，残留熱除去系の起動操作に要す

る時間を考慮して，事象発生から24 時間30 分後に実施

する。 

 

 

 

 

 

(f) 残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水操

作は，残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子

炉格納容器除熱開始後に，原子炉水位が原子炉水位低（レ

ベル３）に到達した場合に開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根 2 号炉は，準備時

間を踏まえて設定。 

 

・運用及び解析条件の相

違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先し，

格納容器除熱開始後Ｌ３

に到達した場合に残留熱

除去系（低圧注水モード）

に切替え，原子炉注水を

実施する。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱
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替注水系（常設）による原子炉注水を停止する。 

 

 

 

(h) 代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（格納容器

スプレイ冷却モード）の起動操作は，事象発生から約 25

時間後に開始する。 

（添付資料 2.3.2.1） 

 

 

 

(3) 有効性評価（敷地境界での実効線量評価）の条件 

有効性評価（敷地境界での実効線量評価）の条件は，

「2.3.1.2(3) 有効性評価（敷地境界での実効線量評価）の条

件」と同じ。 

 

 

 

 

 

(4) 有効性評価の結果 

本重要事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位（シ

ュラウド内及びシュラウド内外）※2，注水流量，逃がし安全

弁からの蒸気流量，原子炉圧力容器内の保有水量の推移を第

2.3.2.7 図から第 2.3.2.12 図に，燃料被覆管温度，高出力燃

料集合体のボイド率及び炉心下部プレナム部のボイド率の推

移を第 2.3.2.13 図から第 2.3.2.15 図に，格納容器圧力，格

納容器温度，サプレッション・チェンバ・プール水位及び水

温の推移を第 2.3.2.16 図から第 2.3.2.19 図に示す。 

 

※2 シュラウド内は，炉心部から発生するボイドを含んだ

二相水位を示しているため，シュラウド外の水位より，

見かけ上高めの水位となる。一方，非常用炉心冷却系

の起動信号となる原子炉水位計（広帯域）の水位及び

運転員が炉心冠水状態において主に確認する原子炉水

位計（広帯域・狭帯域）の水位は，シュラウド外の水

位であることから，シュラウド内外の水位を併せて示

す。なお，水位が有効燃料棒頂部付近となった場合に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 有効性評価の結果 

本重要事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位（シ

ュラウド内及びシュラウド内外）※，注水流量，逃がし安全弁

からの蒸気流量及び原子炉圧力容器内の保有水量の推移を第

2.3.2－4 図から第2.3.2－9 図に，燃料被覆管温度，高出力燃

料集合体のボイド率及び炉心下部プレナム部のボイド率の推移

を第2.3.2－10 図から第2.3.2－12 図に，格納容器圧力，格納

容器雰囲気温度，サプレッション・プール水位及びサプレッシ

ョン・プール水温度の推移を第2.3.2－13 図から第2.3.2－16 

図に示す。 

※ シュラウド内は，炉心部から発生するボイドを含んだ二相

水位を示しているため，シュラウド外の水位より，見かけ

上高めの水位となる。一方，非常用炉心冷却系の起動信号

となる原子炉水位（広帯域）の水位及び運転員が炉心冠水

状態において主に確認する原子炉水位（広帯域），原子炉

水位（狭帯域）の水位は，シュラウド外の水位であること

から，シュラウド内外の水位を併せて示す。なお，水位が

燃料有効長頂部付近となった場合には，原子炉水位（燃料

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 有効性評価の結果 

本重要事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位（シ

ュラウド内及びシュラウド内外）※，注水流量，逃がし安全弁

からの蒸気流量及び原子炉圧力容器内の保有水量の推移を第

2.3.2.2－1(1)図から第2.3.2.2－1(6)図に，燃料被覆管温度，

高出力燃料集合体のボイド率及び炉心下部プレナム部のボイ

ド率の推移を第2.3.2.2－1(7)図から第2.3.2.2－1(9)図に，

格納容器圧力，格納容器温度，サプレッション・プール水位

及びサプレッション・プール水温度の推移を第2.3.2.2－

1(10)図から第2.3.2.2－1(13)図に示す。 

※ シュラウド内は，炉心部から発生するボイドを含んだ

二相水位を示しているため，シュラウド外の水位よ

り，見かけ上高めの水位となる。一方，非常用炉心冷

却系の起動信号となる原子炉水位（広帯域）の水位及

び運転員が炉心冠水状態において主に確認する原子

炉水位（広帯域・狭帯域）の水位は，シュラウド外の

水位であることから，シュラウド内外の水位を併せて

示す。なお，水位が燃料棒有効長頂部付近となった場

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

交互に実施する。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

・評価方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は敷地境界

での実効線量評価は，格

納容器フィルタベント系

を実施し，ベント時間が

最短である「2.6ＬＯＣＡ

時注水機能喪失」におい

て実施している。 
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は，原子炉水位計（燃料域）にて監視する。6 号炉の

原子炉水位計（燃料域）はシュラウド内を，7 号炉の

原子炉水位計（燃料域）はシュラウド外を計測してい

る。 

 

 

a. 事象進展 

全交流動力電源喪失後，タービン蒸気加減弁急速閉信号

が発生して原子炉がスクラムし，また，原子炉水位低（レ

ベル 2）で原子炉隔離時冷却系の自動起動に失敗した後，

高圧代替注水系を手動起動することにより原子炉水位は維

持される。再循環ポンプについては，外部電源喪失により，

事象発生とともに 10 台全てがトリップする。 

 

 

 

 

事象発生から 24 時間経過した時点で，常設代替交流電

源設備による交流電源の供給を開始し，その後，中央制御

室からの遠隔操作により逃がし安全弁2 個を手動開するこ

とで，原子炉の急速減圧を実施し，原子炉減圧後に残留熱

除去系（低圧注水モード）による原子炉注水を開始する。

原子炉の急速減圧を開始すると，原子炉冷却材の流出によ

り原子炉水位は低下するが，残留熱除去系（低圧注水モー

ド）による原子炉注水が開始され，原子炉水位が回復する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

域）にて監視する。原子炉水位（燃料域）はシュラウド内

を計測している。 

 

 

 

 

ａ．事象進展 

全交流動力電源喪失後，原子炉水位低（レベル３）信号が発

生して原子炉がスクラムし，また，原子炉水位異常低下（レベ

ル２）で原子炉隔離時冷却系の自動起動に失敗した後，高圧代

替注水系を手動起動することにより原子炉水位は維持される。

再循環系ポンプについては，外部電源喪失により，事象発生と

ともに2 台全てがトリップする。 

 

 

 

 

事象発生から約8 時間後に低圧代替注水系（可搬型）の準備

が完了し，その後，中央制御室からの遠隔操作により逃がし安

全弁（自動減圧機能）7 個を手動開することで，原子炉の急速

減圧を実施し，原子炉減圧後に低圧代替注水系（可搬型）によ

る原子炉注水を開始する。原子炉の急速減圧を開始すると，原

子炉冷却材の流出により原子炉水位は低下するが，低圧代替注

水系（可搬型）による原子炉注水が開始され，原子炉水位が回

復する。 

（添付資料2.3.2.1，2.3.2.2） 

 

 

 

 

 

 

事象発生から24 時間経過した時点で，常設代替交流電源設備

による交流電源の供給を開始し，その後，中央制御室からの遠

隔操作により残留熱除去系（低圧注水系）を起動し，原子炉注

水を開始することで，その後も原子炉水位は適切に維持される。 

 

 

合には，原子炉水位（燃料域）にて監視する。原子炉

水位（燃料域）はシュラウド内を計測している。 

 

 

 

 

ａ．事象進展 

全交流動力電源喪失後，原子炉水位低（レベル３）信号

が発生して原子炉がスクラムし，また，原子炉水位低（レ

ベル２）で原子炉隔離時冷却系の自動起動に失敗した後，

高圧原子炉代替注水系を手動起動することにより原子炉水

位は維持される。再循環ポンプについては，外部電源喪失

により，事象発生とともに２台すべてがトリップする。 

（添付資料2.3.2.1） 

 

 

 

事象発生から約8.3時間経過した時点で，中央制御室から

の遠隔操作により逃がし安全弁（自動減圧機能付き）６個

を手動開することで，原子炉の急速減圧を実施し，原子炉

減圧後に低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注

水を開始する。原子炉の急速減圧を開始すると，原子炉冷

却材の流出により原子炉水位は低下するが，低圧原子炉代

替注水系（可搬型）による原子炉注水が開始され，原子炉

水位が回復する。 

 

 

 

 

 

 

 

事象発生から24時間経過した時点で，常設代替交流電源

設備による交流電源の供給を開始し，その後，中央制御室

からの遠隔操作により残留熱除去系（格納容器冷却モード）

を起動し原子炉格納容器除熱を開始するが，原子炉水位が

原子炉水位低（レベル３）まで低下した場合に，残留熱除

去系（低圧注水モード）に切り替え，原子炉注水を開始す

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

水位を厳しくする観点で

スクラム信号を設定。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 再循環ポンプの個数の

相違。 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，手順上

の弁数を設定。 

 

 

 

・運用及び解析条件の相

違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉
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崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器内

で崩壊熱により発生する蒸気が原子炉格納容器内に流入す

ることで，格納容器圧力及び温度は徐々に上昇する。 

 

 

 

 

 

 

 

そのため，格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納

容器除熱を行う。原子炉格納容器除熱は，事象発生から約

16 時間経過した時点で実施する。なお，原子炉格納容器除

熱時のサプレッション・チェンバ・プール水位は，真空破

壊装置（約 14m）及びベントライン（約 17m）に対して，十

分に低く推移するため，真空破壊装置の健全性は維持され

る。 

常設代替交流電源設備による電源供給を開始した後は，

ベントラインを閉じて，代替原子炉補機冷却系を介した残

留熱除去系による原子炉格納容器除熱を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 評価項目等 

燃料被覆管の最高温度は，第 2.3.2.13 図に示すとおり，

初期値をわずかに上回る約 311℃となるが，1,200℃以下と

なる。また，燃料被覆管の酸化量は酸化反応が著しくなる

前の燃料被覆管厚さの 1%以下であり，15%以下となる。 

 

 

崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器内で崩

壊熱により発生する蒸気が格納容器内に流入することで，格納

容器圧力及び雰囲気温度は徐々に上昇する。 

 

 

 

 

 

 

 

そのため，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却を行い，常設代替交流電源設備による交流電源の供

給を開始した後は残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）に

よる格納容器除熱を行う。格納容器除熱は，事象発生から約24 

時間経過した時点で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．評価項目等 

燃料被覆管の最高温度は，第2.3.2－10 図に示すとおり，初

期値（約309℃）を上回ることはなく，1,200℃以下となる。ま

た，燃料被覆管の酸化量は酸化反応が著しくなる前の燃料被覆

管厚さの1％以下であり，15％以下となる。 

 

ることで，その後も原子炉水位は適切に維持される。 

崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器内

で崩壊熱により発生する蒸気が原子炉格納容器内に流入す

ることで，格納容器圧力及び温度は徐々に上昇する。 

 

 

 

 

 

 

 

そのため，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原

子炉格納容器冷却を行い，常設代替交流電源設備による交

流電源の供給を開始した後は残留熱除去系（格納容器冷却

モード）による原子炉格納容器除熱を行う。原子炉格納容

器除熱は，事象発生から24時間30分経過した時点で実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．評価項目等 

燃料被覆管の最高温度は，第2.3.2.2－1(7)図に示すとお

り，初期値（約309℃）を上回ることなく，1,200℃以下と

なる。また，燃料被覆管の酸化量は酸化反応が著しくなる

前の燃料被覆管厚さの１％以下であり，15％以下となる。 

 

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先し，

格納容器除熱開始後Ｌ３

に到達した場合に残留熱

除去系（低圧注水モード）

に切替え，原子炉注水を

実施する。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 
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原子炉圧力は，第 2.3.2.7 図に示すとおり，逃がし安全

弁の作動により，約 7.52MPa[gage]以下に抑えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる圧力は，原子炉圧

力と原子炉圧力容器底部圧力との差（高々約 0.3MPa）を考

慮しても，約 7.82MPa[gage]以下であり，最高使用圧力の

1.2 倍（10.34MPa[gage]）を十分下回る。 

また，崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力

容器内で崩壊熱により発生する蒸気が原子炉格納容器内に

流入することによって，格納容器圧力及び温度は徐々に上

昇するが，格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容

器除熱を行うことによって，原子炉格納容器バウンダリに

かかる圧力及び温度の最大値は，約 0.31MPa[gage]及び約

146℃に抑えられ，原子炉格納容器の限界圧力及び限界温度

を下回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2.8 図に示すとおり，高圧代替注水系による注水

継続により炉心が冠水し，炉心の冷却が維持される。 

 

 

 

原子炉圧力は，第2.3.2－4 図に示すとおり，逃がし安全弁（安

全弁機能）の作動により，約8.16MPa［gage］ 以下に抑えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる圧力は，原子炉圧力と

原子炉圧力容器底部圧力との差（高々約0.3MPa）を考慮しても，

約8.46MPa［gage］以下であり，最高使用圧力の1.2 倍（10.34MPa

［gage］）を十分下回る。 

また，崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器

内で崩壊熱により発生する蒸気が格納容器内に流入することに

よって，格納容器圧力及び雰囲気温度は徐々に上昇するが，代

替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却及び

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除熱

を行うことによって，格納容器バウンダリにかかる圧力及び温

度の最大値は，約0.28MPa［gage］及び約141℃に抑えられ，格

納容器の限界圧力及び限界温度を下回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2.3.2－5 図に示すとおり，低圧代替注水系（可搬型）によ

る注水継続により炉心が冠水し，炉心の冷却が維持される。 

 

 

 

原子炉圧力は第2.3.2.2－1(1)図に示すとおり，逃がし安

全弁（逃がし弁機能）の作動により，約7.74MPa[gage]以下

に抑えられる。 

 

 

 

 

 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる圧力は，原子炉圧

力と原子炉圧力容器底部圧力との差（高々約0.3MPa）を考

慮しても，約8.04MPa[gage]以下であり，最高使用圧力の1.2

倍（10.34MPa[gage]）を十分下回る。 

また，崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力

容器内で崩壊熱により発生する蒸気が原子炉格納容器内に

流入することによって，格納容器圧力及び温度は徐々に上

昇するが，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子

炉格納容器冷却と残留熱除去系（格納容器冷却モード）及

び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）

による原子炉格納容器除熱を行うことによって，格納容器

バウンダリにかかる圧力及び温度の最大値は，それぞれ約

384kPa[gage]及び約151℃に抑えられ，原子炉格納容器の限

界圧力及び限界温度を下回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(2)図に示すとおり，高圧原子炉代替注水

系及び低圧原子炉代替注水系（可搬型）による注水継続に

より炉心が冠水し，炉心の冷却が維持される。 

 

 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，逃がし

弁機能での圧力制御を想

定している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原子
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その後は，約 16 時間後に格納容器圧力逃がし装置等に

よる原子炉格納容器除熱を開始し，さらに代替原子炉補機

冷却系を介した残留熱除去系による原子炉格納容器除熱を

実施することで安定状態が確立し，また，安定状態を維持

できる。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格納容器圧力逃がし装置等による格納容器ベント時の敷

地境界での実効線量の評価結果は，事象発生から格納容器

圧力逃がし装置等の使用までの時間が本事象と同等である

「2.3.1 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）」

の実効線量の評価結果と同等となり，5mSv を下回ることか

ら，周辺の公衆に対して著しい放射線被ばくのリスクを与

えることはない。 

 

 

本評価では，「1.2.1.2 有効性を確認するための評価項目

の設定」に示す(1)から(4)の評価項目及び周辺の公衆に対

して著しい放射線被ばくのリスクを与えないことについ

て，対策の有効性を確認した。 

 

 

 

 

 

 

その後は，約24 時間後に残留熱除去系（格納容器スプレイ冷

却系）による格納容器除熱を実施することで安定状態が確立し，

また，安定状態を維持できる。 

（添付資料2.3.2.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後は，24 時間 30 分後に残留熱除去系（格納容器冷

却モード）による原子炉格納容器除熱を実施することで安

定状態が確立し，また，安定状態を維持できる。 

（添付資料2.3.2.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炉代替注水系が機能維持

できる時間として，事象

発生約 8.3 時間後より低

圧原子炉代替注水系（可

搬型）を用いて注水を実

施。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱除

去系による格納容器除熱

実施前に格納容器ベント

の実施基準に到達しない

ため格納容器ベントを実
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本評価では，「1.2.1.2 有効性を確認するための評価項目の

設定」に示す(1)から(4)の評価項目について，対策の有効性を

確認した。 

 

 

本評価では，「1.2.1.2 有効性を確認するための評価項

目の設定」に示す(1)から(4)の評価項目について，対策の

有効性を確認した。 

 

施しない。 

 

2.3.2.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲として，

運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメータに与

える影響及び操作時間余裕を評価するものとする。 

全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗で

は，全交流動力電源喪失と同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失

することが特徴である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象発生か

ら 12 時間程度までの短時間に期待する操作及び事象進展に有意

な影響を与えると考えられる操作として，高圧代替注水系による

原子炉注水操作，格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容

器除熱操作及び代替原子炉補機冷却系運転操作とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲として，

運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメータに与

える影響及び操作時間の余裕を評価するものとする。 

全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）では，全交流動力電源

喪失と同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失することが特徴であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象進展に

有意な影響を与えると考えられる操作として，高圧代替注水系に

よる原子炉注水操作，逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作（低

圧代替注水系（可搬型）の準備操作含む。）及び代替格納容器ス

プレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却操作とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.3.2.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲として，

運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメータに与

える影響及び操作時間余裕を評価するものとする。 

全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）では，全交流動力電源喪失と同

時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失することが特徴である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象進展に

有意な影響を与えると考えられる操作として，高圧原子炉代替注

水系による原子炉注水操作，逃がし安全弁による原子炉急速減圧

操作，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器

冷却操作とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，事象発

生から 12 時間までの操

作に限らず，事象進展に

有意な影響を与えると考

えられる操作を抽出。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析条件の相違 
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(1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本重要事故シーケンスにおける解析コードにおける重要現

象の不確かさの影響評価については，「2.3.1.3(1) 解析コー

ドにおける重要現象の不確かさの影響評価」と同じ。 

（添付資料 2.3.2.2） 

(2) 解析条件の不確かさの影響評価 

a. 初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器条

件 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件は，第 2.3.2.2 表に示すとおりであり，それらの条件

設定を設計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。

また，解析条件の設定に当たっては，評価項目となるパラ

メータに対する余裕が小さくなるような設定があることか

ら，その中で事象進展に有意な影響を与えると考えられる

項目に関する影響評価の結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の 44.0kW/m に

対して最確条件は約 42kW/m 以下であり，解析条件の不確

かさとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の

上昇は緩和されるが，操作手順（原子炉減圧後速やかに

低圧注水に移行すること）に変わりはなく，燃料被覆管

温度を操作開始の起点としている運転員等操作はないこ

とから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度 33GWd/t に対応したものとしており，その最確条件は

平均的燃焼度約 30GWd/t であり，解析条件の不確かさと

して，最確条件とした場合は，解析条件で設定している

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本重要事故シーケンスにおける解析コードにおける重要現象

の不確かさの影響評価については，「2.3.1.3 (1) 解析コード

における重要現象の不確かさの影響評価」と同じ。 

（添付資料2.3.2.4） 

(2) 解析条件の不確かさの影響評価 

ａ．初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器条件 

 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器条件

は，第2.3.2－2 表に示すとおりであり，それらの条件設定を設

計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。また，解析条

件の設定に当たっては，評価項目となるパラメータに対する余

裕が小さくなるような設定があることから，その中で事象進展

に有意な影響を与えると考えられる項目に関する影響評価の結

果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の44.0kW／m に対し

て最確条件は約33kW／m～約41kW／m であり，解析条件の不確か

さとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の上昇は緩

和されるが，操作手順（原子炉減圧後速やかに低圧注水に移行

すること）に変わりはなく，燃料被覆管温度を操作開始の起点

としている運転員等操作はないことから，運転員等操作時間に

与える影響はない。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼度33GWd

／tに対応したものとしており，その最確条件は平均的燃焼度約

31GWd／tであり，解析条件の不確かさとして，最確条件とした

場合は，解析条件で設定している崩壊熱よりも小さくなるため，

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本重要事故シーケンスにおける解析コードにおける重要現

象の不確かさの影響評価については，「2.3.1.3(1) 解析コー

ドにおける重要現象の不確かさの影響評価」と同じ。 

（添付資料 2.3.2.3） 

(2) 解析条件の不確かさの影響評価 

ａ．初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件は，第 2.3.2.2－1 表に示すとおりであり，それらの条

件設定を設計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。

また，解析条件の設定に当たっては，評価項目となるパラ

メータに対する余裕が小さくなるような設定があることか

ら，その中で事象進展に有意な影響を与えると考えられる

項目に関する影響評価の結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の 44.0kW/m に

対して最確条件は約 40.6kW/m 以下であり，解析条件の不

確かさとして,最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の

上昇は緩和されるが，操作手順（原子炉減圧後速やかに

低圧注水に移行すること）に変わりはなく，燃料被覆管

温度を操作開始の起点としている運転員等操作はないこ

とから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度 33GWd/t に対応したものとしており，その最確条件は

平均的燃焼度約 30GWd/t であり，解析条件の不確かさと

して，最確条件とした場合は，解析条件で設定している

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実績値の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉の最確条件

を記載。 

 

 

 

 

・実績値の相違 

【東海第二】 
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崩壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なく

なり，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉

冷却材の放出も少なくなることから，格納容器圧力及び

温度の上昇が遅くなるが，操作手順（格納容器圧力に応

じて格納容器ベントを実施すること）に変わりはないこ

とから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納

容器容積（ウェットウェル）の空間部及び液相部，サプ

レッション・チェンバ・プール水位，格納容器圧力及び

格納容器温度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を

与え得るが，事象進展に与える影響は小さいことから，

運転員等操作時間に与える影響は小さい。 

 

 

 

 

機器条件の高圧代替注水系は，解析条件の不確かさと

して，実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設

計値）の保守性），原子炉水位の回復は早くなる。冠水後

の操作として冠水維持可能な注水量に制御するが，注水

後の流量調整操作であることから，運転員等操作時間に

与える影響はない。 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧

代替注水系（常設）は，解析条件の不確かさとして，実

際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の

保守性），原子炉水位の回復は早くなる。冠水後の操作と

して冠水維持可能な注水量に制御するが，注水後の流量

調整操作であることから，運転員等操作時間に与える影

響はない。 

（添付資料 2.3.2.2） 

 

 

発生する蒸気量は少なくなり，原子炉水位の低下は緩和され，

それに伴う原子炉冷却材の放出も少なくなることから，格納容

器圧力及び雰囲気温度の上昇が遅くなるが，操作手順（格納容

器圧力に応じて格納容器スプレイを実施すること）に変わりは

ないことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納容器体

積（サプレッション・チェンバ）の空間部及び液相部，サプレ

ッション・プール水位，格納容器圧力並びに格納容器雰囲気温

度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を与え得るが，事象

進展に与える影響は小さいことから，運転員等操作時間に与え

る影響は小さい。 

 

 

 

 

機器条件の高圧代替注水系は，解析条件の不確かさとして，

実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の保守

性），原子炉水位の回復は早くなる。冠水後の操作として冠水

維持可能な注水量に制御するが，注水後の流量調整操作である

ことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧代替注水系

（可搬型）は，解析条件の不確かさとして，実際の注水量が解

析より多い場合（注水特性（設計値）の保守性），原子炉水位

の回復は早くなる。冠水後の操作として冠水維持可能な注水量

に制御するが，注水後の流量調整操作であることから，運転員

等操作時間に与える影響はない。 

（添付資料2.3.2.4） 

 

 

 

崩壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なく

なり，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉

冷却材の放出も少なくなることから，格納容器圧力及び

温度の上昇が遅くなるが，操作手順(格納容器圧力に応じ

て格納容器スプレイを実施すること)に変わりはないこ

とから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，サプ

レッション・プール水位，格納容器圧力及び格納容器温

度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を与え得るが，

事象進展に与える影響は小さいことから，運転員等操作

時間に与える影響は小さい。 

 

 

 

 

 

機器条件の高圧原子炉代替注水系は,解析条件の不確

かさとして，実際の注水量が解析より多い場合（注水特

性（設計値）の保守性），原子炉水位の回復は早くなる。

冠水後の操作として冠水維持可能な注水量に制御する

が，注水後の流量調整操作であることから，運転員等操

作時間に与える影響はない。 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧

原子炉代替注水系（可搬型）は,解析条件の不確かさとし

て，実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計

値）の保守性），原子炉水位の回復は早くなる。冠水後の

操作として冠水維持可能な注水量に制御するが，注水後

の流量調整操作であることから，運転員等操作時間に与

える影響はない。 

(添付資料 2.3.2.3) 

 

 

島根２号炉の最確条件

を記載。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

・整理方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，サプレ

ッション・チェンバの空

間部及び液相部のゆらぎ

を，サプレッション・プ

ール水位のゆらぎで代表

させていることから，記

載していない。 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

交互に実施する。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原
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(b) 評価項目となるパラメータに与える影響

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の 44.0kW/m に

対して最確条件は約 42kW/m 以下であり，解析条件の不確

かさとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の

上昇は緩和されるが，原子炉水位は有効燃料棒頂部を下

回ることなく，炉心は冠水維持されるため，燃料被覆管

の最高温度は初期値をわずかに上回る約 311℃となるこ

とから，評価項目となるパラメータに与える影響はない。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度 33GWd/t に対応したものとしており，その最確条件は

平均的燃焼度約 30GWd/t であり，解析条件の不確かさと

して，最確条件とした場合は，解析条件で設定している

崩壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なく

なり，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉

冷却材の放出も少なくなり，格納容器圧力及び温度の上

昇は遅くなるが，格納容器圧力及び温度の上昇は格納容

器ベントにより抑制されることから，評価項目となるパ

ラメータに与える影響はない。

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納

容器容積（ウェットウェル）の空間部及び液相部，サプ

レッション・チェンバ・プール水位，格納容器圧力及び

格納容器温度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を

与え得るが，事象進展に与える影響は小さいことから，

評価項目に与える影響は小さい。 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の44.0kW／m に対し

て最確条件は約33kW／m～約41kW／m であり，解析条件の不確か

さとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の上昇は緩

和されるが，原子炉水位はおおむね燃料有効長頂部を下回るこ

となく，炉心はおおむね冠水維持されるため，燃料被覆管の最

高温度は初期値の約309℃以下となることから，評価項目となる

パラメータに与える影響はない。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼度33GWd

／tに対応したものとしており，その最確条件は平均的燃焼度約

31GWd／tであり，解析条件の不確かさとして，最確条件とした

場合は，解析条件で設定している崩壊熱よりも小さくなるため，

発生する蒸気量は少なくなり，原子炉水位の低下は緩和され，

それに伴う原子炉冷却材の放出も少なくなり，格納容器圧力及

び雰囲気温度の上昇は遅くなるが，格納容器圧力及び雰囲気温

度の上昇は格納容器スプレイにより抑制されることから，評価

項目となるパラメータに与える影響はない。 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納容器体

積（サプレッション・チェンバ）の空間部及び液相部，サプレ

ッション・プール水位，格納容器圧力並びに格納容器雰囲気温

度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を与え得るが，事象

進展に与える影響は小さいことから，評価項目となるパラメー

タに与える影響は小さい。

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の�44.0kW/m�に

対して最確条件は約�40.6kW/m�以下であり，解析条件の不

確かさとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度

の上昇は緩和される。また，原子炉水位は燃料棒有効長

頂部を下回ることなく，炉心は冠水維持されるため，燃

料被覆管の最高温度は初期値（約�309℃）を上回ること

はないことから，評価項目となるパラメータに与える影

響はない。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度�33GWd/t�に対応したものとしており，その最確条件は

平均的燃焼度約�30GWd/t�であり，解析条件の不確かさと

して，最確条件とした場合は，解析条件で設定している

崩壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なく

なり，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉

冷却材の放出も少なくなり，格納容器圧力及び温度の上

昇は遅くなるが，格納容器圧力及び温度の上昇は格納容

器スプレイにより抑制されることから，評価項目となる

パラメータに与える影響はない。 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，サプ

レッション・プール水位，格納容器圧力及び格納容器温

度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を与え得るが，

事象進展に与える影響は小さいことから，評価項目に与

える影響は小さい。 

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・実績値の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉の最確条件

を記載。 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7】 

・実績値の相違

【東海第二】 

島根２号炉の最確条件

を記載。 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・整理方針の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，サプレ

ッション・チェンバの空

間部及び液相部のゆらぎ

を，サプレッション・プ
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機器条件の高圧代替注水系は，解析条件の不確かさと

して，実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設

計値）の保守性），原子炉水位の回復が早くなることから，

評価項目となるパラメータに対する余裕が大きくなる。 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧

代替注水系（常設）は，解析条件の不確かさとして，実

際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の

保守性），原子炉水位の回復が早くなることから，評価項

目となるパラメータに対する余裕は大きくなる。 

（添付資料 2.3.2.2） 

b. 操作条件

操作条件の不確かさとして，操作の不確かさを「認知」，

「要員配置」，「移動」，「操作所要時間」，「他の並列操作有

無」及び「操作の確実さ」の 6 要因に分類し，これらの要

因が運転員等操作時間に与える影響を評価する。また，運

転員等操作時間に与える影響が評価項目となるパラメータ

に与える影響を評価し，評価結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作は，

解析上の操作開始時間として事象発生から 25 分後を設

定している。運転員等操作時間に与える影響として，原

子炉隔離時冷却系の機能喪失のみならず，直流電源喪失

時を考慮しても中央制御室内で十分対応可能と考えられ

機器条件の高圧代替注水系は，解析条件の不確かさとして，

実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の保守

性），原子炉水位の回復が早くなることから，評価項目となる

パラメータに対する余裕が大きくなる。 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧代替注水系

（可搬型）は，解析条件の不確かさとして，実際の注水量が解

析より多い場合（注水特性（設計値）の保守性），原子炉水位

の回復が早くなることから，評価項目となるパラメータに対す

る余裕は大きくなる。 

（添付資料 2.3.2.4） 

ｂ．操作条件 

操作条件の不確かさとして，操作の不確かさを「認知」，「要

員配置」，「移動」，「操作所要時間」，「他の並列操作有無」

及び「操作の確実さ」の6 要因に分類し，これらの要因が運転

員等操作時間に与える影響を評価する。また，運転員等操作時

間に与える影響が評価項目となるパラメータに与える影響を評

価し，評価結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作は，解析上

の操作開始時間として事象発生から25 分後を設定している。運

転員等操作時間に与える影響として，原子炉隔離時冷却系の機

能喪失のみならず，直流電源喪失時を考慮しても中央制御室内

で十分対応可能と考えられる操作の時間として設定しているこ

機器条件の高圧原子炉代替注水系は，解析条件の不確

かさとして，実際の注水量が解析より多い場合(注水特性

(設計値)の保守性)，原子炉水位の回復が早くなることか

ら，評価項目となるパラメータに対する余裕が大きくな

る。 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧

原子炉代替注水系（可搬型）は，解析条件の不確かさと

して，実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設

計値）の保守性），原子炉水位の回復が早くなることから，

評価項目となるパラメータに対する余裕は大きくなる。 

(添付資料 2.3.2.3) 

ｂ．操作条件 

操作条件の不確かさとして,操作の不確かさを「認知」,

「要員配置」,「移動」,「操作所要時間」,「他の並列操作

有無」及び「操作の確実さ」の６要因に分類し,これらの要

因が運転員等操作時間に与える影響を評価する。また,運転

員等操作時間に与える影響が評価項目となるパラメータに

与える影響を評価し，評価結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響

操作条件の高圧原子炉代替注水系による原子炉注水操

作は，解析上の操作開始時間として事象発生から 20 分後

を設定している。運転員等操作時間に与える影響として，

原子炉隔離時冷却系の機能喪失のみならず，直流電源喪

失時を考慮しても中央制御室内で十分対応可能と考えら

ール水位のゆらぎで代表

させていることから，記

載していない。 

・解析条件の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

交互に実施する。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・運用の相違

【柏崎 6/7,東海第二】
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る操作の時間として設定していることから，操作開始時

間は解析上の設定よりも早まる可能性があり，原子炉注

水の開始時間も早まることから，運転員等操作時間に対

する余裕は大きくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とから，操作開始時間は解析上の設定よりも早まる可能性があ

り，原子炉注水の開始時間も早まることから，運転員等操作時

間に対する余裕は大きくなる。 

 

 

 

 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，解析

上の操作開始時間として事象発生から8 時間1 分後を設定して

いる。運転員等操作時間に与える影響として，認知時間，低圧

代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備の操作時間及び逃

がし安全弁の操作時間は，時間余裕を含めて設定していること

から，実態の操作開始時間は解析上の操作開始時間より早まる

可能性があるが，原子炉急速減圧操作を実施するまでの間は高

圧代替注水系による原子炉注水が維持されることから，原子炉

水位維持の観点で問題とならない。 

 

 

 

 

 

 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却操作は，解析上の操作開始時間として格納容器圧力

0.279MPa［gage］到達時を設定している。運転員等操作時間に

与える影響として，実態の運転操作においては，格納容器スプ

レイの操作実施基準（格納容器圧力0.279MPa［gage］）に到達

するのは，事象発生の約13 時間後であり，代替格納容器スプレ

イ冷却系（可搬型）の準備操作は格納容器圧力及び雰囲気温度

の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ操作が可能である。 

 

また，格納容器スプレイ操作も同様に格納容器圧力及び雰囲

気温度の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ準備が可能であ

る。よって，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等で

あり，操作開始時間に与える影響は小さいことから，運転員等

操作時間に与える影響も小さい。操作開始時間が遅れた場合に

おいても，格納容器の限界圧力は0.62MPa［gage］であることか

ら，格納容器の健全性という点では問題とはならない。当該操

れる操作の時間として設定していることから，操作開始

時間は解析上の設定よりも早まる可能性があり，原子炉

注水の開始時間も早まることから，運転員等操作時間に

対する余裕は大きくなる。また，当該操作は中央制御室

で行う操作であり，他の操作との重複もないことから，

他の操作に与える影響はない。 

 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作

は，解析上の操作開始時間として事象発生から約 8.3 時

間後を設定している。運転員等操作時間に与える影響と

して，低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注

水のための準備操作は,事象発生から２時間 30 分後まで

に実施できることから解析での設定に対して十分な余裕

があり，サプレッション・プール水温度を確認し，逃が

し安全弁の手動開により原子炉を減圧することにより原

子炉注水を開始することから，実態の原子炉減圧時間は

解析上の設定と同等であり，運転員等操作時間に与える

影響は小さい。当該操作は，解析コード及び解析条件（操

作条件を除く。）の不確かさにより操作開始時間が遅れる

可能性があるが，原子炉減圧開始時点では他の操作との

重複もないことから，他の操作に与える影響はない。 

操作条件の格納容器代替スプレイ系（可搬型）による

原子炉格納容器冷却操作は，解析上の操作開始時間とし

て格納容器圧力384kPa［gage］到達時を設定している。

運転員等操作時間に与える影響として，実態の運転操作

においては，格納容器スプレイの操作実施基準（格納容

器圧力384kPa［gage］）に到達するのは，事象発生の約19

時間後であり，格納容器代替スプレイ系（可搬型）の準

備操作は格納容器圧力及び温度の上昇の傾向を監視しな

がらあらかじめ実施可能である。 

また，格納容器スプレイ操作も同様に格納容器圧力及

び温度の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ準備が可

能である。よって，実態の操作開始時間は解析上の設定

とほぼ同等であり，操作開始時間に与える影響は小さい

ことから，運転員等操作時間に与える影響も小さい。操

作開始時間が遅れた場合においても，格納容器の限界圧

力は 853kPa［gage］であることから，格納容器の健全性

という点では問題とはならない。当該操作は，解析コー

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

逃がし安全弁による原子

炉急速減圧操作を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

格納容器スプレイ実施

基準圧力の相違。 

・解析結果の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 
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操作条件の格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格

納容器除熱操作は，解析上の操作開始時間として格納容

器圧力 0.31MPa［gage］到達時を設定している。運転員

等操作時間に与える影響として，実態の運転操作におい

ては，炉心損傷前の格納容器ベントの操作実施基準（格

納容器圧力 0.31MPa［gage］）に到達するのは，事象発生

の約 16 時間後であり，格納容器ベントの準備操作は格納

容器圧力及び温度の上昇の傾向を監視しながらあらかじ

め操作が可能である。 

また，格納容器ベント操作も同様に格納容器圧力及び

温度の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ準備が可能

である。よって，実態の操作開始時間は解析上の設定と

ほぼ同等であり，操作開始時間に与える影響は小さいこ

とから，運転員等操作時間に与える影響も小さい。操作

開始時間が遅れた場合においても，原子炉格納容器の限

界圧力は 0.62MPa［gage］であることから，原子炉格納

容器の健全性という点では問題とはならない。当該操作

は，解析コード及び解析条件（操作条件を除く）の不確

かさにより操作開始時間は遅れる可能性があるが，中央

制御室の運転員とは別に現場操作を行う運転員（現場）

を配置しており，他の操作との重複もないことから，他

の操作に与える影響はない。 

 

操作条件の代替原子炉補機冷却系運転操作は，解析上

の操作開始時間として事象発生から 24 時間後を設定し

ている。運転員等操作時間に与える影響として，代替原

子炉補機冷却系の準備は，緊急時対策要員の参集に 10時

間，その後の作業に 10 時間の合計 20 時間を想定してい

るが，準備操作が想定より短い時間で完了することで操

作開始時間が早まる可能性があることから，運転員等操

作時間に対する余裕は大きくなる。 

作は，解析コード及び解析条件（操作条件を除く。）の不確か

さにより操作開始時間は遅れる可能性があるが，中央制御室の

運転員とは別に現場操作を行う要員を配置しており，他の操作

との重複もないことから，他の操作に与える影響はない。 

（添付資料2.3.2.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ド及び解析条件（操作条件を除く。）の不確かさにより操

作開始時間は遅れる可能性があるが，中央制御室の運転

員とは別に現場操作を行う要員を配置しており，他の操

作との重複もないことから，他の操作に与える影響はな

い。 

 (添付資料 2.3.2.3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 
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（添付資料 2.3.2.2） 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作は，

運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始

時間は解析上の設定よりも早くなる可能性があるが，操

作開始時間が早くなった場合においても原子炉水位が有

効燃料棒頂部を下回らないことから，評価項目となるパ

ラメータに与える影響はない。

操作条件の格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格

納容器除熱操作は，運転員等操作時間に与える影響とし

て，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等であ

ることから，評価項目となるパラメータに与える影響は

小さい。 

操作条件の代替原子炉補機冷却系運転操作は，運転員

等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は

解析上の設定から早まり，格納容器圧力及び温度を早期

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作は，運転員

等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析上

の設定よりも早くなる可能性があるが，操作開始時間が早くな

った場合においても原子炉水位が燃料有効長頂部を下回らない

ことから，評価項目となるパラメータに与える影響はない。 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，運転

員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析

上の設定よりも早くなる可能性があるが，低圧代替注水系（可

搬型）による原子炉注水に移行するまでの期間は高圧代替注水

系により原子炉注水が確保されていることから，評価項目とな

るパラメータに与える影響はない。 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却操作は，運転員等操作時間に与える影響として，実

態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等であることから，

評価項目となるパラメータに与える影響は小さい。 

（添付資料2.3.2.4） 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響

操作条件の高圧原子炉代替注水系による原子炉注水操

作は，運転員等操作時間に与える影響として，実態の操

作開始時間は解析上の設定よりも早くなる可能性がある

が，操作開始時間が早くなった場合においても原子炉水

位が燃料棒有効長頂部を下回らないことから，評価項目

となるパラメータに与える影響はない。 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作

は，運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作

開始時間は解析上の設定と同等であり，高圧原子炉代替

注水系から低圧原子炉代替注水系（可搬型）への注水手

段切替えが評価項目となるパラメータに与える影響は小

さい。 

操作条件の格納容器代替スプレイ系（可搬型）による

原子炉格納容器冷却操作は，運転員等操作時間に与える

影響として，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ

同等であることから，評価項目となるパラメータに与え

る影響は小さい。 

（添付資料 2.3.2.3） 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

逃がし安全弁による原子

炉急速減圧操作を実施。 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析条件の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電
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に低下させる可能性があることから，評価項目となるパ

ラメータに対する余裕は大きくなる。なお，常設代替交

流電源設備からの受電を事象発生から 24 時間後に制限

する場合，代替原子炉補機冷却系運転操作開始時間のみ

が早まったとしても，常設代替交流電源設備から受電す

る設備を運転できないため，評価項目となるパラメータ

に影響しない。 

（添付資料 2.3.2.2） 

(3) 操作時間余裕の把握

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点か

ら，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確

認できる範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下

に示す。 

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作について

は，事象発生から 50 分後（操作開始時間の 25 分程度の時間

遅れ）までに高圧代替注水系による注水が開始できれば，燃

料被覆管の最高温度は約 859℃となり 1,200℃を下回ること

から，炉心の著しい損傷は発生せず，評価項目を満足するこ

とから，時間余裕がある。 

(3) 操作時間余裕の把握

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点から，

評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確認でき

る範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下に示す。 

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作について

は，事象発生から39 分後（操作開始時間の14 分程度の時間遅

れ）までに高圧代替注水系による注水が開始できれば，炉心の

冠水はおおむね維持することができ，炉心の著しい損傷は発生

せず，評価項目を満足することから，時間余裕がある。 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作について

は，低圧代替注水系（可搬型）の準備完了後に実施するもので

あり，評価上は余裕時間を確認する観点で事象発生の8 時間後

に準備が完了するものとしているが，低圧代替注水系（可搬型）

の準備に要する時間は事象初期の状況判断から170 分程度であ

り，準備時間が確保できることから，時間余裕がある。 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却操作については，格納容器スプレイ開始までの時間

は事象発生から約13時間あり，準備時間が確保できることから，

時間余裕がある。 

(3) 操作時間余裕の把握

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点か

ら，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確

認できる範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下

に示す。 

第 2.3.2.3－1(1)図から第 2.3.2.3－1(3)図に示すとおり，

操作条件の高圧原子炉代替注水系による原子炉注水操作につ

いては，事象発生から 60 分後（操作開始時間の 40 分程度の

時間遅れ）までに高圧原子炉代替注水系による注水が開始で

きれば，燃料被覆管の最高温度は約 859℃となり 1,200℃を下

回ることから，炉心の著しい損傷は発生せず，評価項目を満

足することから，時間余裕がある。 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作につい

ては，高圧原子炉代替注水系から低圧原子炉代替注水系（可

搬型）への注水手段切替えのための逃がし安全弁手動開操作

までは約 8.3 時間の時間余裕がある。 

操作条件の格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子

炉格納容器冷却操作については，格納容器スプレイ開始まで

の時間は事象発生から約19時間あり，準備時間が確保できる

ことから，時間余裕がある。 

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・記載の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉では，本文

に解析結果図を掲載。 

・解析条件の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

逃がし安全弁による原子

炉急速減圧操作を実施。 

・解析結果の相違

【東海第二】
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操作条件の格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容

器除熱操作については，格納容器ベント開始までの時間は事

象発生から約 16 時間あり，準備時間が確保できることから，

時間余裕がある。また，格納容器ベント操作開始時間が遅れ

る場合においても，格納容器圧力は 0.31MPa［gage］から上

昇するが，格納容器圧力の上昇は緩やかであるため，原子炉

格納容器の限界圧力 0.62MPa［gage］に至るまでの時間は，

過圧の観点で厳しい「3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷

（格納容器過圧・過温破損）」においても事象発生約 38 時間

後であり，約 20 時間以上の準備時間が確保できることから，

時間余裕がある。 

 

操作条件の代替原子炉補機冷却系運転操作については，事

象想定として常設代替交流電源設備からの受電を事象発生か

ら 24時間後としており，代替原子炉補機冷却系運転開始まで

の時間は，事象発生から 24 時間あり，準備時間が確保できる

ことから，時間余裕がある。 

（添付資料 2.3.2.2） 

 

(4) まとめ 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメ

ータに与える影響及び操作時間余裕を確認した。その結果，

解析コード及び解析条件の不確かさが運転員等操作時間に与

える影響等を考慮した場合においても，評価項目となるパラ

メータに与える影響は小さい。このほか，評価項目となるパ

ラメータに対して，対策の有効性が確認できる範囲内におい

て，操作時間には時間余裕がある。 

（添付資料2.3.2.4，2.3.2.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ま と め 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメー

タに与える影響及び操作時間余裕を確認した。その結果，解析

コード及び解析条件の不確かさが運転員等操作時間に与える影

響等を考慮した場合においても，評価項目となるパラメータに

与える影響は小さい。このほか，評価項目となるパラメータに

対して，対策の有効性が確認できる範囲内において，操作時間

には時間余裕がある。 

（添付資料 2.3.2.3，2.3.2.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) まとめ 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメ

ータに与える影響及び操作時間余裕を確認した。その結果，

解析コード及び解析条件の不確かさが運転員等操作時間に与

える影響等を考慮した場合においても，評価項目となるパラ

メータに与える影響は小さい。このほか，評価項目となるパ

ラメータに対して，対策の有効性が確認できる範囲内におい

て，操作時間には時間余裕がある。 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

 

 

2.3.2.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG喪失）＋RCIC 失敗」において，6号及び 7号炉同時

の重大事故等対策時における事象発生 10 時間までに必要な

要員は，「2.3.2.1(3) 炉心損傷防止対策」に示すとおり 28名

である。「6.2 重大事故等対策時に必要な要員の評価結果」で

2.3.2.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」において，重大事故等対策時における事象発生2 時間

までに必要な要員は，「2.3.2.1(3) 炉心損傷防止対策」に示す

とおり24 名である。「6.2 重大事故等対策時に必要な要員の評

価結果」で説明している災害対策要員（初動）の39 名で対処可

2.3.2.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」

において，重大事故等対策時における必要な要員は，

「2.3.2.1(3) 炉心損傷防止対策」に示すとおり31名である。

「6.2重大事故等対策時に必要な要員の評価結果」で説明して

いる運転員，緊急時対策要員等の45名で対処可能である。 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 
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説明している運転員，緊急時対策要員等の 72 名で対処可能で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，事象発生 10 時間以降に必要な参集要員は 46 名であ

り，発電所構外から 10 時間以内に参集可能な要員の 106 名で

確保可能である。 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG喪失）＋RCIC 失敗」において，必要な水源，燃料及

び電源は，「6.1(2) 資源の評価条件」の条件にて評価してい

る。その結果を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

a. 水源 

高圧代替注水系及び低圧代替注水系（常設）による原子

炉注水に必要な水量は，「2.3.1.4(2)a. 水源」の必要水量

とほぼ同じであり，必要な水源は確保可能である。 

 

 

能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，事象発生2 時間以降に必要な参集要員は6 名であり，

発電所構外から2 時間以内に参集可能な要員の72 名で確保可

能である。 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」において，必要な水源，燃料及び電源は，「6.1(2) 資

源の評価条件」の条件にて評価している。その結果を以下に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．水 源 

高圧代替注水系及び低圧代替注水系（可搬型）による原子

炉注水並びに代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による

格納容器冷却スプレイに必要な水量は，「2.3.1.4(2)ａ．水

源」の必要水量とほぼ同じであり，必要な水源は確保可能で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」

において，必要な水源，燃料及び電源は，「6.1(2)資源の評

価条件」の条件にて評価している。その結果を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．水源 

高圧原子炉代替注水系及び低圧原子炉代替注水系（可搬

型）による原子炉注水並びに格納容器代替スプレイ系（可

搬型）による格納容器スプレイに必要な水量は，全交流動

力電源喪失（長期ＴＢ）よりも低圧原子炉代替注水系（可

搬型）による原子炉注水を開始する時間が遅いため，必要

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・運用及び体制の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必要

な作業を常駐要員により

実施可能できる。 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必要

な作業を常駐要員により

実施可能である。 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

・設備設計及び運用の相

違  

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

2.3-162



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 燃料 

「2.3.1.4(2)b. 燃料」と同じであり，常設代替交流電源

設備による電源供給，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）に

よる復水貯蔵槽への給水，代替原子炉補機冷却系の運転，5

号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備による電

源供給及びモニタリング・ポスト用発電機による電源供給

について，7 日間の継続が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c. 電源 

常設代替交流電源設備の電源負荷については，重大事故

対策等に必要な負荷として，6号炉で約 1,284kW，7 号炉で

約 1,294kW 必要となるが，常設代替交流電源設備は連続定

格容量が 1 台あたり 2,950kW であり，必要負荷に対しての

電源供給が可能である。 

また，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設

備及びモニタリング・ポスト用発電機についても，必要負

荷に対しての電源供給が可能である。 

蓄電池の容量については，交流電源が復旧しない場合を

想定しても，事象発生後 24 時間の直流電源供給が可能であ

（添付資料2.3.2.6） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．燃 料 

「2.3.1.4(2)ｂ．燃料」と同じであり，常設代替交流電源

設備（常設代替高圧電源装置5 台）による電源供給，可搬型

代替注水中型ポンプ（2台）による原子炉注水及び格納容器ス

プレイ及び緊急時対策所用発電機による電源供給について，7 

日間の継続が可能である。 

（添付資料2.3.2.7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．電 源 

常設代替交流電源設備の電源負荷については，重大事故等

対策に必要な負荷として，約4,510kW 必要となるが，常設代

替交流電源設備（常設代替高圧電源装置5 台）は連続定格容

量が約5,520kW であり，必要負荷に対しての電源供給が可能

である。 

また，緊急時対策所用発電機についても，必要負荷に対し

ての電源供給が可能である。 

 

蓄電池の容量については，交流電源が復旧しない場合を想

定しても，事象発生後24 時間の直流電源供給が可能である。 

となる水量はわずかに少なくなるが，「2.3.1.4(2)ａ．水

源」の必要水量と同等であり，必要な水源は確保可能であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．燃料 

「2.3.1.4(2)ｂ．燃料」と同じであり，常設代替交流電

源設備による電源供給，低圧原子炉代替注水系（可搬型）

による原子炉注水，格納容器代替スプレイ系（可搬型）に

よる格納容器スプレイ及び緊急時対策所用発電機による電

源供給について，７日間の継続が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．電源 

「2.3.1.4(2)ｃ．電源」と同じであり，必要負荷に対し

ての電源供給が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，モニタ

リングポストの電源は非

常用交流電源設備又は常

設代替交流電源設備の電

源負荷に含まれる。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，長期Ｔ

Ｂシナリオにて記載。 
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る。 

（添付資料 2.3.1.2,2.3.1.9） 

 

（添付資料2.3.2.8） 

 

 

 

2.3.2.5 結論 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源喪失

＋DG喪失）＋RCIC 失敗」では，全交流動力電源喪失と同時に原子

炉隔離時冷却系が機能喪失することで，原子炉水位の低下により

炉心が露出し，炉心損傷に至ることが特徴である。事故シーケン

スグループ｢全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC

失敗｣に対する炉心損傷防止対策としては，初期の対策として高圧

代替注水系による原子炉注水手段，安定状態に向けた対策として

残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧代替注水系（常設）に

よる原子炉注水手段，代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去

系（格納容器スプレイ冷却モード）による原子炉格納容器除熱手

段及び格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱手段

を整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2.5 結 論 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢ

Ｕ）」では，全交流動力電源喪失と同時に直流電源喪失又は原子

炉隔離時冷却系の故障が発生し，これにより原子炉隔離時冷却系

が機能喪失することで，原子炉水位の低下により炉心が露出し，

炉心損傷に至ることが特徴である。事故シーケンスグループ「全

交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）」に対する炉心損傷防 

止対策としては，初期の対策として高圧代替注水系，低圧代替注

水系（可搬型）及び逃がし安全弁（自動減圧機能）による原子炉

注水手段，安定状態に向けた対策として残留熱除去系（低圧注水

系）による原子炉注水手段，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬

型）による格納容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器スプ

レイ冷却系）及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）

による格納容器除熱手段を整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2.5 結論 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」で

は，全交流動力電源喪失と同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失

することで，原子炉水位の低下により炉心が露出し，炉心損傷に

至ることが特徴である。事故シーケンスグループ「全交流動力電

源喪失（ＴＢＵ）」に対する炉心損傷防止対策としては，初期の対

策として高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系（可搬型）

及び逃がし安全弁（自動減圧機能付き）による原子炉注水手段，

安定状態に向けた対策として残留熱除去系（低圧注水モード）に

よる原子炉注水手段，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による

原子炉格納容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器冷却モー

ド）及び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）

による原子炉格納容器除熱手段を整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな
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事故シーケンスグループ｢全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋

DG 喪失）＋RCIC 失敗｣の重要事故シーケンス「全交流動力電源喪

失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗（RCIC 本体の機能喪失）」

について有効性評価を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の場合においても，高圧代替注水系による原子炉注水，残

留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧代替注水系（常設）によ

る原子炉注水，逃がし安全弁による原子炉減圧，代替原子炉補機

冷却系を介した残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）に

よる原子炉格納容器除熱，格納容器圧力逃がし装置等による原子

炉格納容器除熱を実施することにより，炉心損傷することはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢ

Ｕ）」の重要事故シーケンス「外部電源喪失＋直流電源失敗＋高

圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」について有効性評価を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の場合においても，高圧代替注水系による原子炉注水，低

圧代替注水系（可搬型）及び残留熱除去系（低圧注水系）による

原子炉注水，逃がし安全弁（自動減圧機能）による原子炉減圧，

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却並び

に残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び残留熱除去系（サ

プレッション・プール冷却系）による格納容器除熱を実施するこ

とにより，炉心損傷することはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」の

重要事故シーケンス「外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）

失敗＋高圧炉心冷却失敗」について有効性評価を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の場合においても，高圧原子炉代替注水系による原子炉注

水，低圧原子炉代替注水系(可搬型)及び残留熱除去系（低圧注水

モード）による原子炉注水，逃がし安全弁（自動減圧機能付き）

による原子炉減圧，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原

子炉格納容器冷却並びに残留熱除去系（格納容器冷却モード）及

び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）による

原子炉格納容器除熱を実施することにより，炉心損傷することは

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

・設備設計及び運用の相

違  

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析結果の相違 
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その結果，燃料被覆管温度及び酸化量，原子炉冷却材圧力バウ

ンダリにかかる圧力，原子炉格納容器バウンダリにかかる圧力及

び温度は，評価項目を満足している。また，安定状態を維持でき

る。 

なお，格納容器圧力逃がし装置等の使用による敷地境界での実

効線量は，周辺の公衆に対して著しい放射線被ばくのリスクを与

えることはない。 

 

 

 

 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結果，運転

員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラメータに与え

る影響は小さい。また，対策の有効性が確認できる範囲内におい

て，操作時間余裕について確認した結果，操作が遅れた場合でも

一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，運転員及び緊急時対策要員

にて確保可能である。また，必要な水源，燃料及び電源を供給可

能である。 

以上のことから，高圧代替注水系等による原子炉注水，格納容器

圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱等の炉心損傷防止対

策は，選定した重要事故シーケンスに対して有効であることが確

認でき，事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電

源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗」に対して有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果，燃料被覆管温度及び酸化量，原子炉冷却材圧力バウ

ンダリにかかる圧力，格納容器バウンダリにかかる圧力及び温度

は，評価項目を満足している。また，安定状態を維持できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結果，運

転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラメータに与

える影響は小さい。また，対策の有効性が確認できる範囲内にお

いて，操作時間余裕について確認した結果，操作が遅れた場合で

も一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，災害対策要員にて確保可能

である。また，必要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

 

以上のことから，高圧代替注水系等による原子炉注水，残留熱

除去系（格納容器スプレイ冷却系）等による格納容器除熱等の炉

心損傷防止対策は，選定した重要事故シーケンスに対して有効で

あることが確認でき，事故シーケンスグループ「全交流動力電源

喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）」に対して有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果，燃料被覆管温度及び酸化量，原子炉冷却材圧力バウ

ンダリにかかる圧力，原子炉格納容器バウンダリにかかる圧力及

び温度は，評価項目を満足している。また，安定状態を維持でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結果，運

転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラメータに与

える影響は小さい。また，対策の有効性が確認できる範囲内にお

いて，操作時間余裕について確認した結果，操作が遅れた場合で

も一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，運転員及び緊急時対策要員

にて確保可能である。また，必要な水源，燃料及び電源を供給可

能である。 

以上のことから，高圧原子炉代替注水系等による原子炉注水，残

留熱除去系（格納容器冷却モード）等による原子炉格納容器除熱

等の炉心損傷防止対策は，選定した重要事故シーケンスに対して

有効であることが確認でき，事故シーケンスグループ「全交流動

力電源喪失（ＴＢＵ）」に対して有効である。 

 

 

 

 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・シーケンス選定の相違 
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【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 
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第 2.3.2.1 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋RCIC 失敗」の重大事故等対策の概略系統図（1/4） 

（原子炉注水） 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2.2 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋RCIC 失敗」の重大事故等対策の概略系統図（2/4） 

（原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－1 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）時の重大

事故等対策の概略系統図（1／3） 

（高圧代替注水系による原子炉注水段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－1 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）時の重大

事故等対策の概略系統図（2／3） 

（低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水及び代替格納容器

スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却段階） 

 

 

 

第 2.3.2.1－1(1)図 「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」の重大事

故等対策の概略系統図（原子炉注水） 

 

 

 

 

第 2.3.2.1－1(2)図 「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」の重大事

故等対策の概略系統図 

（原子炉減圧，原子炉注水及び原子炉格納容器冷却） 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 
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第 2.3.2.3 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋RCIC 失敗」の重大事故等対策の概略系統図（3/4） 

（原子炉急速減圧，原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

  

 

 

 

 

第 2.3.2.4 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋RCIC 失敗」の重大事故等対策の概略系統図（4/4） 

（原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－1 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）時の重大

事故等対策の概略系統図（3／3） 

（残留熱除去系による原子炉注水及び格納容器除熱段階） 

 

 

第 2.3.2.1－1(3)図 「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」の重大事

故等対策の概略系統図 

（原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 
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第
2.
3.
2.
5 
図
 「

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
DG
 喪

失
）
＋
RC
I
C
 失

敗
」
の
対
応
手
順
の
概
要
 

差異理由は，島根２号炉

「2.3.2.1－2図 「全交

流動力電源喪失（ＴＢ

Ｕ）」の対応手順の概要」

の備考欄参照。

②

④
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東海第二発電所 （2018.9.12 版） 備  考 

 

第
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2
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図
 全

交
流
動
力
電
源
喪
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（
Ｔ
Ｂ
Ｄ
，
Ｔ
Ｂ
Ｕ
）
の

対
応
手
順
の
概
要
 

 

差異理由は，島根２号炉

「2.3.2.1－2図 「全交

流動力電源喪失（（ＴＢ

Ｕ）」の対応手順の概要」

の備考欄参照。 
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島根原子力発電所 ２号炉 備  考 

2.
3.
2.
1－

2�
図
 
「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｕ
）」

の
対
応
手
順
の
概
要
 

・設備設計の相違

【柏崎�6/7，東海第二】 

①島根２号炉は，直流電

源切替え時，計装設備の

電源及び逃がし安全弁の

電源を確保するために蓄

電池を切り替える。 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

①島根２号炉は，直流電

源切替え操作を記載。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

②島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違

【柏崎 6/7】 

③島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7】 

④島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

② ①

①
 

③ ①

2.3-172



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 備  考 

第 2.3.2.6 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗」の作業と所要時間（1/2） 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.2.1-3 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＵ）」の作業と所要

時間」の備考欄参照。
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 備  考 

第 2.3.2.6 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗」の作業と所要時間（2/2） 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.2.1-3 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＵ）」の作業と所要

時間」の備考欄参照。

2.3-174



 

 

東海第二発電所 （2018.9.12 版） 備  考 

 

 

第 2.3.2－3 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）の作業と所要時間（1／2） 

 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.2.1-3 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＵ）」の作業と所要

時間」の備考欄参照。 
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東海第二発電所 （2018.9.12 版） 備  考 

 

第 2.3.2－3 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）の作業と所要時間（2／2） 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.2.1-3 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＵ）」の作業と所要

時間」の備考欄参照。 
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島根原子力発電所 ２号炉 備  考 

第�2.3.2.1-3�図 「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」の作業と所要時間 

・解析結果の相違に基づく差異。 

・設備設計・手順に基づく想定

時間の差異。

・解析上考慮しない操作を含め

て実際に実施する操作につい

て要員の充足性を確認（ただ

し，事前に対応する要員を定

めることが難しい機能回復操

作を除く）。

・体制の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，シミュレータ

訓練等において，中央制御室の

対応を１名にて実施可能なこと

を確認している。 
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第 2.3.2.7 図 原子炉圧力の推移 

第 2.3.2.8 図 原子炉水位（シュラウド内水位）の推移 

第 2.3.2－4 図 原子炉圧力の推移 

第 2.3.2－5 図 原子炉水位（シュラウド内水位）の推移 

第 2.3.2.2－1(1)図 原子炉圧力の推移 

第 2.3.2.2－1(2)図 原子炉水位（シュラウド内水位）の推移 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7】 

①高圧原子炉代替注水

系による注水開始以降

の原子炉水位維持範囲

の違いにより，柏崎 6/7

では，炉心上部プレナム

水位が一時的に満水位

置を下回る結果となっ

ている。 

【東海第二】 

②原子炉減圧の弁数及

び原子炉注水特性の相

違に起因する原子炉水

位の低下，回復速度の相

違。 

① 

① 

① 
② 

② 
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第 2.3.2.9 図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

 

 

 

 

 

第 2.3.2.10 図 注水流量の推移 

 

 

第 2.3.2－6 図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－7 図 注水流量の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(3)図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(4)図 注水流量の推移 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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第 2.3.2.11 図 逃がし安全弁からの蒸気流量の推移 

第 2.3.2.12 図 原子炉圧力容器内の保有水量の推移 

第 2.3.2－8 図 逃がし安全弁からの蒸気流量の推移 

第 2.3.2－9 図 原子炉圧力容器内の保有水量の推移 

第 2.3.2.2－1(5)図 逃がし安全弁からの蒸気流量の推移 

第 2.3.2.2－1(6)図 原子炉圧力容器内の保有水量の推移 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

①原子炉減圧に使用する

弁数の違いによる蒸気流

量の差異。 

【柏崎 6/7，東海第二】 

②原子炉減圧に使用する

弁数及び原子炉注水特性

の違いによる保有水量の

減少量の相違。 

① 

① 

① 

② ② 

② 
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第 2.3.2.13 図 燃料被覆管温度の推移 

第 2.3.2.14 図 高出力燃料集合体のボイド率の推移 

第 2.3.2－10 図 燃料被覆管温度の推移 

第 2.3.2－11 図 高出力燃料集合体のボイド率の推移 

第 2.3.2.2－1(7)図 燃料被覆管温度の推移 

第 2.3.2.2－1(8)図 高出力燃料集合体のボイド率の推移 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

原子炉減圧に使用する

弁数の違いによりボイド

率が相違する。 
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第 2.3.2.15 図 炉心下部プレナム部のボイド率の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.16 図 格納容器圧力の推移 

 

 

第 2.3.2－12 図 炉心下部プレナム部のボイド率の推移 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－13 図 格納容器圧力の推移 

 

   

第 2.3.2.2－1(9)図 炉心下部プレナム部のボイド率の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(10)図 格納容器圧力の推移 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【東海第二】 

①原子炉減圧に使用する

弁数の違いにより柏崎

6/7 及び島根２号炉は，

ボイド率が低めとなる。 

 

 

 

 

 

【柏崎 6/7，東海第二】 

②島根２号炉は，単位熱

出力当たりの格納容器空

間部体積が大きい。東海

第二及び島根２号炉は，

格納容器スプレイ実施基

準到達により格納容器ス

プレイを実施する。 

 

【柏崎 6/7】 

③解析時間の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

① 
① 

② 

② 

③ 

③ 

② 
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第 2.3.2.17 図 格納容器気相部温度の推移 

第 2.3.2.18 図 サプレッション・チェンバ・プール水位の推移 

第 2.3.2－14 図 格納容器雰囲気温度の推移 

第 2.3.2－15 図 サプレッション・プール水位の推移 

第 2.3.2.2－1(11)図 格納容器温度の推移 

第 2.3.2.2－1(12)図 サプレッション・プール水位の推移 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

①東海第二及び島根２号

炉は，格納容器スプレイ

実施基準到達により格納

容器スプレイを実施す

る。 

【柏崎 6/7】 

②解析時間の相違

【柏崎 6/7】 

③東海第二及び島根２号

炉は，外部水源を用いた

格納容器代替スプレイを

実施するため，サプレッ

ション・プール水位が上

昇する。 

③ 

① 

① 

① 

② 

② 

② 

② 

③ 

③ 
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第 2.3.2.19 図 サプレッション・チェンバ・プール水温の推移 第 2.3.2－16 図 サプレッション・プール水温度の推移 第 2.3.2.2－1(13)図 サプレッション・プール水温度の推移 

第 2.3.2.3－1(1)図 事象発生 60分後に注水を開始したケースに

おける原子炉圧力の推移 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7】 

①解析時間の相違

・島根２号炉では，高圧

原子炉代替注水系の注水

開始が遅れた場合の解析

結果を掲載 

① ① 
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第 2.3.2.3－1(2)図 事象発生 60分後に注水を開始したケースに

おける原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

 

 

  

第 2.3.2.3－1(3)図 事象発生 60分後に注水を開始したケースに

おける燃料被覆管温度の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・島根２号炉では，高圧

原子炉代替注水系の注水

開始が遅れた場合の解析

結果を掲載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・島根２号炉では，高圧

原子炉代替注水系の注水

開始が遅れた場合の解析

結果を掲載。 
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表
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1 
表
 
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｄ
，
Ｔ
Ｂ
Ｕ
）
時
に
お
け
る
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
（
1／

2）
 

 

第
2.
3.
2.

1－
1
表
 
「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｕ
）」

の
重
大
事
故

等
対
策
に
つ
い
て
（
１
／
３
）
 

 
 

本文比較表に記載の差異

以外で主要な差異につい

て記載。 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

①島根２号炉は，既許可

の対象設備を重大事故等

対処設備として位置付け

るものを明確化してい

る。 

【東海第二】 

②島根２号炉は，重大事

故等時に設計基準対象施

設としての機能を期待す

る設備を「重大事故等対

処設備（設計基準拡張）」

と位置付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
，
②

 

②
 

①
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② ①
 

②
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解
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流
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Ｔ
Ｂ
Ｕ
））
（
１
／
５
）
 

 
 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

①条件設定は同じだが，

通常運転時の熱的制限値

を設定していることを明

確に記載。 

【東海第二】 

②条件設定は同じだが，

設定プロセスが異なり，

平衡炉心サイクル末期の

炉心平均燃焼度に対し

て，ばらつきとして 10％

の保守性を考慮し設定 

③柏崎 6/7 及び島根２号

炉は，格納容器容積（サ

プレッション・チェンバ）

及びサプレッション・プ

ール水位の解析条件を通

常水位で設定。東海第二

は圧力抑制効果を厳しく

する観点で，通常運転時

のサプレッション・プー

ル水位の下限値を設定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
 

①
 

①
 

②
 

②
 

②
 

③
 

③
 

③
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・解析条件の相違 

【東海第二】 

④島根２号炉において

も，通常運転時の格納容

器温度はドライウェル冷

却機にて制御されてお

り，条件設定の考え方と

しては同様。 
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④
 

③
 

④
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・解析条件の相違 

【東海第二】 

⑤柏崎 6/7 及び島根２号

炉は，逃がし安全弁１個

当たりの蒸気流量をグラ

フに記載。 
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⑤
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・解析条件の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

⑤
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・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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